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一

　
　
　は
じ
め
に

　
三み
つ
は
し橋
成な
り
て
る烈
（
一
七
二
六
～
九
一
）
は
、江
戸
時
代
中
期
の
旗
本
で
、和
歌
、漢
詩
、

俳
諧
の
詠
作
や
教
訓
本
、
読
本
の
述
作
、
古
典
籍
、
古
書
画
の
書
写
収
集
と
、
寡

作
な
が
ら
も
多
彩
な
学
芸
活
動
を
繰
り
広
げ
た
文
人
で
あ
る
。
本
姓
は
藤ふ

じ

原わ
ら

、
通

称
は
源げ

ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
の
ち
藤と
う

右え衛
門も
ん

）、
号
は
梅ば
い
ろ
う
か
ん

朧
舘
（
館
と
も
）
主し
ゆ
じ
ん人
等
。
享
保
十
一

年
、
旗
本
篠し

の

田だ

隆た
か
み
つ光
（
一
六
九
〇
～
一
七
五
六
）
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
出
生
、

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
三
橋
成な

り
ふ
さ房
（
一
七
一
〇
～
四
〇
）
の
養
子
と
な
っ
て
遺

跡
四
百
石
を
継
承
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）、
大お

お
ば
ん番
組
に
加
入
、
寛
政
三
年
、
六

十
六
歳
で
没
し
た
。
大お

お

田た

南な
ん

畝ぽ

（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
が
『
一い
ち

話わ

一い
ち
げ
ん言
』
に

成
烈
関
連
資
料
を
書
き
写
し
て
い
る
こ
と
や
、
木き

村む
ら

蒹け
ん

葭か

堂ど
う

（
一
七
三
六
～
一
八

〇
二
）
が
『
天て

ん
め
い明
五ご

乙い
つ

巳し

日に
つ

記き

簿ぼ

』
に
成
烈
来
訪
の
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
の
東
西
を
代
表
す
る
文
人
と
ゆ
か
り
が
あ
っ
た（

注
１
）

 

。

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓
松
間
鄙
言
』（
上
）
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asaki

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
世
古
典
学
、
東
西
交
流
、
女
子
教
育

　
成
烈
に
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月
か
ら
翌
三
年
六
月
ま
で
の
書
簡
を

ま
と
め
た
『
飛ひ

檄げ
き

』（
星せ
い

槎さ

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
蔵
、
原
簡
の
合
綴
本
一
冊
）
と
、
安
永

七
年
八
月
か
ら
翌
八
年
七
月
ま
で
の
書
簡
を
ま
と
め
た
『
飛
檄
随ず

い
ひ
つ筆
』（
東
京
国
立

博
物
館
蔵
、
転
写
本
一
冊
。
異
本
に
『
飛
檄
帖じ

よ
う』、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
転
写

本
三
冊
）
と
い
う
、
二
種
の
往
復
書
簡
集
が
伝
わ
る（

注
２
）

 

。
両
書
は
、
と
も
に
大
坂
在

番
中
の
成
烈
と
江
戸
在
住
の
親
族
朋
友
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
通
信
の
記
録
で
、

成
烈
の
人
物
像
や
交
友
圏
、
読
書
歴
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、

風
俗
、
芸
能
等
を
窺
う
上
で
も
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
全
貌
の
紹
介
は
他
日

に
譲
る
が
、
書
簡
資
料
よ
り
明
ら
か
と
な
る
成
烈
は
、
和
漢
雅
俗
の
典
籍
や
同
時

代
の
作
品
に
幅
広
く
関
心
を
寄
せ
る
知
識
人
、
著
述
家
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、『
童
女
教
訓
松し
よ
う
か
ん
ひ
げ
ん

間
鄙
言
』
は
、
成
烈
が
四
十
二
歳
の
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

に
世
に
出
し
た
、
女
子
向
け
の
教
訓
本
で
あ
る
。
成
烈
に
と
っ
て
は
最
初
の
ま
と

ま
っ
た
著
述
で
、
本
文
は
漢
字
か
な
交
じ
り
の
全
十
七
章
か
ら
成
り
、
書
中
、
東

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―
　
第
四
十
五
号
　
二
〇
二
〇
・
三
　
一 

― 

二
九
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―

　第
四
十
五
号

二

西
の
画
家
十
一
名
が
描
い
た
挿
絵
全
十
六
図
を
加
え
る
。
江
戸
時
代
に
は
経
書
に

学
ん
で
女
性
道
徳
を
説
く
本
が
数
多
く
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有
名
な
事
例
に
、

中な
か

江え

藤と
う
じ
ゆ樹

の
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
『
鑑か

が
み
ぐ
さ草

』、
北き

た
む
ら村

季き

吟ぎ
ん

の
明
暦
元
年
（
一

六
五
五
）
刊
『
仮か

名な

列れ
つ
じ
よ女

伝で
ん

』、
辻つ

じ
は
ら原

元げ
ん

甫ぽ

の
明
暦
二
年
刊
『
女お

ん
な
し
し
よ

四
書
』、
黒く

ろ
さ
わ沢

弘ひ
ろ
た
だ忠

の
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊
『
本ほ

ん

朝ち
よ

列う

　女
伝
』、熊く

ま
ざ
わ沢

蕃ば
ん
ざ
ん山

の
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）
刊
『
女じ

よ

子し

訓く
ん

』
等
が
あ
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
女
子
教
育
教
材
の
編

纂
刊
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
流
の
も
と
、
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、成
烈
は
『
松
間
鄙
言
』
以
降
、安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
刊
『
新し

ん
さ
い斎

夜や

語ご

』、

同
八
年
刊
『
続ぞ

く

新
斎
夜
語
』
の
読
本
作
品
二
点
を
著
し
て
い
る（

注
３
）

 

。
一
連
の
執
筆
活

動
の
初
発
に
あ
た
る
本
書
は
、
成
烈
の
文
業
の
推
移
変
遷
を
辿
り
、
そ
の
創
作
の

主
意
や
手
法
の
具
体
的
な
様
相
を
探
る
上
で
、
ま
た
、
当
代
武
家
知
識
人
の
人
物

交
流
や
書
物
享
受
の
実
態
に
光
を
当
て
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
な
り
得
る
。
本

稿
で
は
、『
松
間
鄙
言
』
の
全
文
の
翻
刻
を
行
い
、
成
烈
が
用
い
た
資
料
の
整
理
を

試
み
た
い
。

　
　
　一

　書
誌

　『
松
間
鄙
言
』
に
は
、
四
点
の
版
本
と
一
点
の
写
本
と
が
知
ら
れ
る（

注
４
）

 
。
版
本
は

全
て
同
板
で
、
以
下
の
よ
う
な
書
誌
的
特
徴
を
持
つ
。

○
体
裁

　
　
半
紙
本
、
四
巻
四
冊
。

○
表
紙

　
　
縹
色
、
松
葉
七
宝
繋
文
（
型
押
）。

○
外
題

　
　
原
題
簽
「

童
女

教
訓
枩
間
鄙
言

　
春
（
夏
・
秋
・
冬
）」  （
左
肩
、
四
周
子
持

枠
、
白
色
料
紙
）。

○
構
成

　
　
巻
一
は
見
返
、
序
二
丁
、
目
録
二
丁
、
本
文
十
九
丁
。
巻
二
は
本
文

二
十
丁
。
巻
三
は
本
文
二
十
丁
。
巻
四
は
本
文
十
九
丁
半
、刊
記
半
丁
、

跋
二
丁
、
後
見
返
。
全
八
十
五
丁
。

○
見
返

　
　
中
央
に
大
書
「
童
女
教
訓
枩
間
鄙
言
」。
背
景
に
口
絵
（
松
樹
）。
施

印
「
抱
玉
軒
印
」（
大
坂
の
書
肆
田た

原わ
ら

屋や

平へ
い

兵べ

え衛
、
版
元
）。

○
序

　
　
　
末
尾
に
「
橘
井
館
主
人
題
／
（
刻
印
「
岡
谷
」）（
刻
印
「
無
孔
銕
錘
」）

／
亀
泉
養
呆
叟
書
／
（
刻
印
「
亀
泉
」）（
刻
印
「
養
獃
」）」（
序
者
お

よ
び
筆
者
は
伝
未
詳
）。

○
目
録
題

　「
童
女

教
訓
松し

や
う
か
ん閒

悲ひ

言げ
ん

条
目
／
東
都

　
梅
朧
舘
主
人
述
」。

○
内
題

　
　「

童
女

教
訓
松せ

う
か
ん閒

鄙ひ

言げ
ん

巻ま
き

之の

乙い
ち

」「
童
女

教
訓

閒
悲
言
巻
之
二
」「

童
女

教
訓
梥
閒
鄙
言

巻
之
三
」「

童
女

教
訓
梥
間
鄙
言
巻
之
四
」。

○
尾
題

　
　「
松
間
悲
言
巻
之
一
終
」「
松
間
鄙
言
巻
之
二
終
」「
松
間
悲
言
巻
之
三

終
」「
松
閒
鄙
言
巻
之
四
終
大
尾

」。

○
柱
記

　
　「
松
閒
巻
之
一

　
○
序
一
（
二
）」「
松
閒
巻
之
一

　
○
目
一
（
二
）」「
松

閒
巻
之
一

　
○
一（
～
十
九
終
）」「
松
閒
巻
之
二

　
○
一（
～
二
十
終
）」

「
松
閒
巻
之
三

　
○
一
（
～
廿
終
）」「
松
閒
巻
之
四

　
○
一
（
～
二
十

大
尾
）」「
松
閒
巻
之
四

　
○
跋
一
（
二
）」。

○
跋

　
　
　
末
尾
に
「
明
和
亥
年
（
四
年
）
き
さ
ら
ぎ
／
龍
雷
神
人
貫
道
書
／
（
刻

印
「
延
陵
）」）（
刻
印
「
貫
道
」）」（
大お

お

神み
わ

（
太
神
と
も
）
貫か

ん
ど
う道

つ
ら
み
ち

、
摂

津
国
東ひ

が
し
な
り

 

成
郡
天て

ん

王の
う

寺じ

村む
ら

上う
え
の
み
や

宮
の
神
主
・
神
仙
家
）（

注
５
）。

○
行
数

　
　
四
周
子
持
枠
。
序
九
行
。
本
文
九
行
。
跋
八
行
。

〇
板
下

　
　
本
文
は
筆
蹟
か
ら
成
烈
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
。

○
挿
絵

　
　
各
巻
に
見
開
四
図
。
全
十
六
図
。
署
名
「
文
麗
（
刻
印
「
豫
斎
」）」

（
加か

藤と
う

文ぶ
ん
れ
い麗

、
旗
本
、
狩か

野の
う

周ち
か
の
ぶ信

門
）、「
法
橋
月
岡
雪
鼎
（
刻
印
「
昌

信
」）」（
月つ

き
お
か岡

雪せ
つ
て
い鼎

、高た
か

田だ

敬け
い

輔ほ

門
、の
ち
西に

し
か
わ川

祐す
け
の
ぶ信

の
画
風
を
慕
う
）、

「
法
眼
周
山
画
之（
刻
印「
操
興
斎
印
」）」（
吉よ

し
む
ら
し
ゆ
う
ざ
ん

村
周
山
、牲に

え
か
わ川

充み
つ
の
ぶ信

門
）、
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三

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

「
豊
種
筆
（
花
押
）」（
伝
未
詳
）（
以
上
、
第
一
冊
）、「
河
東
豊
浦
初

叟
／
村
正
美
写
／
（
刻
印
「
正
美
之
印
」）（
刻
印
「
長
者
何
所
摸
」）」

（
伝
未
詳
）、「
慶
羽
画
（
刻
印
「
直
芳
」）」（
粟あ

わ

田た

口ぐ
ち

慶け
い

羽う

、
住す
み
よ
し吉

広ひ
ろ
も
り守
門
、
御
用
絵
師
）、「
雪
岑
画
（
刻
印
「
岑
」）」（
福ふ
く
お
う王
雪せ
つ
し
ん岑
、
観

世
流
脇
師
福
王
盛も

り
あ
り有
の
子
、
英
は
な
ぶ
さ
い
つ
ち
よ
う

一
蝶
門
、
の
ち
土
佐
派
の
画
風
を
慕

う
）、「
慶
羽
画
（
刻
印
「
直
芳
」）」（
以
上
、
第
二
冊
）、「
玉
瀾
（
刻

印
「
玉
瀾
」）（
刻
印
「
松
風
」）」　（
池

い
け
の
ぎ
よ
く
ら
ん

玉
瀾
、
京
祇
園
下し
も
が
わ河
原ら

通ど
お
り

の

茶
屋
松ま

つ

屋や

の
女
亭
主
百ゆ

り合
の
娘
、
柳
や
な
ぎ
さ
わ沢
淇き

園え
ん

門
、
池
大た
い

雅が

の
妻
）、「
法

眼
周
山
画
之
（
刻
印
「
操
興
斎
印
」）」、「
蘭
香
画
（
花
押
）」（
吉よ

し

田だ

蘭ら
ん
こ
う香
、狩
野
玉ぎ
よ
く
え
い栄
門
、の
ち
狩
野
典み
ち
の
ぶ信
門
）、「
柳
時
画
」（
伝
未
詳
）（
以

上
、
第
三
冊
）、「
文
麗
画
」、「
雪
岑
画
（
刻
印
「
岑
」）」、「
玉
瀾
（
刻

印
「
玉
瀾
」）（
刻
印
「
松
風
」）」、「
蘭
香
画
（
花
押
）」（
以
上
、
第

四
冊
）。

○
刊
記
　
　「
明
和
四
年
丁
亥
六
月
吉
旦
／
京
都
書
林
　
堀
川
通
高
辻
上
ル
町
伏
見
屋
藤

右
衛
門
／
江
戸
書
林
　
日
本
橋
南
壱
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
／
同
　
牛
込
赤
城
明

神
前
松
本
屋
彦
七
／
大
坂
書
林
　
順
慶
町
壱
丁
目
田
原
屋
平
兵
衛
板
」。
同

前
に
近
刻
予
告
「
続
編
／
松
間
喜
言
　
嗣
出
」。

○
後
見
返
　
明
和
四
年
六
月
付
の
田
原
屋
の
蔵
板
目
録
「
故
事
教
訓
読
本
目
録
／
古

事
談
　
全
六
冊
／
本
朝
捜
神
記
　
全
七
冊
／
続
古
事
談
　
全
六
冊
／
本

朝
故
事
雑
爼
　
全
七
冊
／
旧
説
拾
遺
　
全
五
冊
／
砂
金
双
紙
　
全
四
冊

／
十
訓
抄
　
全
十
二
冊
／
松
間
鄙
言
　
全
四
冊
／
和
論
語
　
全
十
冊
／

和
漢
部
類
名
数
　
全
五
冊
／
神
国
女
訓
抄
　
全
一
冊
／
続
砂
石
集
　
全

七
冊
／
明
和
四
年
丁
亥
六
月
吉
日
／
浪
華
書
林
　
順
慶
町
壱
丁
目
筋
田
原
屋

平
兵
衛
蔵
板
」。

　
主
版
元
は
、『
開か

い
は
ん板
御お
ね
が
い願
書が
き

扣ひ
か
え』
第
十
六
冊（
注
６
）

 

に
「
覚
／
一
、
童
女
教
訓
松
間
鄙

言
　
全
部
四
冊
／
作
者
江
戸 

三
橋
源
三
郎
／
（
中
略
）
／
明
和
四
年
亥
五
月
／
（
中

略
）
／
開
板
人
／
順
慶
町
壱
丁
目
／
田
原
や
平
兵
衛
／
（
下
略
）」、『
割わ
り
い
ん印
帳ち
よ
う
ふ
く
ほ
ん

覆
本
』
第

三
冊（

注
７
）

 

に
「
同
（
明
和
）
四
亥
九
月
　
梅
朧
舘
主
人
／
枩
間
鄙
言
　
全
四
冊
／
墨
付

九
十
丁
／
田
原
屋
平
兵
衛
／
須
原
屋
茂
兵
衛
」
と
あ
る
こ
と
、
伝
本
（
香
川
大
学
図

書
館
神
原
文
庫
蔵
本
等
）
の
見
返
に
版
元
に
よ
る
施
印
「
抱
玉
軒
印
」、
後
見
返
に

蔵
板
目
録
の
掲
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
坂
の
書
肆
田
原
屋
平
兵
衛
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　二

　本
文

※
底
本
に
は
香
川
大
学
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
本
を
用
い
た
。

※
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
措
置
を
施
し
た
。

（１）
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
で
表
し
た
。

（２）
原
文
の
漢
字
は
適
宜
仮
名
に
開
い
た
。

（３）
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
に
示
し
た
。

（４）
送
り
仮
名
は
適
宜
改
め
た
。

（５）
繰
り
返
し
記
号
は
漢
字
の
繰
り
返
し
「
々
」
を
除
い
て
使
わ
な
か
っ
た
。

（６）
濁
点
、
句
読
点
は
適
宜
補
っ
た
。
原
文
に
あ
る
も
の
を
削
っ
た
場
合
も
あ
る
。

（７）
出
典
注
記
の
あ
る
先
行
作
品
の
引
用
や
会
話
、
心
中
思
惟
に
あ
た
る
部
分
は

「
　
」
で
、
書
名
は
『
　
』
で
括
っ
た
。
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四

序夫
女
子
善
懐
、
亦
各
有
行
、
其
有
行
也
、
好
悪
之
不
同
、
如
其
面
焉
、
況
便
其
教

不
至
、
而
所
聞
者
欺
詐
也
、
所
見
者
汙
漫
也
、
浸
潤
之
身
日
任
於
恣
肆
、
而
不
自

知
也
者
、
俗
習
靡
使
然
也
、
今
也
前
書
雖
非
類
、
然
法
語
之
言
、
然
巽
与
之
言
、

誰
能
無
説
乎
、
且
其
告
辞
年
彷
彿
、
我
邦
之
古
文
者
、
而
遠
鄙
倍
、
則
使
読
者
能

説
而
繹
之
、
所
聞
者
貞
正
也
、
所
見
者
静
好
也
、
浸
潤
之
久
身
日
進
於
善
道
、
而

不
自
知
也
者
、
亦
靡
使
然
也
、
乃
是
梅
朧
君
之
所
以
萬
一
於
斯
者
矣
、
余
嘗
竊
聞
、

梅
朧
君
撫
一
女
、
而
有
之
、
則
其
情
所
当
起
者
、
誠
可
憐
哉
、
若
有
推
而
広
之
、

則
不
啻
為
児
女
輩
焉
、
使
彼
君
子
刑
于
寡
妻
、
庇
於
伉
儷
者
、
亦
靡
使
然
也
、
然

則
内
外
和
順
、
靡
而
已
矣
、
靡
而
已
矣
、
余
是
以
喜
之
、
不
辞
為
序
、

　
　
　
　
橘
井
館
主
人
題

　
　
　
　
亀
泉
養
呆
叟
書

（
序じ
ょ

　
夫そ

れ
女ぢ
よ

子し

善よ

く
懐お
も

ふ
も
、
亦ま

た
各お
の
お
の々

行み
ち

有あ

り
。
其そ

の
行
有
る
や
、
好か
う
あ
く悪
の
同お
な

じ

か
ら
ざ
る
こ
と
、
其
の
面お

も
ての
如ご
と

し
。
況い
は

ん
や
便す
な
はち
其
の
教を
し

へ
の
至い
た

ら
ざ
れ
ば
、
聞き

く
所と
こ
ろの
者も
の

は
欺ぎ

さ詐
な
り
、
見み

る
所
の
者
は
汙を

漫ま
ん

な
り
。
浸し
ん
じ
ゆ
ん潤の
身み

、
日ひ

び々

恣し

し肆
に

任ま
か

せ
て
、
而し
か

も
自み
づ
から
知し

ら
ざ
る
者も
の

は
、
俗ぞ
く
し
ふ習
、
靡び

然し
か

ら
し
む
る
な
り
。
今い
ま

や
前ぜ
ん
し
よ書
、

非ひ

類る
い

な
り
と
雖い
へ
ども
、
法は
ふ

語ご

の
言げ
ん

を
然
り
と
し
、
巽そ
ん

与よ

の
言
を
然
り
と
す
れ
ば
、
誰た
れ

か
能よ

く
説よ
ろ
こぶ
こ
と
無な

か
ら
ん
や
。
且か

つ
其
の
告こ
く

辞じ

、
年と
し
ど
し々

彷は
う
ふ
つ彿
に
し
て
、
我わ

が
邦く
に

の
古こ

文ぶ
ん

な
る
者
、
鄙ひ

倍ば
い

を
遠と
ほ

ざ
け
れ
ば
、
則す
な
はち
読よ

む
者
を
し
て
能
く
説
び
て
之こ

れ

を
繹た

づ

ね
し
む
れ
ば
、
聞
く
所
の
者
は
貞て
い
せ
い正
な
り
、
見
る
所
の
者
は
静せ
い
か
う好
な
り
。
浸

潤
の
久ひ

さ

し
き
身
、
日
々
善ぜ
ん
だ
う道
に
進す
す

み
て
、
而
も
自
ら
知
ら
ざ
る
者
、
亦
た
靡
然
ら

し
む
る
な
り
。
乃す

な
はち
是こ

れ
梅ば
い
ら
う
く
ん

朧
君
の
斯こ
こ

に
萬ま
ん
い
つ一
な
る
所ゆ
ゑ
ん以
の
者
な
り
。
余よ

嘗か
つ

て
竊ひ
そ

か
に
聞
く
、「
梅
朧
君
、
一い
ち
ぢ
よ女
を
撫な

で
て
之
れ
有
り
」
と
。
則
ち
其
の
情こ
こ
ろの
当ま
さ

に
起お

く
る
べ
き
所
の
者
は
、
誠ま
こ
とに
憐あ
は

れ
む
べ
し
。
若も

し
推お

し
て
之
れ
を
広ひ
ろ

む
る
こ
と
有

れ
ば
、
則
ち
啻た

だ

に
児じ

　ぢ
よ
は
い

女
輩
の
為た
め

に
す
る
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。
彼か

の
君く
ん

子し

を
し
て

寡く
わ
さ
い妻
に
刑の
り

あ
ら
し
む
れ
ば
、
伉か
う
れ
い儷
に
庇か
ば

ふ
者
、
亦
た
靡
然
ら
し
む
る
な
り
。
然
ら

ば
則
ち
内な

い
ぐ
わ
い
わ
じ
ゆ
ん

外
和
順
す
る
は
、
靡
の
み
、
靡
の
み
。
余
是こ
こ

を
以も

つ
て
之
れ
を
喜よ
ろ
こ
び
、

序
を
為な

す
を
辞じ

さ
ず
。

橘き
つ
せ
い井
館く
わ
ん
し
ゆ
じ
ん

主
人
、
題だ
い

す
。

　（
墨
刻
方
印
「
岡
谷
」）　（
墨
刻
白
文
方
印
「
無
孔
銕
錘
」）

亀き

泉せ
ん

養や
う
ほ
う呆
叟そ
う

、
書し
よ

す
。

　（
墨
刻
方
印
「
亀
泉
」）　（
墨
刻
白
文
方
印
「
養
獃
」））
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五

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

童
女
教
訓
松し
や
う
か
ん閒
悲ひ

言げ
ん

条
目

　
　
　
　
　

  

東
都

　梅
朧
舘
主
人
述

　
　
　
　巻
之
一

一
　
　
恋こ

ひ
と
無む
じ
や
う常
は
隣
と
な
り

同ど

し士

二
　
　
女
の
掟を

き
ては
片か
た

手て

打う

ち
の
御
捌さ
ば

き

三
　
　
果は

か
な
き
身
は
艶や
さ

敷し

き
誉ほ
ま

れ

四
　
　
や
さ
し
き
は
身
を
脩お

さ

む
る
の
道み
ち

五
　
　
苦く

労ら
う

の
た
え
ぬ
が
女
の
役や
く

　
　
　
　巻
之
二

六
　
　
七な

な

府ふ

寂さ
び

し
き
お
斎
も
の
い
みの
閨ね
や

七
　
　
面お
も
し
ろ白
く
な
き
は
貞て
い
ぢ
よ女
の
習な
ら

ひ

八
　
　
九き

う
ぎ
う牛
が
一い
ち
も
う毛
の
家い
ゑ

あ
る
じ

九
　
　
君き

み

が
為た
め

に
命い
の
ちは
捨す

て
う
ち

十
　
　
夫お

つ
とを
思お
も

ふ
は
天て
ん

下か

晴は

れ
て
の
恋こ

ひ

　
　
　
　巻
之
三

十
一
　
払ふ

つ
て
い底
な
も
の
は
歌
よ
む
恋
ひ

十
二
　
珍め

づ

ら
し
く
な
く
と
も
女
は
女
風ふ
う

十
三
　
つ
ら
き
勤つ
と

め
は
大
善ぜ
ん

知ち

識し
き

十
四
　
形か
た

見み

に
残の
こ

る
百も
も
と
せ年
の
艶ゑ
ん
め
い名

十
五
　
先さ

き

か
ら
先
へ
心
づ
か
ら
の
勤つ
と

め

　
　
　
　巻
之
四

十
六
　
聟む

こ

の
心
に
染そ

ま
る
白し
ろ

装し
や
う
ぞ
く
束
　

十
七
　
生せ

う
ぜ
う々

の
御お
ふ
く
ろ
た
ち

袋
達
へ
諫か
ん
げ
ん言

　
　
　
そ
の
二

　
　
　
そ
の
三

条
目
終

童
女
教
訓
松せ
う
か
ん閒
鄙ひ

言げ
ん

巻ま
き

之の

乙い
ち

　
　
　
一
　
恋こ

ひ
と
無む
じ
よ
う常
は
隣
と
な
り

同ど

士し

　
和わ

か歌
集し
う

の
部ぶ

だ立
て
に
も
、
連れ
ん

歌が

の
去さ

り
嫌き
ら

ひ
に
も
、「
神じ
ん

祇ぎ

、
釈し
や
つ
け
う教、
恋こ

ひ
、

無む
じ
よ
う常
」
と
一ひ
と
く
ち口
に
い
わ
る
れ
ど
、
神か
み
か
ぜ風
や
伊い

せ勢
の
宮み
や

ど
こ
ろ
に
は
、
僧そ
う

法ほ
う

師し

の

参さ
ん
け
い詣
を
ゆ
る
し
侍
ら
ず
。
か
の
斎さ
い
ぐ
う宮
の
い
に
し
え
、「
経け
う

」「
仏ほ
と
け」
と
い
ふ
詞こ
と
ばさ
へ

忌い

み
て
、「
染そ

め
紙が
み

」「
な
か
ご
」
な
ど
と
呼よ

ぶ
な
れ

か
け
へ
だ
た
り

ば
、天て
ん

地ち

懸け
ん
が
く隔
の
違た
が

ひ
な
が
ら
、

両り
よ
う
ぶ部
習し
う
が
ふ合
し
て
光ひ
か

り
を
和や
は

ら
げ
た
ま
へ
ば
、
唯た
だ

是こ
れ

、
水す
い

波は

の
へ
だ
て
に
て
、「
隣
と
な
り

同ど

し士
」
と
い
わ
ん
も
無む

り理
な
ら
ず
。
扨さ
て

、
色い
ろ

ご
の
み
の
花は
な

や
か
な
る
に
、
あ
だ
し

野
の
露つ

ゆ

の
消き

へ
や
す
き
あ
ぢ
き
な
さ
、
亦ま
た

大お
お

き
な
る
相さ
う

違い

に
は
あ
れ
ど
、

盛ぜ
う
じ
や
ひ
つ
す
い

者
必
衰
、

さ
か
り
は
お
と
ろ
へ

会ゑ

者し
や

定ぜ
う

離り

の

あ
ふ
は
わ
か
る
る

こ
と
は
り
に
も
れ
ね
ば
、昨き
の
ふ日
に
け
ふ
は
う
つ
り
行ゆ

き
て
、

思お
も

ひ
の
外ほ
か

の
近ち
か
み
ち道
も
有あ

る
べ
し
。
さ
て
こ
そ
、「
煩ぼ
ん
の
ふ脳
即そ
く

菩ぼ

提だ
い

」
な
ん
ど
い
ひ
て
、

恋こ

ひ
の
ま
め
や
か
な
る
よ
り
悟さ
と

り
の
道み
ち

に
入い

り
た
る
人
も
少す
く

な
か
ら
ず
。
さ
は
い

へ
、
色い

ろ

に
ふ
け
り
、
情な
さ

け
に
溺お
ぼ

れ
て
、
名な

を
流な
が

し
、
操み
さ
ほを
け
が
し
て
、
永な
が

き
世よ

の

物も
の

お
も
ひ
と
な
り
し
た
ぐ
ひ
も
、
亦ま
た

あ
ま
た
有あ

れ
ば
、
ま
よ
ふ
と
、
さ
と
る
の
心
こ
こ
ろ

よ
り
、
一い
つ

歩ぽ

千せ
ん

里り

の
違た
が

ひ
と
も
成な

る
べ
し
。
水す
い
く
は火
の
、
世せ

界か
い

を
や
し
な
ひ
、
世せ

界か
い

に
災わ
ざ
わ
ひ
す
る
ご
と
く
、
人に
ん
じ
ん参
の
、
人ひ
と

を
活い

か
し
、
人
を
殺こ
ろ

す
も
、
ま
さ
し
く
、

人に
ん
じ
ん参
の
咎と
が

に
あ
ら
ず
し
て
、
用も
ち

ゆ
る
人
の
あ
や
ま
ち
な
り
。
玉た
ま

は
卞べ
ん
く
は和
が
手て

に
光ひ
か

り
を
あ
ら
は
し
、
馬む
ま

は
伯は
く
ら
く楽
が
足あ
し

に
駿し
ゆ
ん
を
得う

る
。
妹い
も

背せ

の
道み
ち

、
男な
ん
に
よ女
の
間あ
い
だ
は
、
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六

人じ
ん
り
ん倫
の
大た
い
か
う綱
、
子し

孫そ
ん

萬ば
ん
だ
い代
の
目め

で出
た
き
道み
ち

に
し
て
、「
あ
な
う
れ
し
む
ま
じ
。
お
と

こ
、
を
と
め
に
あ
へ
る
」
と
宣の

た
まひ
し
よ
り
の
な
ら
は
し
な
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
男
お
と
こ

は
女を
ん
なを
こ
ひ
、
女
は
男
を
お
も
ひ
初そ

む
る
こ
と
と
は
成な

り
ぬ
る
な
り
。
誠ま
こ
とに
、
あ

や
し
く
も
、
習な

ら

は
ぬ
も
の
の
、
い
つ
と
な
く
心こ
こ
ろぞ
恋こ

ひ
を
し
ら
せ
初そ

む
る
も
、
心
こ
こ
ろ

は
道み
ち

に
し
て
、
道
は
心
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
仏ほ
と
け
に
も
、
こ
こ
ろ
成な
る

海み

の
汐し
ほ

干ひ

潟が
た

、

身み

は
い
づ
く
に
も
興お
き

津つ

白し
ら
な
み浪
、
立た

ち
か
へ
り
て
見
れ
ば
、
此こ

の
道み
ち

も
同を
な

じ
こ
と
な

ら
ん
。
仏ほ

と
け
を
思お
も

ひ
初そ

め
、
こ
ひ
そ
め
て
よ
り
、
綱つ
な

手で

縄な
は

一ひ
と
す
じ筋
に
こ
が
れ
求も
と

め
て
、

一ひ
と

つ
う
て
な
に
至
ら
ん
こ
と
疑う
た
がひ
有あ

る
べ
か
ら
ず
。
仇あ
だ

し
心こ
こ
ろの
数か
ず
か
ず々

よ
り
、
観
く
わ
ん
お
ん音

も
尊た

う
と
く
、
勢せ
い

至し

も
有あ

り
が
た
く
成な

り
て
、
い
つ
か
お
の
が
こ
こ
ろ

わ
己こ

心し
ん

の
弥み

だ陀
に
相せ
う
け
ん見
せ

あ
い

ん

み

。

神か
み

も
仏ほ
と
けも
お
も
ふ
人
も
、
只た
だ

一ひ
と

す
じ
の
誠ま
こ
とよ
り
恋こ

ひ
な
ば
、
何な
に

か
は
大お
お
ぬ
さ幣
の
よ
る

せ
な
か
ら
ん
や
。「
い
ろ
い
ろ
に
か
さ
ね
て
は
着
じ
人
し
れ
ず
お
も
ひ
そ
め
に
し

夜よ

は半
の
狭さ
ご
ろ
も衣
」
と
詠ゑ
い

じ
、浄ぜ
う

土ど

に
も
「
剛が
う

の
者
」
と
や
思
ふ
ら
ん
。
西
に
む
か
ひ
て
、

う
し
ろ
見
せ
ね
ど
、
読よ

め
る
を
お
も
へ
ば
、
む
か
し
は
何
ご
と
も
仇あ
だ

な
ら
ず
思
ひ

た
る
、と
見
え
た
り
。
か
か
る
ま
め
や
か
な
る
心
な
ら
ま
し
か
ば
、恋
ひ
も
仏ぶ

つ
く
わ果
も
、

末
の
松
山
浪な

み

こ
ゆ
る
気
づ
か
ひ
は
あ
る
ま
じ
。

　
　
　
二
　
女
の
掟お

き
ては
片か
た

手て

打う

ち
の
御お

捌さ
ば

き

　
天あ

め

の
浮う

き
橋は
し

の
う
へ
に
て
、
女め

神
、
男お

神
の
い
か
な
る
御ご

相そ
う
だ
ん談
極き
は

ま
り
し
や
。

男
に
は
、「
天て

ん

子し

に
後こ
う
き
う宮
の
佳か

麗れ
い

三

う
つ
く
し
び
と

千
人
」
な
ん
ど
い
ひ
、「
諸し
よ
こ
う侯
に
七
人
の
女
あ
り
」

と
も
四し

角か
く

な
文
字
に
書
き
と
ど
め
、
賤し
づ

の
夫を

ま
で
も
子こ

傅も

り
、
飯め
し

炊た

き
を
孕は
ら

ま
せ

て
も
瑾き

ず

に
も
な
ら
ず
、「
女に
や
う
ぼ房
の
死し

ぬ
は
半は
ん
き
ち吉
な
り
」
と
て
、
ま
た
敷し

き
銀が
ね

を
よ
び
、

「
此こ

方ち

の
嚊か
か

も
最も

早は
や

よ
い
死し

に
時じ

分ぶ
ん

」
な
ん
ど
い
わ
る
る
に
、
女
方が
た

に
は
、
そ
れ
に

は
引
き
か
へ
て
、
貞て

い
じ
よ女
、
両り
や
う
ふ夫
に
ま
み
ゆ
る
こ
と
な
き
大た
い
ほ
う法
あ
り
て
、
聊い
さ
さか
も
外

心
あ
る
を
ば
天て

ん

下か

の
罪つ
み
ん
ど人
と
せ
る
。
是
程
片か
た

手て

打う

ち
な
る
大だ
い
ど
う道
は
あ
る
ま
じ
。
去さ

れ
ど
も
、
倭わ

漢か
ん

古こ

今こ
ん

の
掟を
き
てに
し
て
、
か
う
な
く
て
は
天
下
の
理お
さ

ま
ら
ぬ
訳わ
け

も
あ
る
、

と
見
え
た
れ
ば
、
か
う
し
た
こ
と
と
、
あ
き
ら
め
て
ね
る
よ
り
外
は
あ
る
ま
じ
。

夫そ
れ

の
み
な
ら
ず
、男
は
、初
子
の
け
ふ
に
「
小
松
引ひ

か
ん
」
と
野の

べ辺
に
出い

で
て
よ
り
、

華は
な

に
月つ
き

に
、
は
せ
歩あ

行り

き
て
、
上か
み

一い
ち
に
ん人
よ
り
は
じ
め
奉
り
、
身み

分ぶ
ん

相そ
う
お
ふ応
に
の
ん
気

も
な
り
ほ
う
こ
う

、
仕し
く
わ
ん官
に
い
と
ま
な
き
身
な
ん
ど
は
、「
左さ

や
う
の
な
ぐ
さ
み
も
あ
ら
じ
」

と
思
へ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
才さ

い

の
廉か
ど

目め

も
見
え
、
き
ざ
み
き
ざ
み
に
経へ

昇の
ぼ

り
、
駟し

め馬
の

車く
る
まに
乗の

り
、
青せ
い
う
ん雲
の
志
こ
こ
ろ
ざ

し
を
高た
か

ふ
す
る
こ
と
な

れ
ば
、
花く

は
げ
つ月
の
遊あ
そ

び
よ

り
百ひ

や
く
ば
い倍
の
楽た
の

し
み
も
あ

る
な
り
。
女
は
、
上か

み

が

上か
み

よ
り
下し
も

が
下
ま
で
、

た
の
し
み
と
い
ふ
数か

ず

な

き
を
、
い
か
に
せ
ん
。

白し
ろ

銀が
ね

の
花く
は
で
ん鈿
、

か
ん
ざ
し

鼈べ
つ
か
う甲
の

櫛く
し
か
う
が
い
笄
に
首
か
う
べ

を
か
ざ
り
あ
や
う
す
も
の

、

綾り
や
う
ら羅
錦き
ん
し
う繍
に

に
し
き
ぬ
ひ
も
の

裾き
よ
し
う袖
を
輝
か
が
や

か
す
も
、
一　ち
　ん人
の
我わ
れ

を

悦よ
ろ
こぶ
も
の
の
為た
め

な
ら
ん
。

若も

し
、
そ
れ
な
ら
で
、

外ほ
か

の
人
目
を
悦
ば
し
む

る
と
な
ら
ば
、
是こ

れ

、
不ふ

貞て
い

不ふ

ぎ義
の
淫ゐ
ん

婦ぷ

に
し
て
、

唾つ
ば
き
は吐
き
し
て
、
そ
し
る



― 154 ―

七

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
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田
将
樹
）

べ
し
。
我わ
れ

を
悦よ
ろ
こぶ
夫お
つ
との
た
め
に
容か
た
ちづ
く
り
し
、
君き
み

が
た
め
に
衣い
し
や
う裳
に
た
き
も
の
す

れ
ど
も
、
君き

み

、
蘭ら
ん
じ
や麝
を
聞き

い
て
馨
き
や
う
か
う香
と

こ
う
ば
し

せ
ず
、
仇あ
だ

な
る
外
の
契ち
ぎ

り
の
み
、
あ
や
に

く
に
忘わ

す

れ
が
た
く
思
ひ
、
さ
し
む
か
ふ
つ
き
づ
き
し
さ
の
、
目
に
つ
か
ぬ
本ほ
ん
せ
う性
な

る
を
い
か
に
せ
ん
。
星ほ

し

も
あ
ふ
夜よ

を
、
独ひ
と

り
閨ね
や

の
う
ち
に
留る

す守
を
し
、「
あ
だ
な
り
」

と
名な

に
た
つ
桜さ
く
ら
も
、
七
日
が
七
日
な
が
ら
、
先
か
ら
さ
き
へ
あ
そ
び
あ
り
き
、

明あ

す日
は
雪ゆ
き

と
ふ
り
敷し

く
庭に
わ

も
、
誰た
れ

に
問と

ひ
て
か
払は
ら

は
せ
ん
。
た
ま
た
ま
家い
へ

に
帰か
へ

り
、

同お
な

じ
衾ふ
す
まの
夜よ

話が
た

り
に
は
、「
何な
に

ほ
ど
の
こ
が
ね
な
く
て
は
丈お
と
こ夫
が
立た

た
じ
。
急
ぎ
工く

面め
ん

せ
よ
」
な
ん
ど
云い

い
付つ

け
ら
れ
て
、「
こ
れ
を
拒こ
ば

ま
ん
も
、
日
ご
ろ
の
操
み
さ
ほ

、
口く
ち

お

し
」
と
、
か
か
る
折
り
だ
に
、
ま
め
や
か
な
る
を
し
ら
せ
ま
し
か
ば
、「
頼
も
し
き

家い
へ
ど
う
じ

童
子
と
思
は
れ
ん
」
と
、
家
よ
り
外
に
求も
と

め
め
ぐ
り
、
飛あ
す
か鳥
川が
は

、
ふ
ち
に
は
あ

ら
ぬ
帯お

び
、小こ

袖そ
で

、せ
に
か
は
り
行ゆ

く
も
哀
れ
な
り
。
夫お
つ
とも
、そ
の
志
し
に
め
で
て
、

「
今
迄
こ
そ
仇あ

だ

に
遊あ
そ

び
く
ら
し
け
れ
。
も
は
や
ふ
つ
ふ
つ
思
ひ
と
ま
れ
り
。
さ
ぞ
憎に
く

く
思
ひ
し
宵よ
ゐ
よ
ゐ々

も
あ
り
に
け
ん
。
あ
な
か
し
こ
、
過
ぎ
し
こ
と
は
打う

ち
捨す

て
給
へ

か
し
」
な
ん
ど
、
ま
め
ま
め
し
く
聞
こ
ゆ
る
ぞ
、
漸よ

ふ
よ
ふ
の
慰な
ぐ
さ
み
種ぐ
さ

な
り
ぬ
べ
し
。

斯か

く
て
、
二ふ
つ

日か

た
ち
、
三
日か

過す

ぎ
、
け
ふ
も
、
つ
く
づ
く
詠な
が

め
く
ら
せ
ば
、
い
と

つ
れ
づ
れ
に
て
、
か
た
が
た
に
心
ま
よ
は
す
日
ぐ
ら
し
の
声こ

ゑ

し
き
り
に
、
入い

り
相あ
い

の
か
ね
は
、
上う
へ

埜の

か
浅あ
さ
く
さ草
の
ひ
び
き
も
な
つ
か
し
く
思
ひ
や
れ
る
折
り
ふ
し
、
心

し
り
の
友と

も
び
と人
よ
り
、「
今こ

宵よ
ゐ

、
乱ら
ん

舞ぶ

催も
や
うし
侍は
べ

れ
ば
、
来
り
給
へ
」
の
一ひ
と
ふ
で筆
に
出い

で
初そ

め
て
よ
り
、「
け
ふ
は
某な
に
が
し甲
の
家い
へ

の
楊や
う
き
う弓
、
明あ

す日
は
誰く
れ
が
し甲
の
別べ
つ
さ
う荘
に

し
も
や
し
き

鞠ま
り

あ
り
」
な
ん

ど
、
い
つ
し
か
誓ち

か

ひ
の
網あ
み

は
や
ぶ
れ
て
、
せ
め
て
閨ね
や

洩も

る
月
だ
に
も
、
枕ま
く
らに
残の
こ

ら

ず
し
て
、ま
た
独ひ

と

り
寝ね

と
成
り
ぬ
る
ぞ
や
。
斯か

く
成な

り
行ゆ

け
ば
、き
の
ふ
に
け
ふ
は
、

う
し
ろ
み
の
数か

ず

も
入
り
て
、
飛あ
す
か鳥
川が
は

、
流な
が

れ
失う

せ
ぬ
る
帯お

び
、
小こ

袖そ
で

、
つ
ゐ
に
よ

る
瀬せ

は
、
あ
る
と
も
お
も
は
れ
ず
。
こ
れ
を
「
つ
ら
し
」
と
お
も
ひ
て
、
夫
お
つ
と

を
そ

し
り
、
家い

へ

の
守ま
も

り
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ば
、
大お
お

い
な
る
罪つ
み
ん
ど人
に
し
て
、
女
の
道み
ち

を
そ

む
く
、
と
云
ふ
な
れ
ば
、
か
へ
す
が
へ
す
も
、
片か

た

手て

打う

ち
な
る
御
さ
ば
き
に
し
て
、

苦く
る

し
き
も
の
は
女
な
る
べ
し
。

　
　
　
三
　
果は

か
な
き
身み

は
艶や
さ

敷し

き
ほ
ま
れ

　「
奥を

く
さ
ま様
に
は
、
や
す
や
す
と
御ご

平へ
い
ざ
ん産
遊あ
そ

ば
さ
れ
、
殊こ
と

に
御ご

男な
ん

子し

様
か
」
と
問と

は
れ

て
、
手て

持も

ち
ぶ
さ
た
に
、「
否い
や

、
女ぢ
よ

子し

で
ご
ざ
る
」
と
答こ
た

ゆ
れ
ば
、「
否い
や

、
そ
れ
も

御お

門か
ど

開び
ら

き
と
て
、
め
で
た
い
内
で
御ご

ざ座
る
」
と
、
い
か
ふ
こ
ま
つ
た
挨あ
い
さ
つ拶
も
、
久

し
い
時じ

ぎ

あ
宜
合
い
に
て
、
漸や
う
やう
玄げ
ん
そ
う宗
皇く
わ
う
て
い帝
時じ

代だ
い

に
、「
男
を
生う

む
こ
と
を
悦よ
ろ
こば
ず
し
て
、

女
を
う
む
こ
と
を
重お

も

ん
じ
た
」
と
云
ひ
し
も
、
白は
く
ら
く
て
ん

楽
天
が
わ
る
口く
ち

交ま

じ
り
の
筆ふ
で
さ
き先

な
ら
め
。
同
じ
人に

ん
げ
ん間
が
人に
ん
げ
ん間
を
生う

む
に
、
是こ
れ

ほ
ど
違ち
が

ふ
こ
と
は
あ
り
そ
も
な
い
も

の
の
、
き
つ
う
ち
が
ふ
も
の
に
は
極き

は

ま
れ
り
。
そ
ふ
も
て
は
や
さ
れ
し
男
子
の
、

や
や
も
す
れ
ば
、
鑼ど

ら

打う

ち
て
、
親お
や

の
首く
び

へ
縄な
わ

を
つ
け
る
も
多お
お

く
、
銀か
ね
ば
こ匣
明あ

け
ま
す

る
は
大た

い
が
い概
常つ
ね

に
し
て
、
邂た
ま
さ
か逅
手て

本ほ
ん

に
成な

る
息む
す

子こ

の
、
廿
五
の
暁
あ
か
つ
き

迄ま
で

生い

き
た
る
は
な

し
。
譬た

と

い
、
そ
の
瀬せ

、
こ
の
せ
を
漕こ

ぎ
ぬ
け
、
人
並な

み
の
男
と
な
る
に
せ
よ
、
そ

れ
迄
の
親お

や

の
心
遣
ひ
、
夜
が
更ふ

け
て
帰
ら
ね
ば
、「
南な

無む

三
」
と
お
も
ひ
、
叱し
か

り
た

ら
ば
、「
い
よ
い
よ
腹は

ら

を
た
て
て
内
へ
寄よ

り
付つ

く
ま
じ
き
か
」、「
馬む
ま

に
や
蹴け

ら
れ
し
」、

「
狐き

つ
ねに
や
化ば

か
さ
れ
し
」
と
、
こ
と
に
母は
は
お
や親
は
夜
の
目
も
ね
ら
れ
ず
。
是こ
れ

を
お
も
へ

ば
、「
御
男な

ん

　し子
御
出し
ゆ
つ
せ
う
生
も
、
能よ

い
御
苦く

労ら
う

が
出で

き来
た
」
と
も
い
ふ
べ
き
を
、　
一　ち
が
い概

に
「
こ
と
に
、
こ
と
に
」
と
め
で
き
こ
ゆ
る
は
、「
裸は

だ
か百
貫く
わ
ん」
と
や
ら
に
て
、
ま
づ

な
に
が
な
し
に
男
の
つ
よ
み
成
る
べ
し
。
彼か

の「
御お

門か
ど

開び
ら

き
」の
半は
ん

目め

度で

た
な
が
ら
、

「
家い

ゑ

の
嫡そ
う
り
や
う子」
と
崇あ
が

め
ら
れ
、
産う
ぶ

衣ぎ

の
員か
ず

も
男な
ん

子し

同ど
う
や
う様
に
取と

り
な
ら
べ
、
い
つ
き
か

し
づ
き
、
乙を

と

を
見
ぬ
う
ち
に
す
る
も
の
と
て
、
二に

歳さ
い

の
秋
の
比
、
髪か
み

置を

き
ま
で

仕し

ま廻
ふ
て
待
つ
間
、
程
な
く
、
こ
れ
も
「
御お

門か
ど

び
ら
き
」。
今こ
ん

度ど

は
、
も
は
や
七
夜

に
も
小あ

づ
き豆
飯め
し

ば
か
り
に
省は
ぶ

か
る
る
も
、
口く
ち

惜お

し
き
宿す
ぐ

世せ

な
り
け
り
。
さ
れ
ど
、
年
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　第
四
十
五
号

八

月
行
く
に
し
た
が
ひ
、
浪な
に

花は

津づ

の
す
さ
び
も
つ
た
な
か
ら
ず
、
富ふ

き貴
自じ

在ざ
い

も
器き

用よ
う

に
て
、生お

ひ
先さ
き

、深ふ
か

き
窓ま
ど

の
内う
ち

の
ひ
か
り
も
洩も

れ
き
こ
え
、こ
こ
ろ
を
ま
ど
は
す
人
々

も
あ
り
や
せ
ん
。
は
か
な
く
仕し

出
る
こ
と
も
心
あ
り
げ
に
、
貝か
い

張ば

り
、
楊や
う

枝じ

さ
し

に
心
を
入
れ
た
る
も
憎に

く

か
ら
ず
、
両ふ
た
お
や親
も
、
そ
の
こ
こ
ろ
ざ
し
の
な
だ
ら
か
成
る

を
悦よ

ろ
こび
、「
い
か
な
る
宿す
ぐ

世せ

に
、
い
か
な
る
人
に
見
せ
奉
ら
ん
」
な
ん
ど
、
胸む
ね

の
中う
ち

の
有あ

ら
増ま

し
に
思
ひ
や
る
さ
へ
頼た
の

も
し
く
、
あ
ら
き
風
は
扨さ
て

を
き
、「
こ
ま
か
な
露つ
ゆ

に
も
あ
て
じ
」
と
、
魚う
を

は
鱠き

す
残
魚
の
外
を
喰く

は

せ
ず
、「
三
五
、
二
八
の

春
の
花
」
と
詠な

が

め
し
に
、

い
つ
し
か
貌か

た
ち
お
も
や

面
痩
せ
た

る
も
、
梨り

花く
は

一い
つ

枝し

、
雨あ
め

を
帯お

び
た
る
心こ
こ

地ち

の
、

中な
か
な
か々

に
う
つ
く
し
な
が

ら
、「
さ
て
や
、
お
も
ふ

こ
と
あ
り
や
せ
ま
し
」

と
、
乳う

ば母
に
内な
い

証せ
う

い
ひ

て
、
口く

ち
う
ら占
ひ
か
せ
て
も
、

更さ
ら

に
気け

色し
き

も
し
れ
ず
し

て
、
人ひ

と

目め

の
関せ
き

な
ら
ぬ
、

咳せ
き

さ
へ
出い

づ
れ
ば
、「
す

は
や
、
医く

す

師し

」
と
、
め

し
て
よ
り
、
四
華く

は
く
わ
ん
も
ん

関
門

を
火ひ

元も
と

と
し
て
、
つ

い
や
き
ば

に
北ほ
く
ぼ
う邙
の
煙け
ぶ

り
と
消き

え
失う

せ
ぬ
。
父ち
ち

母は
は

は
、
我わ
れ

か
の
け
し
き
に
ま
ど
ひ
、「
道み
ち

し

ら
ぬ
と
て
、
帰か

へ

り
こ
よ
か
し
」
と
、
暫し
ば

し
は
待
ち
し
も
帰か
へ

ら
ね
ば
、「
お
な
じ
道
に

行
か
ん
」
と
嘆な

げ

き
し
も
叶か
な

は
で
、
漸や
う
やう
生い

き
残の
こ

り
て
、
世
を
「
仇あ
だ

な
る
も
の
」
と

は
悟さ

と

り
ぬ
か
し
。
近ち
か

く
召め

し
馴な

れ
た
る
宮み
や
づ
か仕
へ
人
は
、
更さ
ら

に
も
い
わ
ず
。
見
ぬ
恋

ひ
に
あ
こ
が
れ
、
声こ

ゑ

を
聞き

い
て
心
を
な
や
ま
せ
し
人
々
、
か
し
こ
爰こ
こ

に
、
人
し
れ

ぬ
哀あ

は

れ
を
催も
よ
ふす
も
多お
ほ

か
る
ら
し
。
か
か
る
人
の
う
へ
を
聞
い
て
、
努ゆ
め
ゆ
め々

「
い
ま
い

ま
し
」
と
お
も
ひ
給
ふ
こ
と
な
か
れ
。
散ち

る
か
ら
に
い
と
ど
桜さ
く
ら
は
め
で
た
け
れ
、

夫お
つ
と
も持
ち
な
が
ら
独ひ
と

り
寝ね

に
明
か
し
か
ね
、「
家い
ゑ

の
道ど
う

具ぐ

」
と
仇あ
だ

名な

さ
れ
ん
よ
り
、
い

か
ば
か
り
か
ま
さ
れ
。
苔こ

け

生お

ひ
ぬ
る
石せ
き

碑ひ

に
も
、「
雑な
に
が
し某
の
娘む
す
め」「
生せ
う
ね
ん年
十
七
」
な

ど
あ
り
て
、
こ
こ
ろ
ざ
し
や
さ
し
く
、
辞じ

世せ
い

の
歌
な
ん
ど
あ
ら
ん
は
、
心
と
ま
る

わ
ざ
に
し
て
、
い
き
て
あ
ら
ば
、
み
づ
わ
ぐ
み
ぬ
る
姆は

は

に
て
、
人
も
き
た
な
が
る

べ
き
を
、
今
も
、
花
の
姿す

が
た
を
見
る
心こ
こ

地ち

し
て
、
打
ち
過
ぎ
か
ぬ
る

く
ち
ぬ

は
、
不ふ

朽き
う

の

艶ゑ
ん
め
い名
な

や
さ
な

る
べ
し
。

　
　
　
四
　
艶や

さ

敷し

き
は
身
を
脩お
さ

む
る
道み
ち

　「
女
の
、
た
え
ま
じ
き
に
も
能よ

く
た
ゆ
る
は
、
色い
ろ

を
思
ふ
が
ゆ
へ
な
り
」
と
、

兼け
ん
こ
う好
が
筆ふ
で

の
跡あ
と

、
尤も
つ
とも
至し

極ご
く

な
り
。
三さ
ん
ぷ
く伏
の
暑あ
つ

き
日
、
肩か
た

に
は
一　つ
ぺ
ん片
の
襦じ
ゆ
ば
ん袢
も
置を

き
が
た
く
、
北き
た

向む

き
の
竹た
け
ゑ
ん椽
に
、
花
呉ご

ざ座
の
や
ぶ
れ
た
る
敷し

い
て
、
裸は
だ
かで
た
を
れ
、

西す
い
く
は瓜
を
丸
か
ぶ
り
に
し
て
、「
漸や
う
やう
命い
の
ちを
つ
な
ぐ
」
と
お
も
ふ
折お

り
ふ
し
、
金き
ん

糸し

し

た
た
か
に
付つ

け
る
桔き
き
や
う梗
色い
ろ

の
帷か
た
び
ら子
に
、
し
か
も
、
下し
た

に
白し
ろ

き
紅あ
か

き
襲か
さ

ね
着
て
、
黒く
ろ

繻じ
ゆ

子
の
大お
お
は
ば幅
は
、
見
る
目
も
あ
つ
き
に
、
奈な

ら良
団う
ち
わ扇
を
「
風
の
た
よ
り
」
と
添そ

ひ

臥ふ

し
た
る
、「
同
じ
人
の
身
で
、
ど
ふ
し
て
あ
の
や
う
に
し
て
は
く
ら
さ
れ
る
」
と

不い
ぶ
か審
し
け
れ
ど
、
是こ
れ

と
て
も
、
瘧お
こ

り
、
ふ
る
ひ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
暑あ
つ

か
ら
ぬ
こ
と

は
な
け
れ
ど
も
、
容か

た
ちを
お
も
ひ
、
色い
ろ

を
思
ふ
が
故ゆ
へ

に
、
た
え
が
た
き
に
も
能よ

く
堪た
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ゆ
る
な
り
。
譬た
と

は
ば
、

祭ま
つ

り
に
出い

づ
る
子
供
の
、

飴あ
め

ん
棒ぼ
う

を
見
て
喰く

い
た

が
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

心
の
底そ

こ

の
底
迄ま
で

も
、
こ

の
色い

ろ

を
思
ふ
心
を
入し

み

通と
を

さ
ば
、「
貞て
い
じ
よ女
」
と
も

呼
び
、「
賢け

ん

女
」
と
も
い

ふ
べ
し
。

み
と
を
し

「
三さ
ん

世ぜ

了り
や
う
だ
つ達の

仏
も
、
内な
い
し
ん心
夜や

叉し
や

の
如

し
」
と
説と

き
給
へ
ば
、

彼か

の
黒く
ろ

繻じ
ゆ

子ず

に
袷
あ
は
せ
か
た
び
ら

帷
子

の
似に

菩ぼ

薩さ
つ

も
、
心
の
う

ち
は
、
夜や

叉し
や

の
大
肌は
だ

脱ぬ

ぎ
な
る
ま
じ
き
も
の
に

て
も
な
し
。
人
々
、
心

よ
り
心
に
問と

ひ
て
、

筆ひ
つ
し
や者
を
憎に
く

み
給
ふ
こ
と

な
か
れ
。
さ
れ
ば
と
よ
、「
唐も

ろ
こ
し土
の
褒ほ
う

姒じ

は
狐き
つ
ねの
ふ
る
き
な
り
」
と
い
ひ
、「
真ま

な那

古ご

の
清き
よ
ひ
め姫
は
大
蛇じ
や

と
成な

り
し
」
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
見
ぬ
代
の
こ
と
な

れ
ば
、
兎と

も
角か
く

も
、
今
、
目
の
前
の
嶋し
ま

田だ

、
長な
が
わ
げ髷
の
大
振ふ

り
袖そ
で

の
、
ど
ふ
も
狐き
つ
ね共
、

蛇じ
や

と
も
思
は
れ
ざ
る
は
、
色い
ろ

を
も
て
お
も
て
を
飾か
ざ

る
ゆ
へ
な
る
べ
し
。
十つ

づ九
や
は

た
ち
む
す
め

の
淑し
ゆ
く
じ
よ女
は
、
い
ふ
に
や
お
よ
ぶ
。
三み

そ

じ
十
年
過す

ぐ
る
迄
は
、
誰た
れ

し
も
貌か
ほ

に
白お
し
ろ
い粉

を
た
や
さ
ず
、
衣い

し
や
う裳
に
薫た

き
物も
の

し
て
く
ら
す
内
は
、
思
ふ
こ
と
も
、
ゑ
ん
り
よ
が

ち
に
て
、「
兎と

い
は
ば
、
人
や
譏そ
し

ら
ん
」、「
角か
く

い
は
ば
、
人
や
提さ

げ
墨す

み
ん
」
と
、

さ
し
扣ひ

か

ゆ
れ
ば
、
心
の
底そ
こ

は
自
お
の
づ
から
白お
し
ろ
い粉
に
隠か
く

れ
て
、
身
の
取と

り
置を

き
も
な
だ
ら
か

な
り
。
四よ

そ

じ
十
年
過す

ぐ
る
の
わ
る
功ご
う

よ
り
、「
恥は

づ
か
し
」
と
思
ふ
心
薄う
す

く
成な

り
、
手

ま
へ
勝が

つ

手て

の
分ふ
ん
べ
つ別
に
て
、
三
つ
に
従し
た
がふ
道み
ち

は
暁
あ
か
つ
きの
夢ゆ
め

に
も
思
は
ず
、「
息む
す

子こ

よ
り
の

宛あ

て
行が

い
が
不ふ

足そ
く

じ
や
」
と
て
、
大お
お

屋や

へ
鳴な

り
込こ

み
、
隣と
な
り
の
嫁よ
め

は
さ
も
な
き
に
、

こ
な
た
の
嫁よ

め

の
み
心
に
叶か
な

は
ぬ
こ
と
出い

で
来き

て
、
艶や
さ

敷し

き
詞こ
と
ば
は
し
た
る
く
思
ひ
、

花
や
か
な
る
貌か

た
ちは
は
す
は
に
見
え
て
、
鍼は
り

を
棒ぼ
う

に
云い

ひ
な
し
つ
つ
、
気き

も
折
り
折

り
は
村む

ら

雀す
ず
め、
鳴な

る
子こ

を
ば
己を
の

が
羽は

風か
ぜ

に
騒さ
は

が
せ
て
、「
を
の
れ
」
と
騒さ
は

ぐ
も
浅あ
さ
ま
し猿
か

ら
ず
や
。
邪じ

や
ゐ
ん淫
瞋し
ん

恚い

の
ほ
の
を
よ
り
、
息む
す

子こ

の
夫ふ
う

婦ふ

中な
か

の
よ
い
さ
へ
腹は
ら

が
立た

ち
、

孫ま
ご

を
憎に
く

み
、嫁よ
め

を
鞭む
ち

う
つ
笞し
も
との

つ
ゑ

有あ

り
様さ
ま

、焔ゑ
ん

羅ら

王わ
う

の
手て

下し
た

に
立た

つ
「
三さ
ん

途づ

川が
は

の
仁じ
ん

か
」

と
あ
や
し
ま
る
。
憎に

く

ま
れ
も
の
の
ゑ
せ
ぶ
と
り
、
首か
う
べに
九つ

く

も
十
九
の
髪か
み

を
戴い
た
だく
ま
で
、

風
引
い
た
こ
と
も
な
さ
そ
う
な
る
は
、
め
で
た
き
数か

ず

の
あ
や
か
り
物も
の

に
は
、
せ
め

て
か
ず
ま
へ
入
る
べ
き
や
。
真ま

な

ご
那
古
が
息む
す

女め

の
蛇じ
や

に
成
り
し
は
、
け
な
ば
け
ぬ
べ

き
恋
ひ
の
炎ほ

の
ほな
れ
ば
、
千せ
ん
じ
ゆ手
の
陀だ

ら

に
羅
尼
に
成ぜ
う
ぶ
つ仏
も
し
け
ん
。
こ
の
さ
う
づ
川
の
あ

る
じ
も
、
若わ

か

か
り
し
程
は
、
ゑ
ひ
よ
ゑ
ひ
よ
と
、
な
ま
め
き
た
る
ら
し
を
、「
艶ゑ
ん

色し
よ
くを
嗜た
し
なむ
は
徒
い
た
づ
ら
ご
こ
ろ
心
」
と
の
み
思
ひ
て
、
女
の
身
を
脩お
さ

む
る
の
道
な
る
こ
と
を
し
ら

ざ
る
心
得
ち
が
ひ
よ
り
、
か
か
る
摜ね

ぢ

鉄が
ね

の
表ひ
や
う
と
く徳
は
蒙か
う
む
り
し
な
り
。
是
を
思
へ
ば
、

女
は
額ひ

た
いに
波な
み

を
畳た
た

む
迄
も
、
十
七
、
八
の
恥は

づ
か
し
き
心
を
持も

ち
な
ば
、
嫁よ
め

憎に
く

む

こ
と
も
あ
る
ま
じ
く
、
末ま

つ
だ
い代
ま
で
も
、「
仏ほ
と
けの
や
う
な
御ご

隠ゐ
ん
き
よ居
様
」
と
令れ
い
め
い名
を

よ
き
な

残
さ

ん
こ
と
疑う

た
がひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
彼か

の
「
上じ
よ
う
き
う九、
亢こ
う
り
や
う龍の
地
に
至
り
な
ば
、
ま
す
ま

す
初し

よ
き
う九
、
潜せ
ん
り
や
う龍の
心
を
忘
る
な
」
と
戒い
ま
しめ
給
ひ
し
聖ひ
じ
りの
辞こ
と
ばも
、
こ
こ
ら
あ
た
り
の

こ
と
な
る
べ
し
。
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一
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五
　
苦く

労ろ
う

の
た
え
ぬ
が
女お
ん
なの
役や
く

　
越
ゑ
ち
ぜ
ん
の
か
み

前
守
為た
め
と
き時
が
娘む
す
め
は
、
藤と
う

式し
き

部ぶ

と
い
ひ
し
が
、『
源げ
ん
じ
も
の
が
た
り

氏
物
語
』
作つ
く

り
け
る
に
、

「
紫

む
ら
さ
きの
上
の
御
こ
と
を
、
殊こ
と

に
い
み
じ
く
書か

き
出
し
た
れ
ば
」
と
て
、「
紫む
ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部
」

と
称よ

ば
れ
け
る
と
か
や
。
誠ま
こ
とに
、
か
の
物
語
り
を
見
れ
ば
、
と
り
ど
り
の
女
郎
達た
ち

の
御
中
に
、
紫
の
上
は
、
殊こ
と

に
す
ぐ
れ
て
、
御
さ
ま
か
た
ち
よ
り
は
じ
め
、
御
心

の
う
ち
ま
で
、
う
つ
く

し
く
、
愛め

で
度た

く
お
は

し
ま
し
け
る
こ
と
、
今

更
拙

つ
た
な
き
筆
に
言い

ふ
べ
き

に
非あ

ら

ず
。
お
う
ば
君ぎ
み

に

養や
し
なは
れ
、
北き
た
や
ま山
に
お
は

し
け
る
を
、
十と

う歳
斗ば
か

り

の
比こ

ろ

、
光ひ
か
る
ぎ
み君
の
瘧は
ら
は
や病
み

呪ま
じ
なひ
に
、
か
の
山
へ
、

も
の
し
給
ひ
し
時
、
見

付
け
奉
り
て
、
つ
ゐ
に

御
屋や

形か
た

に
移う
つ

し
奉
り
、

「
お
ほ
け
な
き
御
恋
ひ
人

の
所ゆ

か
り縁
の
君
」
と
、
あ

は
れ
が
り
給
ひ
て
、
此こ

の
君き
み

の
御
膝ひ
ざ

枕ま
く
らに
ね
給

ひ
し
夜よ

は
、
外
へ
も
出

で
ず
成な

り
給
ひ
、
い
つ

し
か
新に
い

枕ま
く
らの
打
ち
と
け
た
り
し
御
契ち
ぎ

り
よ
り
、
い
と
ど
浅
か
ら
ぬ
御
中
な
り
し
に
、

光
君
か
し
こ
ま
り
に
あ
た
り
て
、
須す

ま磨
、
明あ
か

石し

の
浦う
ら

づ
た
へ
し
給
ひ
し
比こ
ろ

は
、
俄に
は
か

に
物も
の

を
思
ひ
た
る
も
、い
と
い
と
お
し
か
り
し
が
、三み

年と
せ

過す

ぎ
ぬ
る
秋
の
こ
ろ
、君
、

再ふ
た
たび
都み
や
こに
帰
り
お
は
し
ま
し
、員か
ず

の
外ほ
か

の
権ご
ん
だ
い大
納な

言ご
ん

に
昇の
ぼ

り
給
ひ
つ
つ
、そ
れ
よ
り
、

日
に
そ
え
、
年と

し

に
ま
し
、
御ご

威ゐ
く
は
う光
盛さ
か

ん
に
し
て
、
御
心
の
長の

ど閑
か
な
る
よ
り
、

四し

き季
の
内う
ち

に
は
、
春は
る

を
も
て
妙め

で
度た

き
物も
の

に
思
し
こ
み
ま
し
ま
し
て
、
中ち
う
ぐ
う宮
の
秋あ
き

待ま

つ
む
し
を
思
ひ
け
ち
奉
り
給た
ま

ひ
し
な
ん
ど
、
い
へ
ば
え
に
め
で
度
き
御
身
の
う

へ
成
る
べ
き
を
、
朱す

雀ざ
く

院ゐ
ん

よ
り
光
君
へ
女
三
宮
を
あ
づ
け
お
は
し
ま
し
て
、
移う
つ

り

給
へ
ば
、
御
心
は
、
か
は
ら
ぬ
御
中な

か

な
が
ら
、「
身み

に
近ち
か

く
秋
や
き
ぬ
ら
ん
」
と
、

恨う
ら

み
か
こ
ち
給
ひ
つ
つ
、
か
た
は
ら
淋さ
び

し
く
夜よ

が
れ
の
み
に
、
も
の
し
お
わ
し
ま

し
け
り
。
果さ

て
こ
そ然
、
男お
と
こ
ぎ
み君も
、
こ
の
御
恨う
ら

み
に
ひ
か
れ
て
、
女お
ん
な
み
や宮の
御
方
へ
も
疎う
と

く

成
ら
せ
給
ひ
け
る
よ
り
、
柏か

し
は
ぎ木
の
右ゑ衛
門も
ん

な
ん
ど
が
、
あ
や
し
く
近ち
か

付づ

き
奉
た
て
ま
つる
こ

と
も
出い

で
来き

て
、
か
た
が
た
に
御
思
ひ
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
ぞ
成な

り
行ゆ

き
給
ひ
け

る
。
是こ

れ

等ら

は
藤と
う

式し
き

部ぶ

が
ひ
と
に
ぎ
り

一　ち
あ
く握
の
管
く
わ
ん
ぜ
う城
よ

ふ

で

り
作つ
く

り
出い

だ
せ
る
物も
の
が
た語
り
な
れ
ば
、
花は
な

は

盛さ
か

り
に
、
月
は
真ま

ん
丸ま
る

に
、
桧
ひ
の
き

柱ば
し
らに
、
魚う
を

は
鯛た
い

、
飴あ
め

で
餅も
ち

喰く

ふ
や
う
に
も
あ
る
べ

き
に
、世
の
あ
り
さ
ま
を
、あ
り
あ
り
と
書か

き
出い
だ

し
つ
る
妙め
う
さ
く作
を
、深ふ
か

く
味あ
ぢ

は
つ
て
、

身み

を
観く
わ
んず
べ
き
な
り
。
彼か

の
式し
き

部ぶ

と
申
す
は
、
石い
し
や
ま山
の
観く
わ
ん
ぜ
を
ん

世
音
の
、
仮か
り

に
衆し
ゆ
ぜ
う生
と

現げ
ん

じ
、
讃さ
ん
ぶ
つ
ぜ
う

仏
乗
の
因ゐ
ん
ゑ
ん縁
を
書か

き
あ
ら
は
し
給
ひ
た
る
も
の
な
れ
ば
、｢

あ
り
が
た
き

御み

法の
り｣

と
も
思
ふ
べ
し
。『
源ぐ
ゑ
ん
じ
も
の
が
た
り

氏
物
語
』
に
上う
へ

な
き
紫
む
ら
さ
きの
君き
み

さ
へ
、
か
か
る
御
思

ひ
あ
り
て
、
憂う

き
事こ
と

は
、
御
心
の
底そ
こ

に
絶た

え
ざ
り
し
ぞ
か
し
。
夫そ
れ

よ
り
次つ

ぎ
の
明あ
か

石し

の
上う
へ

は
、
一ひ
と
り
む
す
め

人
娘
を
生い

き
別わ
か

れ
し
、
薄う
す
ぐ
も雲
の
女に
よ
ゐ
ん院
は
、
道
な
ら
ぬ
恋
ひ
路
に
胸む
ね

を
焦こ

が
し
給
ひ
、
花は
な

ち
る
里さ
と

の
、
た
え
ま
が
ち
に
、
蓬よ
も
ぎ
ふ生
の
君
の
、
貧ひ
ん

苦く

に
責せ

め

ら
れ
た
る
。
中な

か

川が
は

の
宿や
ど

に
は
、
箒は
は
き
ぎ木
の
、
汗あ
せ

も
し
と
ど
に
た
え
か
ね
、
響
ひ
び
き
の
な
だ
洋
に
は
、

玉た
ま

葛か
づ
らの
、
つ
か
え
を
起お

こ
し
給
ひ
し
。
兎と

に
も
角か
く

に
も
、「
女
は
苦く

労ら
う

の
た
え
ぬ
も
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の
」
と
さ
へ
思
へ
ば
、
大
き
な
る
ち
が
ひ
は
あ
る
ま
じ
。

松
間
悲
言
巻
之
一
終

童
女
教
訓

閒
悲
言
巻
之
二

　
　
　
六
　
七な

な

府ふ

寂さ
び

し
き
御お
も
の
い
み斎の
閨ね
や

　
も
ろ
こ
し
に
は
「
徳と
く

を
以も
つ

て
徳と
く

に
譲ゆ
づ

る
」
と
。
古い
に
しへ
の
堯ぎ
や
う
わ
う王は
、
御み

こ子
の
丹た
ん
し
ゆ朱

を
さ
し
置を

き
て
、
民み
ん
か
ん間
よ
り
御お

取と

り
立た

て
の
、
舜し
ゆ
んに
天あ
め

が
下し
た

を
ゆ
づ
り
に
お
は
し

ま
し
、
舜し

ゆ
ん
わ
う王も
、
他た

人に
ん

の
禹う

に
譲ゆ
づ

り
給
ひ
し
よ
り
、
末す
ゑ
ず
ゑ々

、「
徳と
く

に
ゆ
づ
る
」
を
待ま

ち
兼か

ね
て
、奪う
ば

ひ
争あ
ら
さふ
こ
と
と
成な

り
ぬ
る
社こ
そ

う
た
て
け
れ
。葦あ
し
は
ら原
や
我わ

が
日ひ

の
本も
と

は
、

さ
は
あ
ら
で
、
千ち

磐は

破や
ぶ

る
神か
み

代よ

よ
り
今
に
至い
た

り
、
今
よ
り
千せ
ん
ざ
い歳
に
逮お
よ

ぶ
と
も
、

皇く
わ
う
と
う
れ
ん
め
ん

統
連
綿
し
て
、竹た
け

の
薗そ
の

生ふ

の
末す
ゑ

葉ば

ま
で
、人に
ん
げ
ん間
の
胤た
ね

な
ら
ぬ
ぞ
、や
ん
ご
と
な
き
。

さ
れ
ば
、
血け

ち
み
や
く脈の
御お
ん
ゆ
づ禅
り
な
れ
ば
、
男お
と
こ
御み

こ子
の
御お
ん
と
し
ご
ろ

年
比
成な

る
な
け
れ
ば
、
女を
ん
な
御み

こ子

に
て
も
、
御お

ん

位く
ら
ゐに
即つ
か

せ
給
ふ
こ
と
な
る
と
ぞ
。
唐も
ろ
こ
し土
に
も
、
ま
ま
そ
の
例た
め

し
あ
り
、

と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
「
帝て

い

」
と
称し
や
う
ぜ
ず
。
是こ
れ

は
、
姫き

氏し

圀こ
く

の
、
名な

に
め
で
て

諸も
ろ
こ
し越
に
増ま

さ
り
た
る
、
女
の
大
き
な
る
誉ほ
ま

れ
と
ぞ
、
恐お
そ

れ
な
が
ら
思
ひ
奉
た
て
ま
つる
。
御

徳と
く

の
、
男お
と
こに
増ま

さ
り
給
ふ
に
て
は
あ
る
ま
じ
。
御
素す

生ぜ
う

の
、
最い
と

も
賢か
し
こけ
れ
ば
な
る

べ
し
。
さ
る
ま
ま

い
と
け
な
き
み
か
ど

に
、
幼や
う
て
い帝
に
ひ
と
し
く
政
ま
つ
り
ご
とを
摂か

ぬ
る
の
大
臣じ
ん

ま
し
ま
し
て
、
餘よ

程ほ
ど

お
手て

伝つ
だ

ひ
の
入
る
こ
と
と
見
え
た
り
。
十
善ぜ
ん

の
尊そ
ん

位ゐ

の
、
い
と
も
か
し
こ
さ
は
、

し
る
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
を
く
。
吾あ

嬬づ
ま

路ぢ

の
道み
ち

の
果は

て
な
る
常ひ
た
ち
の陸
国く
に

鹿か

島し
ま

の
神か
み

の
、
つ
か
は
し
め
給
ふ
、「
御
も
の
い
み
」
と
い
ふ
女
あ
り
。
是こ
れ

は
民み
ん
か
ん間
に

生む

ま
れ
な
が
ら
、
神
の
み
し
め
の
験し
る

し
あ
り
て
、
あ
り
ふ
れ
し
白し
ら

羽は

の
矢や

な
ん
ど

立た

ち

む
つ
き

て
、
襁き
や
う
ほ
う褓の
内う
ち

よ
り
、
父ち
ち

母は
は

も
、
つ
め
つ
め
を
も
せ
で
成
人
さ
せ
、
十
五
の

年と
し

に
奉
た
て
ま
つる
に
、
神か
み

の
御
恵め
ぐ

み
に
よ
り
て
、
年と
し

は
積つ

も
り
て
も
、
か
の
二
七
、
三
五

の
俤

お
も
か
げか
は
ら
ず
お
は
し
て
、「
今
は
」
と
下く
だ

り
給
ふ
時
、
俄に
は
かに
、
み
づ
わ
ぐ
み
白し
ら
ゆ
き雪

に
か
は
り
給
ふ
こ
と
な
り
、
と
か
や
。
古い

に
しへ
、
斎さ
い
ぐ
う宮
、
斎さ
い
ゐ
ん院
も
、
大
か
た
は
是
に

似に

た
る
こ
と
に
し
て
、
鹿か

嶋し
ま

の
太お
お
ん
か
み神も
、
一い
つ
ぽ
う方
の
御
歴れ
き
れ
き々

な
れ
ば
、
伊い

せ勢
、
加か

も茂

に
も
な
ら
ひ
て
、此こ

の
式し
き

有あ

る
に
て
や
有あ

り
ぬ
べ
し
。「
も
の
い
み
」
と
い
ふ
名な

も
、

「
斎さ

い

」
の
字じ

の
和わ

訓く
ん

成
る
べ
し
。
こ
の
御
斎
も
の
い
みな
ん
ど
社こ
そ

、
葎む
ぐ
ら生お

ふ
る
家い
ゑ

に
生お

ひ
出い

で

て
、
最い

と

も
賢か
し
こき
仕し

あ合
は
せ
に
て
、
か
か
る
こ
と
に
あ
ひ
奉
る
こ
と
、
こ
の
世
な
ら

ぬ
目め

で出
た
さ
な
り
。
か
く
は
い
へ
ど
も
、
親お
や

の
心
の
闇や
み

に
生い

き
別わ
か

れ
を
歎な
げ

き
、
稚
お
さ
な

心
に
両ふ
た
お
や親
を
離は
な

れ
て
、
行ゆ

く
先さ
き

い
か
斗ば
か

り
心
ぼ
そ
く
、
か
な
し
か
ら
ま
し
。
し
か

の
み
な
ら
ず
、
女
は
、
あ
や
に
く
に
物も

の

愛め

で
す
る
習な
ら

は
し
に
て
、
や
や
も
す
れ
ば
、

芝し
ば

居ゐ

役や
く
し
や者
の
も
ん
を
付
け
た
が
り
、流は
や
り行
染ぞ

め
の
と
や
か
く
や
と
、鄙ひ
な

の
果は

て
ま
で
、

木も

綿め
ん

手て

拭ぬ
ぐ

ひ
に
、
ぞ
ん
じ
ま
い
ら
せ
候
の
、
薦こ
も
そ
う僧
な
ど
の
風ふ
う
り
う流
を
事こ
と

と
す
る
に
、

御
も
の
い
み
は
、
か
け
ま
く
も
神
の
御
も
の
な
れ
ば
、
目め

に
諸
も
ろ
も
ろの
不ふ
じ
よ
う浄
を
見み

て
も
、

心
に
も
ろ
も
ろ
の
不ふ

じ
よ
う浄
を
見
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
新あ
た
ら
よ夜
の
月つ
き

と
花は
な

と
を
も
、
ひ
と

り
衾ぶ

す
まを
い
か
に
せ
ん
。「
夢ゆ
め

か
現う
つ
つか
ね
て
か
さ
め
て
か
」
と
宣の
た
まひ
し
は
、
伊い

せ勢
の
斎
い
つ
き

の
宮み
や

な
れ
ば
、
流さ
す
が石
に
妹い
も

背せ

の
道み
ち

は
、
神か
み

の
御
戒い
ま
しめ
な
ら
ね
ば
、
わ
す
ら
れ
ぬ
こ

と
な
れ
ば
、
十と

　ふ

の
菅す
が
こ
も薦
、
七
ふ
寂さ
び

し
く
壮さ
か

り
過す

ぎ
行ゆ

き
給た
ま

ふ
も
、
い
と
あ
わ
れ

な
り
。「
羽は

ね

を
な
ら
べ
ん
」
と
契ち
ぎ

り
て
、
可か

愛あ
い

が
つ
た
り
、
が
ら
れ
た
り
せ
ん
、
新あ
ら

世ぜ

帯た
い

の
睦む
つ

ま
じ
き
よ
り
、
こ
れ
を
見
れ
ば
、「
す
う
き
が
能
く
て
牢ら
う

へ
入
る
人
」
と

お
も
は
ま
し
。
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　第
四
十
五
号

一
二

　
　
　
七
　
面お

も
し
ろ白
く
な
き
は
貞て
い
じ
よ女
の
習な
ら

ひ

　
法ほ
う

師し

ほ
ど
羨
う
ら
や
まし
か
ら
ぬ
も
の
は
あ
ら
じ
。「
人
に
は
木
の
端は
し

の
や
う
に
お
も
は
る

る
」
と
、
清せ

い
ぢ
よ女
が
筆
の
跡あ
と

よ
り
も
、
女
ほ
ど
う
ら
や
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
は
あ
る
べ

か
ら
ず
。
仏ほ

と
けの
と
か
れ
し
「
五
障し
や
うの
雲
」
も
、
聖せ
い
じ
ん人
の
仰お
ふ

せ
ら
れ
し
「
三
従じ
う

の
道み
ち

」

も
、
云
ふ
に
や
及
ぶ
。
天
の
な
せ
う
つ
く
し
き
か
た
ち

る
麗れ
い
し
つ質
の
棄す

て
が
た
き
に
、
嬋せ
ん
け
ん娟
た
る
両り
よ
う
び
ん鬢も
、

粧そ
う
き
や
う鏡
よ

す
が
た
み

り
外
に
見
す
べ

き
も
の
な
く
、
楊や

う
り
う柳
の

細さ
い
よ
う腰
も

ほ
そ
ご
し

、
う
す
も
の

軽け
い

羅ら

情こ
こ
ろな
し
。

奈な
ん

ぞ
悦よ
ろ
こ
ば
ん
。
舟ふ
な

逍ゆ

遥さ
ん

の
金
扇あ
ふ
ぎ、
劇し
ば
ゐ場
見み

の
薫に
ほ

ひ
嚢ぶ
く
ろ
は
、
そ
も
誰た

が
た

め
の
粧よ

そ
ほ
ひ
ぞ
や
。
見
ず

も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人

に
思
ひ
つ
か
れ
ん
と
な

ら
ば
、「
我わ

が
妖や
う
し
よ
く色を
焼や

き
鼠ね
づ
み
に
す
る
」
と
云い

ふ

べ
し
。男
の
、華は

な

に
め
で
、

月
に
め
で
て
、
あ
こ
が

れ
ん
に
は
、
桧ひ

の
き
が
さ笠
の
古ふ
る

く
と
も
、
茶ち

や

の
羽は

を織
り

の
き
た
な
く
と
も
、
そ

の
ま
ま
に
て
も
あ
る
べ

き
を
、
見み

ん
花
よ
り
も
、

見
せ
た
き
花
の
姿す
が
た
自じ

慢ま
ん

は
、
仇あ
だ

心ご
こ
ろの
初
霜し
も

に
て
、
行
く
先さ
き

は
、
う
き
名
龍た
つ

田た

の
川か
は

の
面お
も

、
も
み
ぢ
を
閉と

づ
る
薄う
す

氷ご
ほ
りよ
り
、
堅か
た

き
氷
の
刃や
い
ばに
か
か
り
、
懼お
そ

ろ
し
き
に
も

い
た
る
な
ら
し
。
月
に
照て

り
あ
ふ
遠ゑ
ん
ざ
ん山
の
眉ま
ゆ

に
は
、
か
の
桂か
つ
ら男
も
通つ
う

を
う
し
な
ひ
、

此こ

こ所
に
来き

た
り
て
契ち
ぎ

り
を
求も
と

め
ば
、
爺て
て

な
し
子
産う

み
し
譏そ
し

り
、
ま
ぬ
か
れ
が
た
し
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
隙ひ

ま

も
る
風か
ぜ

の
薫か
ほ

り
に
心
を
よ
せ
、
か
ら
ね
こ
の
綱つ
な

手で

縄な
は

、
引ひ

き
捨す

て
が
た
き
お
も
ひ
の
み
ま
さ
り
て
、
手て

い入
れ
、
足あ
し

い
れ
、
い
つ
の
程ほ
ど

に
か
、

関せ
き

守も

り
の
ね
る
夜よ

を
待ま

ち
ぬ
る
も
多お
お

か
り
。
風ふ
う
り
う流
に
名な

高だ
か

け
れ
ば
、
い
と
ど
心
を

よ
す
る
人
少す

く

な
か
ら
ず
し
て
、
ぬ
れ
衣ぎ
ぬ

の
お
そ
れ
、
い
と
つ
つ
ま
し
。
さ
あ
れ
ば

と
て
、「
花
よ
り
団だ

ん
ご子
」
と
、
あ
は
れ
し
ら
で
、
壱
尺
五
寸
の
大
ふ
り
袖そ
で

に
、
か
る

た
む
す
び
の
う
し
ろ
つ
き
。
浮う

き

世よ

又
平
が
筆ふ
で

の
力ち
か
らも
、
見
る
目め

く
る
し
く
、
深し
ん
さ
う窓

の
う
ち
に
開か

い
り
う立
開
平
を
暗そ
ら

ん
じ
た
る
も
、
鴨か
も

の
足あ
し

を
つ
ぎ
た
る
心こ
こ

地ち

な
る
べ
し
。

た
ま
た
ま
こ
れ
ら
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
か
れ
、
走は

し

つ
て
「
妾せ
う

」
と
称し
よ
うぜ
ら
る
る
事こ
と

を

い
と
ひ
、納の

ふ
さ
い采
納
徴て
う

の
か
ら
め
い
た
る
を
和や
は
らげ
、昆こ
ん

布ぶ

、鯣す
る
めの
結ゆ
い
の
ふ納
に
大お
お
も
ん門
を
明あ

け
、

請せ
う

期き

親し
ん
げ
い迎
を
、
こ
こ
に
は
輿こ
し

む
か
ひ
の
礼れ
い

儀
を
整と
と
のへ
て
、
地
白し
ろ

、
地ち

黒く
ろ

の
極ご
く
さ
い
し
き

彩
色

に
敷し

き
銀が
ね

ま
で
し
て
、
全ま
つ
たく
三さ
ん
さ
ん々

九く

ど度
は
納お
さ

ま
り
け
り
。「
聟む
こ
ど
の殿
は
律り
ち

儀ぎ

な
御お

人ひ
と

、

律
儀
な
御
人
」
と
誉ほ

め
そ
や
し
た
る
、「
そ
れ
し
か
あ
ら
じ
」
と
、
誰た
れ

か
は
そ
ら
に

お
も
ひ
く
だ
さ
ん
。男お

と
こ風ぶ

り俗
は
、能の
う
い
ん因
が
白し
ら
か
わ川
の
関せ
き

越こ

へ
た
る
ば
か
り
の
色い
ろ

合あ

い
に
、

寿じ
ゆ
め
う命
長ち
や
う
き
う
久
の
鼻は
な

の
下し
た

、
柔に
う

和わ

忍に
ん
に
く辱
の
目
尻じ
り

下
り
は
、
君き
み

聞
か
ず
や
、「
律
儀
」
は
何な
ん

ぞ
の
異ゐ

名め
う

な
る
事こ
と

を
。
さ
れ
ど
、「
君く
ん
し子
に
は
、
つ
か
へ
易や
す

し
」
と
心こ
こ
ろを
落お

と
し
つ

け
、
こ
れ
を
「
宋そ

う
ち
や
う朝が
美び

」
と
、
め
で
て
し
た
ひ
聞き

こ
え
、
櫛く
し

笥げ

な
る
玉た
ま

の
小を

ぐ

し
も
、
此こ

の
人ひ
と

の
た
め
に
取と

り
つ
く
ろ
ひ
た
る
を
、
無む
じ
よ
う常
の
敵か
た
き、
隙ひ
ま

を
う
か
が
ひ
、

男お
と
こ
か
ぜ
風
の
こ
こ
ち
と
煩わ
づ
ら
ひ
て
、
今い
ま

は
の
比こ
ろ

に
至い
た

り
し
に
、
盛さ
か

り
の
新し
ん

婦ぷ

を

よ
め
ご

を
き
て
、

い
か
ば
か
り
心こ

こ
ろや
引ひ

か
れ
ざ
ら
ん
。
返か
へ

す
返
す
も
小さ

よ夜
衣ご
ろ
も、「
か
さ
ね
て
夫つ
ま

を
持も

ち

給た
ま

ふ
な
」
と
聞き

こ
ゆ
る
に
、
女
は
今い
ま
さ
ら更
、
其そ

の
御お
ん

詞こ
と
ばを
蒙か
う
ぶ
る
も
耻は

づ
か
し
。
唯た
だ

、
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上
）
　（篗
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将
樹
）

「
吾わ

が
君き
み

、
い
つ
ま
で
も
お
わ
し
ま
せ
」
と
歎な
げ

き
し
も
叶か
な

は
で
、
は
か
な
く
成な

り
ぬ

れ
ば
、
女
も
、
と
も
に
絶た

へ
入い

り
し
を
、
あ
た
り
の
人
、
漸や
う
やう
水み
づ

灑そ
そ

ぎ
、
薬
く
す
り

吹ふ

き

込こ

み
し
て
甦
よ
み
が
へら
せ
、
か
へ
ら
ぬ
こ
と
を
諫い
さ

め
て
、「
責せ

め
て
の
こ
と
に
」
と
、
自み
づ
から

長な
が

き
黒く
ろ

髪か
み

お
し
切き

り
て
、
そ
の
棺ひ
つ
ぎに
こ
め
、
墨す
み

の
衣
に
身み

を
か
へ
て
、
念ね
ん
ぶ
つ仏
三ざ
ん
ま
い昧

と
成な

り
給
ふ
。
是こ
れ

に
さ
へ
、
人
の
さ
が
な
き
口く
ち
ぐ
ち々

に
は
、「
若わ
か

後ご

け家
」
と
さ
へ
い
へ

ば
、
耳み

み

を
欹そ
ば
だて
、
か
し
こ
や
爰こ
こ

に
名な

を
呼よ

ぶ
も
、
仇あ
だ

な
る
世よ

の
習な
ら

ひ
な
が
ら
、
こ

の
人
は
談だ

ん

議ぎ

参ま
い

り
も
き

ら
ひ
に
て
、
医い

し師
た
の

む
べ
き
痞つ

か

へ
さ
へ
な
く
、

家い
へ

居ゐ

も
仏ほ
と
け
に
の
み
譲ゆ
づ

り

て
、
ま
め
や
か
に
お
は
せ

ば
、
誰た

れ

し
る
人
も
な
き

後
家
に
て
、
七
旬じ

ゆ
んの
後の
ち

、

目
出
た
く
往わ

う
ぜ
う生
の
素そ
く
わ
ひ懐

を
遂と

げ
ぬ
。
是
等
ぞ
、

誠ま
こ
とに
貞て
い
け
つ潔
の
規き

ぼ模
に

て
ほ
ん

し

て
、「
万
代
不ふ

朽き
う

の
美
女

絶ぜ
つ
じ
よ女
」
と
云
ふ
べ
し
。

女
て
ふ
女
に
、
是
を
羨

う
ら
や

ま
ざ
る
は
貞て
い

婦ふ

に
あ
ら

ず
、
悦よ

ろ
こ
ば
ざ
る
は
潔け
つ

婦ぷ

に
あ
ら
ず
。
縦た
と

ひ
顔
が
ん
し
よ
く色

は
美び

絶ぜ
つ

な
り
と
も
、
心
こ
こ
ろ

は
陵り
よ
う
ゑ
ん園
の
廃は
い
せ
う妾
、
お
た

ふ
く
の
山や

ま

の
神か
み

な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
風ふ
う
り
う流
を
称し
よ
うぜ
ら
れ
て
も
、「
婬い
ん

婦ぷ

」
と
い
わ

れ
ん
は
、
女
の
道み

ち

に
あ
ら
ず
。
ま
た
、
人
も
心こ
こ
ろ
を
か
く
ま
じ
く
、
罪つ
み

か

ろ

つ
よ
く
つ
よ
く
く
ち
お
も
き
な
り

げ
に
「
剛が
う

欹ぎ

木ぼ
く
と
つ訥
な
ら
ん
も
女
」
と
い
わ
れ
ん
に
、
い
か
ば
か
り
口く
ち

惜お

し
か
る

べ
し
。
能よ

く
そ
の
ほ
ど
を
噛か

み
わ
け
て
、
操み
さ
ほを
守ま
も

り
、
萬ば
ん
だ
い代
不ふ

朽き
う

の
貞て
い
じ
よ女
と
成な

り

す
ま
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
負ま

け
て
負
け
て
ま
け
ぬ
い
て
、
些す
こ
し子
も
我わ

が
お
も
白
き

こ
と
の
な
き
人
を
い
ふ
に
ぞ
あ
り
け
る
。

　
　
　
八
　
九き

う
ぎ
う牛
が
一い
ち
も
う毛
の
家い
ゑ

あ
る
じ

　「
菖あ

や
め蒲
葺ふ

く
日ひ

ば
か
り
女
子
の
家い
へ

に
成
る
」
と
云い

い
つ
た
え
侍は
べ

れ
ど
も
、
い
ま
だ

慥た
し

か
な
る
出し
ゆ
し
よ書
を
考か
ん
がへ
ず
。「
き
の
ふ
ま
で
よ
所そ

に
な
が
め
し
あ
や
め
ぐ
さ
け
ふ
我わ

が
宿や
ど

の
つ
ま
と
こ
そ
見
れ
」と
よ
み
し
は
、そ
の
訳わ
け

と
は
聞き

こ
え
ず
。
さ
れ
ど
、中
々

に
、
か
か
る
た
わ
ぶ
れ
ご
と
の
う
ち
に
も
、
ふ
る
き
た
め
し
は
残の

こ

り
侍は
べ

れ
ば
、

短た
ん
さ
い才
の
勘か
ん

破ぱ

は
い
ら
ぬ
も
の
な
り
。
一
と
せ
の
う
ち
に
皐さ

月つ
き

五
日
ば
か
り
あ
る
じ

と
成な

る
、
と
は
、
あ
ま
り
は
か
な
き
身
の
う
へ
な
り
。「
母も

や屋
の
つ
ま
戸ど

に
い
た
れ

ど
も
」
と
諷う

た

ふ
、「
も
や
」
は
「
母は
は

の
屋い
へ

」
と
書か

け
り
。
こ
れ
は
、
人
の
家い
へ

と
い
ふ

も
の
は
、
門か

ど

も
垣か
き

根ね

も
雪せ
つ
ち
ん隠
も
、
み
な
男
亭て
い
し
ゆ主
の
も
の
に
し
て
、
女
亭
主
の
物も
の

で

は
な
け
れ
ど
、
漸や

う
やう
奥お
く

の
一ひ
と

間ま

の
み
請う

け
取と

り
前ま
へ

な
れ
ば
、
此こ

こ所
を
さ
し
て
、「
は

は
の
家
」
と
名な

づ付
け
、「
も
や
」
と
は
云
ふ
な
る
よ
し
。
さ
れ
ば
、
男
に
対た
い

し
て
は
、

九き
う
ぎ
う牛
が
一い
ち
も
う毛
の
家
主ぬ
し

成な

る
べ
し
。
と
は
い
へ
、
今い
ま

の
世よ

に
は
、
後ご

け家
持も

ち
の
茶ち
や

店や

へ
は
行ゆ

き
人て

多お
お

く
、
内な
い

儀ぎ

一ひ
と

人り

の
も
て
は
や
し
に
賑に
ぎ

は
ふ
は
、
貴き

　せ
ん賤
と
親し
ん

疎そ

と
を

論ろ
ん

ぜ
ず
、
華は
な

あ
る
家い
え

に
よ
る
な
ら
は
し
と
や
い
わ
ん
。
是こ
れ

を
手て

本ほ
ん

に
し
て
、
夫お
つ
とを

尻し
り

に
敷し

き
、礼れ
い
が
く楽
刑け
い
ば
つ罰
、

な
に
か
の
お
さ
ば
き

お
内
義
よ
り
出い

づ
る
時と
き

は
、三さ
ん
ね
ん年
に
し
て
分ぶ
ん
さ
ん散
せ
ざ
る
は
、

ま
れ
な
り
。
君き
み

見み

ず
や
、
鎌か
ま
く
ら倉
の
尼あ
ま

将し
よ
う
ぐ
ん
軍
も
、
北ほ
う
ぜ
う条
に
よ
り
て
政ま
つ
り
ご
と事は
お
さ
め
給

ひ
し
こ
と
を
。
ま
し
て
や
、
今い

ま
ど
き時
十
人
並な

み
に
、
み
め
も
、
心
も
、
生む

ま
れ
つ
き
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四
十
五
号

一
四

た
る
人
達た
ち

の
、
夫お
つ
との
仰お
ふ

せ
を
待ま

た
ず
し
て
、
一い
ち

事じ

を
行
ふ
こ
と
な
か
れ
。「
幼
い
と
け
なく
て

は
父ち

ち

に
従し
た
がひ
、嫁よ
め
りし
て
は
夫お
つ
とに
従し
た
がひ
、後ご

け家
に
成
り
て
は
子こ

に
従し
た
がへ
」
と
の
御お
ん

掟を
き
ても
、

久ひ
さ

し
い
も
の
な
が
ら
、
浅あ
さ

黄ぎ

帷か
た
び
ら子
、
黒く
ろ

小こ

袖そ
で

、
い
つ
も
か
は
ら
ぬ
金き
ん
げ
ん言
な
り
け
り
。

「
牝ひ

ん
け
い鶏
晨あ
し
たす
る
時と
き

は
、
其そ

の
家
亡ほ
ろ

ぶ
」
と
あ
る
こ
と
も
、
女
の
さ
し
出で

を
戒い
ま
しめ
給た
ま

ふ

言こ
と

葉ば

な
る
を
、
適た
ま
た
ま々

雌め
ん
ど
り鳥
が
鳴な

い
た
れ
ば
迚と
て

、
大
き
に
腹は
ら

を
立た

て
、
か
あ
い
や
、

さ
ま
で
咎と

が

も
な
き
家に
は
と
り鶏
に
、
夜よ
る

、
夜よ

中な
か

、
水み
づ

あ
ぶ
せ
て
責せ

め
さ
い
な
む
は
、
何な
に
ご
と事

ぞ
や
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
夜よ

話ば
な

し
に
「
狐き
つ
ね」
と
い
ふ
こ
と
が
出で

れ
ば
、「
き
つ
ね
、

き
つ
ね
」
と
、
三
人
に
し
て
云い

ふ
が
よ
ひ
の
、
箒は
ふ
き
さ
き先
に
居い

れ
ば
舅し
う
と
に
憎に
く

ま
れ
、

赤こ
は
め
し飯
に
汁し
る

を
か
け
れ
ば
嫁よ
め

入い

り
に
雨あ
め

が
ふ
る
、
て
い
の
故こ

実じ
つ

多お
お

く
し
て
、
謹つ
つ
しむ
か

と
見
れ
ば
、
銭ぜ

に
か
ね金
む
だ
に
す
れ
ば
貧ひ
ん

に
成な

り
、
瞽こ

言ご
と

云い

ふ
の
は
、
奴し
も
じ
も僕
の
腹は
ら

立だ

ち

の
瑞ず

い
そ
う相
な
る
こ
と
を
し
ら
ざ
る
ぞ
、
愚お
ろ

か
な
り
け
る
。

　
　
　
九
　
君
が
た
め
に
命
は
捨
て
う
ち

　「
倉う
ぶ
の
は
に
ば
こ
あ
づ
ま
の
れ
ん
だ
い

武
埴
笈
吾
妻
恋
台
」
と
は
、
こ
の
御
社や
し
ろの
神じ
ん

秘ぴ

と
か
や
。
そ
の
昔む
か
しを
温た
づ

ぬ
る

に
、
人に

ん
わ
う皇
十
二
代だ
い

景け
い
こ
う
て
ん
わ
う

行
天
皇
の
皇み

こ子
日や
ま
と
た
け
の

本
武
尊み
こ
と、
勅ち
よ
くを
受う

け
て
、
東と
う

夷い

を
征せ
い

し
給

ひ
し
時と

き

、
相さ
が
み
の
く
に
む
め
ざ
わ

模
国
梅
沢
の
浦う
ら

よ
り
上か
づ
さ
の
く
に
は
し

総
国
走
水り
み
づと
い
ふ
浜は
ま

に
渡わ
た

ら
ん
と
し
給
ふ
に
、

暴ぼ
う
ふ
う風
起お

こ

は
や
て

り
て
、
御み

船ふ
ね

漂た
だ
よ蕩
ひ
、
人
々
、
反へ

ど吐
桶お
け

を
い
だ
い
て
、
命い
の
ち
を
待ま

つ
の

大た
い
な
ん難
な
り
し
。
往お
お
む
か
し古
は
物も
の

ご
と
自じ

由ゆ
う

に
し
て
、
軍い
く
さ
に
も
寵お
も

ひ
人
を
具ぐ

し
給た
ま

ひ
し
。

弟
お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

橘
姫
と
い
ふ
御
方か
た

、
船せ
ん
ち
う中
に
ま
し
ま
せ
し
が
宣の
た
まふ
や
う
、「
今い
ま

、
風か
ぜ

起お

こ
り
、
浪な
み

泌は
や

し
。
王き
み

の
御
舟ふ
ね

、
没し
づ

ま
ん
と
欲ほ
つ

す
。
是こ
れ

、
必か
な
らず
海か
い
じ
ん神
の
心
な
ら
ん
。
願ね
が

は
く
は
、

妾せ
う

が
身み

を
王き
み

の
御
命い
の
ちに
購あ
が
なは
ん
」
と
、
云い

ひ
も
果は

て
ず
、
海う
み

に
入い

り
給た
ま

ひ
ぬ
。
尊み
こ
と、

ふ
か
く
歎な

げ

き
給
へ
ど
も
、
せ
ん
す
べ
な
し
。
爰こ
こ

に
暴ぼ
う
ふ
う風
は
則す
な
はち
止や

ん
で
、
御
船ふ
ね

つ

つ
が
な
く
岸き

し

に
着つ

き
、
上か
づ
さ総
に
到い
た

ら
し
め
、
陸む

つ奥
に
経け
い
れ
き歴
し

へ
め
ぐ
り

、
甲か

い斐
、
上か
う
づ
け野
を
巡め
ぐ

り
、

武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
の
此こ

の
丘お
か

辺べ

に
て
「
妻つ
ま

恋こ

ひ
し
は
る
か
に
見
れ
ば
」
と
詠ゑ
ひ

じ
給
ひ
し
よ
り
、

東ひ
が
しの
国く
に

を
「
吾あ

嬬づ
ま

」
と

い
ふ
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
、

こ
の
所
を
「
妻つ

ま

恋ご

ひ
の

台だ
い

」
と
云い

い
て
、
そ
の

御ご

旧き
う
せ
き跡
に
宮み
や

ば
し
ら
、

ふ
と
し
き
建た

て
て
お
は

し
ま
す
。
橘

た
ち
ば
な
ひ
め
姫
は
、
浪な
み

に
た
だ
よ
ひ
、
潮う
し
ほ
に
う

た
れ
て
、
些は

づ

か
に
御
衣き
ぬ

の
流な
が

れ
寄よ

り
た
る
を
、

下し
も
ふ
さ
の
く
に
か
つ
し
か

総
国
葛
飾
の
里さ
と

に
取と

り
揚あ

げ
て
、「
吾あ

嬬づ
ま

権ご
ん

現げ
ん

」
と
崇あ
が

め
奉
る
。
こ

れ
は
是こ

れ

、
殿と
の

御ご

を
思お
ぼ

し

召め

す
誠ま
こ
と
の
御
心こ
こ
ろ
よ
り
、

一い
ち
め
い命
を
、
塵ぢ
ん
が
い芥
よ
り
も
、

い
や
し
め
給
ひ
ぬ
れ
ば
、

其そ

の
御
志
こ
こ
ろ
ざし
に
海か
い
じ
ん神
も

め
で
て
、
御
船ふ

ね
つ
つ
がな
か
り
し
物も
の

な
ら
し
。
一い
ち
に
ち日
の
情な
さ

け
に
だ
に
百も
も
と
せ年
の
命い
の
ちを
棄す

つ

る
習な

ら

ひ
な
れ
ば
、
二
世
の
契ち
ぎ

り
の
夫ふ
う

婦ふ

中
、
今
更
い
ふ
に
及
ば
ね
ど
、
人
の
美よ

き

を
談か

た

る
に
遠ゑ
ん
り
よ慮
も
な
け
れ
ば
、腹は
ら

の
ふ
く
れ
を
や
す
む
る
な
り
。中な
か

昔む
か
しの
事こ
と

か
と
よ
、

細ほ
そ
か
は川
家け

の
室し
つ

家か

は

お
く
が
た

、
明あ
け

智ち

日ひ
う
が
の
か
み

向
守
が
息む
す

女め

な
る
が
、
滅め
つ
ぼ
う亡
の
後の
ち

、
細ほ
そ
か
わ川
へ
嫁よ
め

り
せ

し
に
、
今い
ま

、
夫お
つ
との
留る

す守
に
あ
り
て
、
敵て
き

が
た
へ
囚と
ら

は
れ
て
は
、「
士し

君く
ん
し子
の
義ぎ

に
背そ
む

く
」
と
、
思お
も

ひ
つ
め
給
ひ
し
に
や
、
生せ
う
が
い害
の
あ
ら
ま
し
は
嘗か
つ

て
色い
ろ

に
も
出い
だ

さ
ず
、
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一
五

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

「
露つ
ゆ

を
な
ど
は
か
な
き
も
の
と
思
ひ
け
ん
」
と
云
ふ
古こ

か歌
を
団う
ち
わ扇
に
書か

き
て
、
侍こ
し
も
と女

に
得ゑ

さ
せ
給
ひ
し
が
、
翌あ

く
る
日
、
稚お
さ
なき
児ち
ご

二ふ
た

人り

を
刺さ

し
殺こ
ろ

し
、
同お
な

じ
刃や
い
ばに
貫つ
ら
ぬか

れ
て
失う

せ
給
ひ
ぬ
。
め
の
と
誰た
れ
か
れ渠
、
貝か
い
が
い々

敷し

く
屋や

形か
た

に
火ひ

を
掛か

け
、
煙け
ぶ

り
の
う
ち

に
腹は

ら

掻か

き
切き

つ
て
、
妻さ
い

子し

、
士し

卒そ
つ

と
も
に
、
忠ち
う
し
ん信
無む

に二
の
志こ
こ
ろ
を
あ
ら
は
し
け
り
。

果さ
て
こ
そ然
、細ほ
そ
か
わ川
家け

も
、い
よ
い
よ
忠ち
う
せ
ん戦
を
励は
げ

み
給
ひ
て
、末ま
つ
だ
い代
に
英ゑ
い
め
い名
を
残の
こ

し
給た
ま

ふ
も
、

一
つ
に
は
室し

つ

家か

の
貞て
い
け
つ潔
の
健す
こ

や
か
な
る
に
よ
る
も
の
な
ら
し
。「
我わ

が
身み

も
草く
さ

に
を

か
ぬ
ば
か
り
」
と
、
世よ

の
は
か
な
き
を
お
も
ひ
と
り
、
義ぎ

を
千せ
ん
ぎ
ん斤
の
お
も
き
に
守ま
も

り
給
ふ
よ
り
、
か
か
る
け
な
げ
な
る
死し

は
遂と

げ
給た
ま

ひ
し
な
り
。「
罪つ
み

も
む
く
ひ
も
未み

来ら
い

の
責せ

め
も
、
だ
ん
な
い
、
だ
ん
な
い
、
大だ
い

事じ

な
い
」
と
語か
た

る
も
、
夫お
つ
とを
思
ふ
の

切せ
つ

な
る
故ゆ
へ

な
れ
ば
社こ
そ

、
聞き

く
人ひ
と

、
感か
ん

を
催も
よ
ふす
な
れ
。
私し

情ぜ
う

を
か
わ
す
人
の
為た
め

に
せ

ん
は
、
端は

た

か
ら
見
れ
ば
、「
い
か
ひ
む
だ
骨ぼ
ね

折お

り
」
と
や
云い

ふ
べ
き
。
よ
し
、
そ
れ

と
て
も
、誠ま

こ
とは
同
じ
誠ま
こ
とな
ら
ば
、憎に
く

か
ら
じ
。
死し

に
臨の
ぞ

ん
で
も
、心こ
こ
ろざ
し
を
変へ
ん

ぜ
ず
、

信し
ん

義ぎ

の
為た
め

に
命い
の
ちを
鴻こ
う
も
う毛
の
軽か
ろ
こき
に
比ひ

し
て
、「
長な
が

く
「
名め
い
ぢ
よ女
」
の
称し
よ
うを
残の
こ

さ
ん
」
と

思お
ぼ

し
め
す
な
ら
ば
、
夫お
つ
との
留る

す守
の
小こ

鍋な
べ

立だ

て
は
、
い
ら
ぬ
物も
の

な
り
。

　
　
　
十
　
夫お

つ
とを
思を
も

ふ
は
天て
ん

下か

晴は

れ
て
の
恋こ

ひ

　
衣そ

と
を
り通
姫ひ
め

と
申
し
奉
た
て
ま
つる
は
、
允い
ん
ぎ
や
う
て
ん
わ
う

恭
天
皇
の
御
妃き
さ
きに
し
て
、
御
か
た
ち
の
殊こ
と

に
愛め

で

度た

く
わ
た
ら
せ
給
ひ
、「
御
衣き
ぬ

の
上う
へ

ま
で
御
肌は
だ

へ
の
光ひ
か

り
通と
を

り
給
ひ
け
る
よ
り
」、

御
名な

を
も
称よ

び
奉
る
と
か
や
。
夕
昏ぐ

れ
の
つ
れ
づ
れ
な
り
し
お
り
ふ
し
、
簷の
き

牙ば

に

蜘く

も蛛
て
ふ
虫
の
、
糸い
と

を
引ひ

き
け
る
を
御ご

覧ら
ん

じ
て
、「
我わ

が
背せ

こ子
が
く
べ
き
宵よ
ひ

な
り
さ

さ
が
に
の
」
と
よ
ま
せ
給
ひ
、「
御お

た
ば
こ
盆ぼ
ん

の
掃さ
う

除じ

せ
よ
」、「
台だ
い

子
へ
火ひ

よ
」
な

ん
ど
、
殿と

の

御ご

を
待ま

ち
き
こ
え
給
ふ
は
、
艶や
さ

し
く
、
め
で
た
き
御
心
の
う
ち
ま
で
推を

し
量は
か

ら
れ
奉
る
。
こ
れ
は
、
か
し
こ
く
も
玉た
ま

津つ

嶋し
ま

辺べ

に
跡あ
と

を
垂た

れ
、
倭わ

か歌
三
神
の

随ず
い

一
に
仰あ
ふ

が
れ
さ
せ
給
ふ
御
事こ
と

な
れ
ば
、
申
す
も
、
お
そ
れ
あ
り
あ
け
の
、
つ
き

ぬ
筆
を
も
留と
ど

む
べ
し
。

彼か

の
松ま
つ
ら浦
佐さ

用よ

媛ひ
め

は
、

夫お
つ
との
唐も
ろ
こ
し土
の
軍い
く
さ
に
舟ふ
な

出で

す
る
を
か
な
し
び
、
し

ら
ぬ
火ひ

の
筑つ
く

紫し

の
は
て

に
「
領ひ

れ巾
振ぶ
る
や
ま山
」
の
名な

を
残の
こ

し
、
志
こ
こ
ろ
ざし
の
堅か
た

き

を
称し

や
う
じ
、
石い
し

に
よ
り
て

も
後こ

う
だ
い代
不
朽き
う

の
誉ほ
ま

れ
と

な
れ
り
。
文ぶ

ん
ろ
く禄
の
比こ
ろ

、

朝て
う
せ
ん鮮
国ご
く

を
せ
め
お
は
し

ま
せ
し
時と

き

、
瀬せ

川が
わ

采う
ね

女め

と
云い

へ
る
人
は
、
龍り
う

造ぞ
う

寺じ

の
麾ば
つ

下か

に
て
、
彼か

の

国く
に

へ
行ゆ

き
、
対た
い
ぢ
ん陣
有あ

り

し
に
、
此こ

の
人ひ
と

の
お
く
が
た

室し
つ

家か

阿お

菊き
く

の
方か
た

と
申も
ふ

す
は
、

小お

の埜
摂つ

の津
守か
み

の
女む
す
めに
て
、

貌か
た
ち、
心こ
こ
ろも
殊こ
と

に
や
さ
し
く
、
夫お
つ
とを
思お
も

ふ
こ
と
、
尋よ
の
つ
ね常
な
ら
ざ
り
し
か
ば
、「と
の
ご伯

は
く

が
東
ひ
ん
が
し

し
て
よ
り
、
首か
う
べ、
飛ひ

蓬ぼ
う

の
ご
と
し
」
と
作つ
く

れ
る
ご
と
く
、
起お

き
臥ふ

し
只た
だ

そ
な
た
の

空そ
ら

の
み
見み

や
り
つ
つ
、
飯め
し

も
親を
や
わ
ん椀
で
は
ま
い
ら
ず
、
華は
な

も
月つ
き

も
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ

こ
と
と
思
ひ
う
ん
じ
、
旦あ

さ
ゆ
ふ暮
筆ふ
で

採と

り
て
、
風か
ぜ

の
便た
よ

り
に
も
、
告つ

げ
や
ら
ん
こ
と
の

み
心
に
か
け
し
か
ば
、
幾い

く

千ち

束つ
か

の
文ふ
み

も
あ
つ
ら
へ
ら
れ
、
飛ひ
き
や
く脚
屋や

も
是こ
れ

が
た
め
に

思
は
ぬ
利り

分ぶ
ん

を
得ゑ

や
し
つ
ら
ん
。
そ
の
内
に
、
或あ
る

便た
よ

り
に
下く
だ

し
給た
ま

ひ
し
ふ
み
、
乗の
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　第
四
十
五
号

一
六

り
た
る
舟ふ
ね

覆く
つ
が
へり
、
つ
み
た
る
物も
の

も
、
乗の

り
た
る
人ひ
と

も
、
皆み
な

こ
と
ご
と
く
海か
い
り
う
わ
う

龍
王
の

腹は
ら

へ
入
り
た
り
し
に
、
其そ

の
う
ち
一
つ
二
つ
は
、
浪な
み

に
浮う

か
れ
て
、
此こ

こ所
彼か
し

所こ

に

漂た
だ
よひ
着つ

く
内う
ち

に
、
文ふ

筺ば
こ

一
つ
、
肥ひ
ぜ
ん
の前
圀く
に

名な

ご

や
古
屋
の
浦う
ら

に
流な
が

れ
よ
り
ぬ
。
そ
の
折を

り

ふ
し
、
殿で

ん

下か

は
彼か
し

所こ

に
宿し
ゆ
く
ぢ
ん陣
ま
し
ま
せ
し
か
ば
、
所と
こ
ろ
の
者も
の

、
や
が
て
取と

り
て
、

公こ
う
て
う廰
に

お
や
く
し
よ

奉
り
し
に
、
披ひ
ら

か
れ
ぬ
れ
ば
、
御
な
つ
か
し
さ
の
山や
ま
や
ま々

有あ

り
て
、
末す
へ

に
「
か

く
あ
ら
ん
行ゆ

く
衛ゑ

も
し
ら
で
頼た
の

み
つ
る
我わ

が
こ
こ
ろ
を
ば
誰た
れ

に
か
こ
た
ん
」
と
書か

き
付つ

け
て
、
ま
さ
し
き
名な

な
ん
ど
ま
で
有あ

る
を
見
て
、
公
を
ふ
や
けを
は
じ
め
、
一
座ざ

涙な
み
だを

落を

と
さ
ぬ
人
も
な
し
。
寔ま
こ
とに
「
猛た
け

き
も
の
の
ふ
の
心
を
や
は
ら
ぐ
る
道み
ち

」
と
い
ひ
、

殊こ
と

に
夫お
つ
とを
思
ふ
の
浅あ
さ

か
ら
ね
ば
社こ
そ

、
八は
ち
だ
い
り
う
わ
う

大
龍
王
も
呑の

み
残の
こ

し
て
、
こ
こ
に
流な
が

れ
来き

に
け
る
水み
づ
く
き茎
の
、
深ふ
か

き
誠ま
こ
とぞ
あ
り
が
た
き
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
高か

ら麗
圀く
に

へ
此こ

の
事こ
と

申

し
越こ

さ
れ
、
対た
い
ぢ
ん陣
の
う
ち
、
瀬せ

川が
わ

采う
ね

女め

一い
ち
に
ん人
、
帰き

国こ
く

の
命め
い

を
う
な
が
さ
れ
、
頓や
が

て

鴛ゑ
ん
わ
う鴦
衾き
ん
じ
よ
う上
の

お
し
の
ふ
す
ま

か
た
り
種ぐ
さ

と
は
な
れ
り
け
り
。
是こ
れ

、
ま
つ
た
く
懇こ
ん
れ
ん恋
切せ
つ

慕ぼ

の

ね
ん
ご
ろ
に
し
た
う

こ
こ
ろ

ざ
し
、
天て
ん
ど
う道
に
通つ
う

じ
た
る
に
し
て
、
末ま
つ
だ
い代
、
女
の
軌き

範は
ん

と

て
ほ
ん

す
べ
き
こ
と
な
り
。
し

か
は
い
へ
ど
も
、
女
の
佳か

名め
い

を
残の
こ

す
と
い
ふ
こ
と
は
、
悲か
な

し
き
こ
と
の
か
ぎ
り
を

尽つ

く
し
、
憂う

い
も
、
つ
ら
ひ
も
、
人
十
倍ば
い

の
艱か
ん
な
ん難
を
し
の
び
て
な
ら
で
は
、
な
き

こ
と
な
れ
ば
、「
義ぎ

を
守ま
も

る
こ
と
は
番た
う
が
ら
し椒の
か
ら
き
に
類る
い

せ
よ
」
と
か
や
。「
腰ゐ
の

眼め

五ご

十じ
う

だ
け
の
皮か
わ

切き

り
」
と
思
ひ
て
、
女
の
道み
ち

を
守ま
も

り
な
ば
、
千せ
ん
ざ
い歳
に
馨か
ん
ばし
き
名な

は

残の
こ

し
ぬ
べ
し
。
さ
は
い
へ
、
小お
ぐ
る
ま車
の
引ひ

く
方か
た

に
の
み
心
を
よ
せ
、
辟か
く
し
お
と
こ

陽
侯
の
た
め

に
欄ら

ん
か
ん干
に
た
ち
尽つ

く
す
を
ば
、「
身
を
く
る
し
む
る
」
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
墻か
き

を

越こ

ゆ
る
の
い
た
づ
ら
よ
り
、
夫め
を
と婦
乞こ

食ぢ
き

と
も
成
り
か
ね
て
、
千せ
ん
に
ち
で
ら

日
寺
の
あ
た
り
に

肆さ
ら

さ
れ
ん
は
、
身み

よ
り
出
で
た
る
錆さ
び

に
し
て
、
御お

手て

作さ
く

の
地ぢ

獄ご
く

へ
行ゆ

か
ん
こ
と
は
、

御ご

勝か
つ

手て

次し

第だ
い

な
り
。

松
間
鄙
言
巻
之
二
終

童
女
教
訓
梥
閒
鄙
言
巻
之
三

　
　
　
十
一
　
払ふ

つ
て
い底
な
物も
の

は
歌う
た

に
よ
む
恋こ

ひ

　『
八や

雲く
も

御み

抄せ
う

』
に
「
歌う
た

は
、
よ
む
こ
と
の
難か
た

き
に
あ
ら
ず
。
心
を
歌う
た

に
な
す
こ
と

の
か
た
き
な
り
」
と
こ
そ
見
え
は
べ
れ
。
そ
れ
が
中な

か

に
も
、
恋こ

ひ
の
歌う
た

は
、
一ひ
と
し
ほ入

に
む
つ
か
し
く
て
、
京

き
よ
う
ご
く極
黄く
わ
う
も
ん
門
は
、「
業な
り
ひ
ら平
朝あ
そ
ん臣
の
「
お
き
も
せ
ず
ね
も
せ
で
夜よ

は半

を
明あ

か
し
て
は
」
と
よ
み
し
歌う
た

を
、
其そ

の
時と
き

、
そ
の
心
に
な
り
て
沈ち
ん
ぎ
ん吟
し
、
凡ぼ
ん
こ
つ骨

を
は
な
れ
て
よ
め
」
と
、
を
し
え
給
ひ
し
と
か
や
。
さ
れ
ど
も
、「
誠ま

こ
との
恋こ

ひ
」
と

い
わ
ん
歌う

た

は
、
す
く
な
き
よ
し
。
増ま

し

い
な
か
の
か
た
ほ
と
り

て
や
、
田で
ん
し
や舎
辺へ
ん

鄙ぴ

の
男
女
の
間あ
い
だに
、
歌う
た

よ

む
恋こ

ひ
の
な
か
ら
ん
を
、
い
か
に
せ
ま
し
。
待ま

つ
宵よ
ひ

の
侍じ

従じ
う

、
ふ
し
柴し
ば

の
加か

が賀
な

ん
ど
は
、
そ
の
身
に
か
か
り
し
こ
と
な
れ
ば
、
感か

ん
せ
い情
も
深ふ
か

く
し
て
、
を
の
づ
か
ら

名め
い
ぼ
う望
も
高た
か

か
る
べ
し
。
往む
か
し昔
と
い
ひ
、
大お
お
う
ち内
は
、
物も
の

ご
と
風ふ
う
り
う流
に
し
て
、
細ほ
そ

ど
の

の
逝ゆ

き
迎き

に
み
や
び
を
か
わ
し
、
玉た
ま

垂だ

れ
の
隙ひ
ま

に
見
え
そ
め
て
、
暗く
ら

部ぶ

の
山や
ま

に
や

ど
り
を
需も

と

め
、
関せ
き

こ
え
が
た
き
逢お
ふ
さ
か坂
を
恨う
ら

み
て
、
心
を
尽つ

く
し
、
餘あ
ま

れ
る
思
ひ
の
、

こ
と
の
葉は

に
出い

で
て
、
よ
み
か
わ
せ
ば
、
実じ
つ
ぜ
う情
に
叶か
な

ひ
て
、
恋
ひ
の
歌
の
正せ
う
ど
う道
に

も
至い

た

ら
ま
し
。
時と
き

と
所と
こ
ろと
身み

の
卑い
や

し
さ
と
、
こ
と
ご
と
く
か
わ
り
て
、
今い
ま

、
市ま
ち
な
か中

な
ん
ど
に
、
か
か
る
こ
と
を
表お

も
てと
せ
ん
に
は
、
大を
を

屋や

よ
り
の
断こ
と
はり
は
、
朝あ
さ

の
中う
ち

に

請う

け
べ
し
。こ
の
あ
り
さ
ま
を
思
ひ
め
ぐ
ら
せ
ば
、武ぶ

け家
一い
つ
と
う統
の
御み

よ代
と
な
り
て
は
、

何な
に

も
か
も
御ご

吟ぎ
ん

味み

厳き
び

し
く
、
に
や
け
た
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
よ
り
、
と
つ
と
む
か
し

の
恋
ひ
と
い
ふ
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
な
い
に
は
き
は
ま
れ
り
。
増ま

し
て
や
、
お

江え

ど戸
は
、
人
の
気き

性せ
う

尖す
る
どに
し
て
、
腹ふ
く
ち
う中
大
き
な
る
な
ら
は
し
な
れ
ば
、
思
ひ
初そ

め
、

恋
ひ
そ
め
て
よ
り
、
紫

む
ら
さ
き

縮ぢ
り
め
ん緬
の
鉢は
ち

巻ま

き
に
、
脇き
や
う
そ
く息
の
い
る
病び
や
う
に
ん人
は
一
人
も
な
く
、

か
の
深し

ん
け
い閨
に
、
人
知し

ら
ぬ
人
を
思
ひ
て
、
く
よ
く
よ
と
せ
ん
よ
り
、
稲い
な

葉ば

の
奥お
く

の

一
郭く

る
わ、
北ほ
く

斗と

に
近ち
か

き
所と
こ
ろに
行ゆ

き
て
、
天て
ん
じ
や
う上よ
り
落お

つ
る
の
、
美び

人じ
ん

と
衾ふ
す
まを
同お
な

じ
く
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七

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

せ
ば
、
浩か
う
ぜ
ん然
の
気き

を
養や
し
なふ
な
ら
ん
、
の
手て

短み
じ

か
成な

る
了り
や
う
け
ん簡よ
り
、
た
ま
た
ま
見み

る

恋
ひ
、
聞き

く
恋
ひ
の
題だ
い

を
得ゑ

て
も
、
己を
の

が
心
を
恋
ひ
に
せ
ん
こ
と
、
い
と
か
た
き

こ
と
な
り
。
況い

わ

ん
や
、
女に
よ
う
ぼ房
一
人
の
口く
ち

を
守ま
も

り
、
或あ
る

は
下げ

女ぢ
よ

や
、
は
し
た
を
な
ぶ

り
廻
し
て
、
何
を
種た

ね

に
や
歌う
た

よ
む
べ
き
。
し
か
あ
り
迚と
て

、
恋
ひ
の
歌
よ
ま
ん
手て

效な
ら

ひ
反ほ

ご故
に
、
隣と
な
りや
又ま
た

隣ど
な
りの
娘む
す
めや
後ご

け家
を
た
ぶ
ら
か
し
、
不ふ

ぎ義
の
名な

を
蒙か
う
ぶら
し
め
ん

こ
と
、
磯し

城き

嶋し
ま

の
道み
ち

に
を
い
て
、
露つ
ゆ

斗ば
か

り
も
有あ

る
ま
じ
き
こ
と
な
ら
し
。
殊こ
と
さ
ら更
、

女
は
、松ま

つ

の
操み
さ
ほを
あ
ら
は
し
、な
よ
竹た
け

の
一ひ
と

節よ

、二ふ
た

節よ

の
い
た
づ
ら
ぶ
し
を
い
と
ひ
、

父ち
ち
は
は母
の
ゆ
る
し
な
く
て
は
、男
と
も
の
い
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。夫お
つ
とに
一ひ
と
た
び度
ま
み
え
て
、

外ほ
か

を
思
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、「
恋こ

ひ
の
歌
は
出で

き来
ぬ
」
と
い
ふ
が
本ほ
ん

の
こ
と
と
云
ふ

べ
し
。
と
は
い
へ
、
歌う

た

よ
む
人
は
、
見
ぬ
境さ
か
いに
も
心こ
こ
ろ
い
た到り
、
富ふ

じ士
の
煙け
ぶ

り
の
絶た

へ

ぬ
昔む

か
しを
お
も
ひ
出い

で
、
飛あ
す
か鳥
川が
わ

の
淵ふ
ち

瀬せ

か
わ
り
行ゆ

く
世よ

を
見
そ
な
は
し
て
、
詞こ
と
ばを

つ
づ
く
る
こ
と
な
れ
ば
、
題だ

い

に
む
か
ひ
て
よ
む
歌
を
、
恋
ひ
人
と
思
ひ
て
、「
こ
の

こ
ひ
は
た
さ
ん
」
と
、
切せ

ち

に
求も
と

め
ば
、
誠ま
こ
との
道み
ち

に
叶か
な

ひ
て
、
其そ

の
本ほ
ん

意い

を
思
ひ
出い

で
ん
こ
と
は
、
そ
の
人
の
志
こ
こ
ろ
ざし
の
深ふ
か

さ
、
浅あ
さ

さ
に
寄よ

る
も
の
な
ら
し
。
題だ
い

に
む
か

ひ
て
歌
よ
む
と
も
、
生お

ひ
先さ
き

こ
も
れ
る
窓ま
ど

の
う
ち
に
、
仇あ
だ

な
る
恋
ひ
の
歌
多を
を

く
よ

み
捨す

て
ん
こ
と
、心
あ
る
べ
き
こ
と
な
ら
ん
歟か

。
落お

ち
散ち

り
な
ん
も
、お
そ
れ
多
し
。

そ
の
歌
を
見
て
は
、そ
ぞ
ろ
に
そ
の
人
を
お
も
ひ
や
る
も
、人
の
情こ

こ
ろの
常つ
ね

な
ら
ず
や
。

さ
れ
ば
に
や
、「
人
な
ら
ば
う
き
名
や
立
た
ん
小さ

よ夜
更ふ

け
て
我
が
手た
ま
く
ら枕
に
通か
よ

ふ
梅む
め

が

か
」
と
よ
め
る
、
伊だ

て達
氏う
ぢ

の
御ご
り
よ
う
に
ん

娘
人
こ
そ
、
う
つ
く
し
く
、
や
さ
し
き
た
め
し
成

る
べ
け
れ
。

　
　
　
十
二
　
珍め
づ
ら
し布
く
な
く
と
も
女
は
女
風ふ
う

　
人
の
異こ
と

な
る
を
好こ
の

め
る
こ
と
、
む
か
し
も
有あ

り
し
に
や
。「
法ほ
う

師し

は
弓ゆ
み

を
射い

、
馬む
ま

を
乗の

り
、
士さ
む
らい
は
仏ぶ
つ
ぽ
う法
し
り
た
る
き
そ
く
す
る
」
な
ど
、『
つ
れ
づ
れ
艸ぐ
さ

』
に
も
書か

き
出い
だ

し
て
譏そ
し

り
侍は
べ

る
に
、
近ち
か

き
世よ

は
猶な
を
さ
ら更
に
て
、
蕎そ

麦ば

切き

り
も
、
醤し
よ
う
ゆ油
汁じ
る

で
喰く

ふ

て
は
負ま

け
に
成な

り
、
堅か
つ
を魚
も
、
芥か
ら
し子
酢ず

は
止や

め
に
し
て
、
蘿だ
い
こ蔔
お
ろ
し
を
尋た
づ

ね
、

羽は

子ご

板い
た

に
も
、
ど
ん
ど

や
左さ

義ぎ
ち
よ
う長
を
や
め
に
す

る
よ
り
、
何な

に

も
か
も
さ

ら
成
り
て
、
町て

う
に
ん人
は

肩か
た
ぎ
ぬ衣
を
着き

て
歩あ

行る

き
た

が
り
、
諸さ

む
ら士
い
の
御
う

ち
か
た
様
の
前ま

へ

帯お

び
す

る
は
、
新し

ん

よ
り
奇き

を
好こ
の

め
る
心
な
る
ら
し
。
昔
む
か
し

は
、
遊ゆ
ふ
ぢ
よ女
は
、「
木き

地ぢ

を

見
せ
る
」
と
て
素す

顔が
ほ

を

重お
も

に
し
、
夫お
つ
と
を
持も

ち
、

或あ
る
いは
、
仕み
や
づ
か官
へ
す
る
女

は
、
白お

し
ろ
い粉
を
す
る
を
も

て
礼れ

い

義ぎ

祝し
う

儀ぎ

と
せ
し
に
、

脂し

粉ふ
ん

の

あ
ぶ
ら
お
し
ろ
い

却か
へ

つ
て
顔が
ん

色し
よ
くを

け
が
す
を
き
ら
ふ
に
や
、

今い
ま

は
、「
湯ゆ

化げ

粧さ
う

」
な
ん
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四
十
五
号

一
八

ど
い
ふ
こ
と
流は

や行
り
て
、
白お
し
ろ
い粉
付つ

け
る
は
文も
ん
も
う盲
成な

る
や
う
に
成な

り
下く
だ

れ
る
は
、
い

か
な
る
間ま

違ち
が

ひ
よ
り
起お

こ
る
所と
こ
ろぞ
。
そ
れ
は
ま
だ
し
も
、
自み
づ
から
己お
の

れ
が
う
つ
く
し
き

美び
し
よ
く色
に
高た
か

ぶ
り
、
鏡か
が
みを
愛あ
い

す
る
よ
り
出い

づ
る
所と
こ
ろに
し
て
、「
少す
こ

し
の
心こ
こ
ろ
へ得
違ち
が

ひ
」
と
や
云い

ふ
べ

き
。
傾け

い
せ
い城
の
ま
ね
を
素し
ろ

人と

の
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、高た
か

き
人
、卑い
や

し
き
を
希
こ
ひ
ね
がふ
こ
と
、

口く
ち

お
し
き
次し

第だ
い

な
が
ら
、「
風ふ
う
り
う流
華き
や
し
や奢
を
渠か
れ

に
ま
ね
ば
ん
」
と
の
こ
と
な
ら
し
。
実げ

に
や
、傾け
い
せ
い城
は
、昨き
の
ふ日
はか
な
た
の
お
と
こ

張ち
よ
う
ら
う
郎
と
枕ま
く
らを
な
ら
べ
、今け

ふ日
はこな
た
の
お
と
こ

李り

郎ら
う

と
衾ふ
す
まを
同を
な

じ
う
し
て
、

浅あ
さ

ま
し
き
浮う

き
身み

な
が
ら
、
一い
つ
く
は
く郭の
大た

夫ゆ
ふ

な
ん
ど
い
ふ
物も
の

は
、
富ふ

有ゆ
う

の

と
め
る

人
の
酒し
ゆ
ゑ
ん宴

に
く
は
は
陪ば
い

し
た
つ
と
き

、
高か
う
き貴
の
客き
や
くの
臥ぐ
わ
せ
き席
に
幸さ
い
わい
せ
ら
れ
て
、
自
お
の
づ
から
向か
う
じ
や
う上に
育そ
だ

て
ば
、
雪ゆ
き

の
朝
あ
し
た

に
淡う
す
ち
や茶
を
点て
ん

じ
、
雨あ
め

の
夕ゆ
ふ

べ
に
香か
う
ぼ
く木
を
闘た
た
かは
し
め
て
、
中な
か
な
か々

の
お
か
み
様
よ
り
は

艶や
さ

し
け
れ
ば
、
仇あ
だ

し
心
の
若わ
か

ひ
女
中
は
、
羨う
ら
やま
ん
も
無む

り理
な
ら
ね
ど
、
そ
れ
さ
へ

心
あ
る
人
の
好こ

の

め
る
に
は
あ
ら
ぬ
に
、
大お
お

津つ

、
伏ふ
し

見み

な
ん
ど
、
境き
や
う
ち地
、
狭せ
ば

き
所と
こ
ろの

傾け
い
せ
い城
町ま
ち

に
入い

り
込こ

み
し
あ
た
り
は
、
素し
ろ

人と

の
娘む
す
め
も
、
端は
し

げ
い
せ
い
の
真ま

似ね

し
て
、

洒し
や
ら
く落
を
尽つ

く
し
、
責せ

め
て
彼か

の
大た

夫ゆ
ふ

主す

な
ん
ど
の
さ
ま
を
も
似に

せ
よ
か
し
。
眉ま
ゆ

毛げ

も
竪た
て
ざ
ま様
に
つ
け
、
額ひ
た
い
ぐ
ち口へ
櫛く
し

さ
し
つ
。
心
言こ
と

葉ば

も
、
か
れ
を
真ま

ね似
た
る
、
賤い
や

し
き

内う
ち

の
陋い
や

し
き
な
ら
し
。
ま
た
は
、
女
の
女
風ふ
う

は
古ふ
る

め
か
し
と
や
。
扇あ
ふ
ぎの
画ゑ

、
莨た
ば
こ菪

入い

れ
の
か
た
ち
も
、
や
さ
し
き
を
む
ね
と
せ
ず
、
小こ

袖そ
で

は
、
黒く
ろ
う
ら裏
の
終つ
い
た
け丈
に
羽は

を織

り
ま
で
着
て
、
男な

ん
に
よ女
の
差し
や
べ
つ別
の
し
れ
ざ
る
た
ぐ
ひ
も
あ
る
ぞ
、
不い
ぶ
か審
し
き
。
抑
そ
も
そ
も、

『
古こ

今き
ん

』
の
序じ
よ

に
、
小を

野の
の

小こ

町ま
ち

が
歌
は
、「
あ
わ
れ
な
る
や
う
に
て
、
つ
よ
か
ら
ず
。

つ
よ
か
ら
ぬ
は
、
女
の
歌
な
れ
ば
な
り
」
と
い
ひ
わ
、
ご
ん

和あ
づ
ま琴
は
「
女
の
、
物も
の
や
は和
ら
か

に
掻か

き
な
ら
し
た
る
ぞ
よ
き
」
な
ん
ど
、
も
の
が
た
り
に
も
書か

き
出い
だ

し
て
侍は
べ

る
に
、

い
や
し
き
女
の
こ
こ
ろ
よ
り
、
心
を
か
は
す
人
多お

お

き
を
う
ら
や
み
、
契け
ん
た
ん短
、
蹴け

倒た
を

し
な
ど
の
風ふ
う

儀ぎ

を
真ま

似ね

、
男
を
や
り
つ
け
、
叱し
か

り
つ
く
る
よ
り
、
何な
に

も
か
も
渠か
れ

に

習な
ら

ひ
、
両り
や
う
ふ夫
三さ
ん

夫ぷ

に
ま
み
ゆ
る
も
厭い
と

は
ず
、
爺て
て

な
し
子ご

は
お
ろ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
、

て
て
あ
り
子ご

を
設も
ふ

け
て
、
三
百
目め

の
首く
び
だ
い代
は
通か
よ

ひ
牒て
う

に
と
め
を
き
、
終つ
い

に
は
粟あ
わ

田た

口ぐ
ち

の
烏か
ら
すの
腹は
ら

へ
葬ほ
う
むら
れ
ん
こ
と
、
日ひ

を
計か
ぞ

へ
て
待ま

ち
ぬ
べ
し
。
そ
の
身み

、
そ
の
身

の
道み

ち

を
守ま
も

り
て
、
面お
も
し
ろ白
く
な
し
共と
も

、
貞て
い
さ
う操
を

み
さ
ほ

磨
か
み
が

ば
、
か
か
る
う
き
身
と
も
成な

り

は
て
ま
じ
き
を
、
異こ

と

な
る
を
好こ
の

む
の
、
わ
る
物も
の

ず
き
よ
り
、
引ひ

き
出い
だ

し
ぬ
る
災わ
ざ
はひ

な
る
べ
し
。
統す

べ

て
、
女
は
、
た
て
て
好こ
の

め
る
こ
と
、
も
う
け
て
、
し
み
ぬ
る
は
、

よ
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
。「
心
の
筋す

じ

を
ば
、
た
だ
よ
は
し
か
ら
ず
、
も
て
し
づ
め
を
き

て
、
な
だ
ら
か
な
ら
ん
の
み
な
ん
、
い
と
め
や
す
か
る
べ
か
り
け
る
」
と
、
玉
か

づ
ら
の
巻ま

き
に
記し
る

し
を
き
し
も
、
最い
と

尊た
う
とか
り
け
り
。

　
　
　
十
三
　
つ
ら
き
勤つ

と

め
は
大だ
い
ぜ
ん善
知ち

識し
き

　「
し
か
る
に
、
我わ
れ

等ら

、
た
ま
た
ま
受う

け
が
た
き
人に
ん
じ
ん身
を
う
け
た
り
、
と
い
へ
ど
も
、

罪ざ
い
が
う業
ふ
か
き
身
と
生む

ま
れ
、こ
と
に
、た
め
し
す
く
な
き
川か
わ
た
け竹
の
流な
が

れ
の
女
と
な
る
、

前さ
き

の
世よ

の
酬む
く

ひ
ま
で
、
思
ひ
や
る
」
と
諷う
た

ふ
は
、
一い
つ
き
う休
和お
し
や
う尚
の
筆ひ
つ
さ
く作
に
し
て
、
哀あ
は

れ
な
る
詞こ
と
ばに
あ
ら
ず
や
。
寔ま
こ
とに
、
女
の
懶も
の
うき
と
い
ふ
が
中
に
も
、
よ
る
べ
さ
だ
め

ぬ
浮う

き
ふ
し
の
身
ほ
ど
、
か
な
し
き
は
有あ

る
べ
か
ら
ず
り
や
う
ほ
う

。
一い
つ
さ
う双
のう
つ
く
し
き
て

玉ぎ
よ
く
し
ゆ
手
も
千せ
ん
に
ん人
の

枕ま
く
らと
成な

り
、半は
ん
て
ん点
朱し
ゆ
し
ん唇
、

ひ
ら
り
と
し
た
あ
か
き
く
ち
び
る

万ば
ん
か
く客
に
な
め
か
わ
さ
れ
て
、愛あ
い

せ
ら
る
る
か
と
お
も
へ
ば
、

さ
は
あ
ら
で
、
心
に
も
お
も
は
ぬ
こ
と
に
腹は

ら

を
た
て
て
、
せ
む
る
客
き
や
く

有あ

り
。
し
み

じ
み
す
か
ぬ
を
も
「
つ
と
め
」
と
思
ふ
て
、
よ
い
ほ
ど
に
あ
し
ら
へ
ば
、「
思
は
ぬ

そ
う
じ
や
」
と
、
ふ
す
ぶ
る
相
手
も
あ
り
て
、
泣な

い
て
お
も
し
ろ
き
日
を
く
ら
し
、

笑わ
ら

ふ
て
か
な
し
き
夜よ

を
明あ

か
し
か
ぬ
る
こ
と
、
肥ひ

前ぜ
ん

の
丸ま
る
や
ま山
も
、
越ゑ
ち
ぜ
ん前
の
三み

国く
に

も
、

流な
が

れ
を
た
つ
る
者も
の

は
、
か
わ
ら
ぬ
つ
ら
さ
成な

る
べ
し
。
そ
れ
が
な
か
に
、
平み

や

こ
安
城

に
「
大た

夫ゆ
ふ

」
と
称し
よ
うじ
、
長な
が

柄へ

傘が
さ

の
下し
た

に
蜀し
よ
つ
こ
う江の
裲う
ち
か
け襠
し
て
、
白は
く
が
ん眼
に
佗た

の
世せ
じ
や
う上
の

人
を
見
た
る
は
、
貌か

た
ちの
栄み
や
び麗
や
か
な
る
よ
り
、
心
の
底そ
こ

も
下げ

醜し
う

な
ら
ず
、
一ひ
た
す
ら向
遊あ
そ

び
も
の
と
は
い
へ
ど
も
、
意い

気き

地ぢ

を
立た

て
、
義ぎ

り理
を
重お
も

く
し
、
将は
た

、
風ふ
う
り
う流
の
情な
さ

け
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う
す
か
ら
ず
。
掻か

ひ
ひ

く
爪つ

ま
お
と音
、
手て

つ
き
、
口く
ち

つ
き
、
お
れ
き
れ
き

「
諸し
よ
か
う侯
大た
い

夫ふ

の

令れ
い
あ
い愛
」

ご
ひ
ざ
う

と
い
ふ
と
も
、

何な
に

か
耻は

づ
べ
き
。
一
い
つ
く
は
く郭

の
も
の
は
、
猶な

を
さ
ら更
、
是こ
れ

が
為た
め

に
奔ほ
ん
そ
う走
囲ゐ
に
や
う繞
し

か
け
は
し
り
と
り
ま
は
り

、

偈か
つ
が
う仰
の
頭か
う
べを
傾か
た
むく
れ
ば
、

全ま
つ
たく
盛さ
か

り
の
勢い
き
ほひ
に
て
、

「
見み

る
人ひ
と

、
是こ
れ

を
羨う
ら
やま
ざ

る
は
な
し
」
と
い
へ
ど

も
、
は
ち
す
葉ば

の
う
へ

は
難つ

れ
な面
き
下し
た

に
こ
そ
、

も
の
あ
ら
が
い
は
つ
く

な
れ
ば
、
内な

い
し
よ
う証
の
所と
こ
ろ
は

喰く

は
ず
、
貧ひ
ん
ら
く楽
の
身み

よ

り
は
百ひ

や
く
ば
い倍
の
く
る
し
さ

な
る
ら
し
。
価あ

た

ひ
に
ま

か
せ
て
人
に
従し

た
がふ
稼な
り

わ
ひ
の
陋い
や

し
き
事こ
と

は
、い
ふ
に
や
及お
よ

ぶ
。是こ
れ

が
身み

請う

け
の
日ひ

に
、

銀か
ね

と
骸か
ら
だを
両め

が替
へ
に
す
る
と
て
、
天て
ん
び
ん秤
に
掛か

け
た
り
し
は
、
㷔ゑ
ん

王わ
う
て
う廰
の
御お

捌さ
ば

き
に

似に

て
、
折お

ら
ば
お
ち
ぬ
べ
き
萩は
ぎ

の
露つ
ゆ

、
拾ひ
ろ

は
ば
消き

へ
な
ん
と
す
る
玉た
ま
ざ
さ篠
の
う
へ
の

霰あ
ら
れの
や
う
な
る
身
に
、「
飯め
し

一い
つ
ぱ
い椀
も
多お
お

く
」
と
、
す
す
め
ら
れ
た
ら
ん
社こ
そ

う
た
て
け

れ
。
此こ

ち方
の
譜ふ

代だ
い

婆ば

ば々

を
名め
う
だ
い代
に
懸か

け
た
ら
ま
し
か
ば
、「
長
お
や
か
たへ
大お
お

き
な
徳と
く

を
付つ

け

ん
」
と
お
も
ふ
も
可お

か笑
し
。
此こ

の
属た
ぐ

い
に
上う
へ

な
き
大た

夫ゆ
ふ

だ
に
、
池い
け

の
う
き
ね
の
、

鴛を
し
か
も鳧
の
水み
づ

か
き
は
せ
わ
し
な
き
に
、
そ
れ
よ
り
し
も
の
鹿か

こ恋
ひ
、
鄽み
せ

女ぢ
よ
ら
う郎
な
ん
ど

い
ふ
も
の
は
、
浮う

き
舟ふ
ね

の
さ
だ
め
ぬ
浪な
み

の
契ち
ぎ

り
を
待ま

ち
て
、
夕ゆ
ふ

昏ぐ

れ
ご
と
に
身
も

こ
が
れ
つ
つ
、
弾ひ

く
三さ

味み

の
い
と
せ
め
て
、
忘わ
す

れ
ぬ
人
の
問と

ひ
く
る
に
ぞ
、
少す
こ

し

の
命い

の
ちは
延の

び
や
せ
ん
。
さ
れ
ど
、
心
に
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
髪か
み

結ゆ

ひ
の
つ
け
と
ど
け
、

香か
う

具ぐ

屋や

の
通か
よ

ひ
の
か
ず
か
ず
、
小さ
ざ
れ
い
し石の
中な
か

に
お
も
ひ
は
あ
り
な
が
ら
、
う
ち
出
で

ん
こ
と
の
い
と
か
た
く
て
、御み

影ゑ
い

供ぐ

参ま
い

り
の
小こ

袖そ
で

を
だ
に
、踊お
ど

り
場ば

の
浴ゆ
か
た衣
を
さ
へ
、

か
け
つ
は
づ
し
つ
、
さ
ま
ざ
ま
に
、
か
な
た
こ
な
た
の
木ゆ

ふ
だ
す
き

綿
襷
、
七な
な
の
や
し
ろ

野
社
の
め
ぐ

み
を
ね
が
ひ
、
流な

が

れ
て
早は
や

き
年と
し

の
矢や

の
、
師し

走は
す

は
猶
さ
ら
入い

り
目め

多お
お

く
、
か
た
ら

ふ
人
は
稀ま

れ

に
し
て
、
心
こ
こ
ろ
一
つ
に
思
ひ
餘あ
ま

る
よ
り
、
塵ち
り

塚づ
か

山や
ま

の
塵ち
り

と
も
成な

り
た
く
、

郭で

門ぐ
ち

の
柳や
な
ぎで
首く
び

も
く
く
ら
ま
し
。
よ
し
や
、そ
の
憂う

き
身み

を
も
、さ
ま
で
な
歎な
げ

き
そ
。

性せ
う
く
う空
上し
や
う
に
ん
人
の
袖そ
で

を
ぬ
ら
し
、
西さ
い
ぎ
や
う
ほ
う
し

行
法
師
が
舌ぜ
つ
と
う頭
を

し
た
の
ね

坐ざ

断だ
ん

せ

と
り
ひ
し
ぎ

し
も
、
室む
ろ

や
江ゑ

口ぐ
ち

の
君き
み

な
れ
ば
、
う
き
が
中
に
身み

を
観く
は
んじ
、
大だ
い

解げ

脱だ
つ

を
得え

ば
、
つ
ら
き
勉つ
と

め
ぞ
、
な
か
な

か
の
善ぜ

ん

知ち

識し
き

成な

る
べ
し
。

　
　
　
十
四
　
記か

た
み念
に
残の
こ

る
百も
も

と
せ
の
艶ゑ
ん

名

　
七な

な

十そ

じ年
ば
か
り
上あ

が
り
て
の
世よ

の
事こ
と

と
か
や
。
花み
や
こ洛
新し
ん

屋や

敷し
き

島し
ま
ば
ら原
に
、「
高た
か

間ま

」

と
い
へ
る
枩ま

つ

の
位
く
ら
ゐ

有あ

り
て
、
餘よ

所そ

に
見
る
も
の
だ
も
、
そ
の
艶ゑ
ん

色し
よ
くを
し
た
ひ
、

一ひ
と
た
び度
辞こ
と
ばを
か
わ
す
も
の
は
、
猶な
を

忘わ
す

れ
が
た
き
こ
と
と
せ
り
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
之
、
今い
ま

百も
も
と
せ年
に
向
な
ん
な
ん

と
し
て
、
艶ゑ
ん
め
い名
、
郭く
は
く
ぢ
う中に
著
い
ち
ぢ
るき
は
、
そ

か
た
ち
と
り
ま
は
し

の
人
の
容よ
う
ぼ
う貌
進し
ん
た
い退
の
こ
と
の
み
に
あ
ら
ず
。

貞み
さ
ほ操
の
潔
い
さ
ぎ
よき
こ

れ
き
れ
き

と
、
士し

君く
ん

子し

の
処し
よ
ぢ
よ女
に

む
す
め
ご

も
恥は

ぢ
ず
、
義ぎ

の
た
め
に
命い
の
ちを
鵝が

毛も
う

の
軽か
ろ

き
に
捨す

て
た
る
こ
と
、
聞き

く
に
も
哀あ
は

れ
に
悲か
な

し
き
こ
と
な
り
け
り
。
そ
の
異ゐ

理り

和

理
を
尋た

づ

ぬ
る
に
、
精せ
い
が
う好
屋や

九く

郎ろ

右ゑ衛
門も
ん

と
い
ふ
も
の
に
馴な

染じ

み
、
年と
し

月つ
き

契ち
ぎ

り
か
わ

し
て
、「
主ぬ

し

の
心
の
疑う
た
がひ
を
は
ら
さ
ん
」
と
、
外ほ
か

の
客き
や
くは
皆み
な

切き

れ
は
て
ぬ
れ
ば
、
今い
ま

は
人
に
も
浮う

き
名な

を
呼よ

ば
れ
、家い
へ

主ぬ
し

も
、こ
と
の
ふ
忿い
か

り
ぬ
れ
ど
も
、聞
き
入
れ
ず
、
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只た
だ

、
主ぬ
し

の
こ
と
の
み
に

明あ

か
し
暮く

ら
し
、
人
は

只ひ
た
す
ら管
、
狂き
や
う
じ
ん人
の
や
う
に

そ
し
れ
ど
も
、「
一ひ

と

所と
こ
ろの

た
め
に
」
と
、
志

こ
こ
ろ
ざし
を

尽つ

く
し
、
千ち

曳び

き
の
石い
し

の
、
う
ご
き
な
き
思
ひ

な
り
し
に
、
男
、
い
か

が
の
心
な
る
や
、
か
れ

が
れ
に
成な

り
も
て
行ゆ

け

ば
、「
も
し
や
、
後う

し
ろ
み見
の

頼た
の

も
し
か
ら
ぬ
に
や
」

と
、
井い

手で

の
酴や
ま
ぶ
き釄
、
枝ゑ
だ

も
た
わ
わ
に
お
く
り
な

ん
ど
せ
し
が
、
そ
の
し

る
し
な
く
、
い
つ
し
か

外ほ
か

の
家い
へ

の
大た

夫ゆ
ふ

に
馴な

れ

初そ

め
て
、
今い
ま

は
「
理え
だ

を

連つ
ら

ぬ
る
中な
か

な
り
」
な
ん
ど
聞き

こ
え
ぬ
れ
ば
、
彼か

の
許も
と

へ
文ふ
み

し
て
、
し
か
じ
か
の
訳わ
け

、

つ
け
と
ど
け
な
ん
ど
せ
し
か
ど
も
、
彼か

し

所こ

に
は
、
か
し
こ
く
も
、「
主ぬ
し

は
、
そ
さ
ま

よ
り
先さ

き

の
馴な

染じ

み
な
る
」
な
ん
ど
お
ぼ
め
か
し
て
、
中な
か
な
か々

に
此こ

方な
た

を
譏そ
し

る
筆ふ
で

の
お

も
む
き
、
い
と
ど
思
ひ
を
も
や
し
つ
つ
、
熟つ

ら
つ
ら々

思
へ
ば
、
往い
ん

じ
と
し
九
郎
右
衛
門

が
『
平へ

い
け
も
の
が
た
り

家
物
語
』
を
講か
う

じ
侍は
べ

り
し
に
、
仏ほ
と
け
ご
ぜ
ん

御
前
の
こ
と
を
よ
み
侍は
べ

り
て
、「
萌も

へ
出い

づ
る
も
か
る
る
も
お
な
じ
埜の

辺べ

の
艸く
さ

」
と
い
ふ
歌う
た

に
つ
き
て
、
入に
う
ど
う道
相し
よ
う
こ
く
国
の
薄う
た
て情

し
き
心
を
う
と
み
、「
か
か
る
心
こ
こ
ろ

持も

つ
男
は
、「
大お
と
こ夫
」
と
云い

ふ
べ
き
か
は
。
お
も

し
ろ
か
ら
ぬ
こ
と
な
り
」
な
ん
ど
い
ひ
し
を
聞き

く
に
、
い
と
あ
わ
れ
に
嬉う
れ

し
く
て
、

そ
の
歌う

た

を
九く

郎ろ
う

が
筆ふ
で

し
て
短た
ん
じ
や
く尺に
書か

い
て
貰も
ら

ひ
し
を
、
枕ま
く
らに
立た

つ
る
屏べ
う

風ぶ

の
端は
し

に

張は

り
て
、
今
も
目め

路ぢ

に
見
え
侍は
べ

る
に
、
我わ

が
身み

の
う
へ
に
成な

り
侍は
べ

り
て
、
か
な
し

き
事こ

と

限か
ぎ

り
な
し
。
去さ

り
な
が
ら
、
思
ひ
か
へ
せ
ば
、
浅あ
さ

妻づ
ま

の
浅あ
さ

き
心
よ
り
し
て
、

誠ま
こ
とな
き
人
の
言こ
と

葉ば

を
「
信ま
こ
と」
と
し
、
今い
ま
さ
ら更
か
た
ら
ふ
べ
き
人
し
な
け
れ
ば
、「
と
ひ

も
せ
で
行ゆ

き
ぬ
る
道
に

ま
よ
ひ
な
ば
そ
こ
は
か

と
な
く
く
ゆ
る
成
る
べ

し
」
と
、
よ
み
し
人
の

心
さ
へ
恥は

づ
か
し
く
て
、

今い
ま

は
、
家い
ゑ

あ
る
じ
に
も
、

お
も
て
合あ

は
す
べ
き
義ぎ

理り

な
く
、
う
か
れ
出い

で

ん
も
は
し
た
な
し
。
九く

郎ろ
う

に
逢あ

ひ
た
り
迚と
て

も
、

お
も
し
ろ
か
ら
ず
、「
よ

し
や
、
我わ

が
身み

一ひ
と

人り

の

宿す
ぐ

世せ

ぞ
」
と
思
ひ
究き
は

め
、

先ま

づ
、
九く

郎ろ
う

へ
年と
し
つ
き月
の

心
ざ
し
よ
り
、
秋あ

き
か
ぜ風
立た

ち
し
こ
と
ど
も
書か

き
つ

づ
け
、
手て

馴な

れ
し
品し
な

に

黒く
ろ
か
み髪
一ひ
と

束つ
か

ね
切き

り
、
包つ
つ
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成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

み
副そ

へ
て
、「
責せ

め
て
な
か
ら
ん
跡あ
と

は
、
憎に
く

ま
せ
給た
ま

は
で
御ご

覧ら
ん

あ
れ
」
と
、
と
と
の

へ
た
り
。
偖さ

て

、
と
な
り
の
大
夫
主す

へ
も
一ひ
と

筆ふ
で

染そ

め
て
、「
我わ

が
身み

は
迚と
て

も
仇あ
だ

な
る
こ

と
に
成な

り
候
得ゑ

ば
、
千ち

歳と
せ

変か

は
ら
ず
九く

郎ろ
う

様さ
ま

と
ち
ぎ
り
お
わ
し
ま
さ
ん
こ
と
を
祈い
の

る
」
と
て
、
名め
い
か
う香
一ひ
と

裹つ
つ

み
添そ

へ
て
、
遣つ
か

は
す
。
そ
の
外ほ
か

、
妹い
も
との
高た
か
お
か岡
へ
こ
ま
ご
ま

書か

き
を
き
、「
何な
に
な
に々

の
小こ

袖そ
で

は
誰た
れ
た
れ々

様さ
ま

へ
、
か
た
み
に
参ま
い

ら
す
る
」、「
何な
に

の
模も

様や
う

は
、

か
ね
て
御
ほ
め
お
は
し
ま
し
候
へ
ば
、
何な

に
が
し甲
さ
ま
へ
」
な
ん
ど
ま
で
、
く
わ
し
く

書か

き
残の
こ

し
、お
や
か
た
長ち
や
うが
夫ふ
う

婦ふ

、
下し
も

の
奴
お
と
こ
お
ん
な
婢
ま
で
、
つ
ど
つ
ど
か
た
み
分わ

け
し
て
、
袖そ
で

に

朽く

ち
に
し
秋あ
き

の
霜し
も

氷ご
ほ
りの
、
刃や
い
ばに
つ
ら
ぬ
か
れ
て
、
死し

し
け
る
よ
し
。
そ
の
筆ふ
で

の
跡あ
と

を
写う
つ

し
写
し
て
、
幾い
く

萬ま
ん

人に
ん

の
袂た
も
とを
か
ぬ
ら
し
ぬ
。
寔ま
こ
とに
、
陋い
や

し
き
遊ゆ
ふ
ぢ
よ女
と
は
雖い
へ
ども
、

節せ
つ

に
臨の
ぞ

ん
で
死し

を
軽か
ろ

く
し
、
己お
の

れ
を
う
ら
み
、
人
を
咎と
が

め
ざ
る
こ
と
、
や
さ
し
き

こ
と
の
限か

ぎ

り
な
る
べ
し
。
今い
ま

も
彼か

の
里さ
と

に
年と
し

旧ふ
る

も
の
は
、
語か
た

り
伝つ
た

へ
て
じ
よ
う
ろ
や

、
青せ
い
ら
う楼
の

亀き

鑑か
ん

と

か
が
み

せ
る
も
、
む
べ
な
る
か
な
。
し
か
し
、
こ
れ
も
む
ご
い
目め

に
逢あ

ひ
つ
め
て
、

か
な
し
き
の
至い

た

つ
て
か
な
し
き
身
と
な
れ
ば
社こ
そ

、
か
か
ほ
ま
れ

る
名め
い
ぼ
う望
は
残の
こ

し
し
も
の
な

り
。
な
ん
ぼ
名な

は
の
こ
し
た
く
て
も
、
せ
つ
な
い
こ
と
は
い
や
な
る
ら
し
。
河ふ

豚ぐ

は
喰く

ひ
た
し
、
命
い
の
ち

は
お
し
し
。
い
つ
の
世よ

に
か
は
、
濡ぬ

れ
手て

で
粟あ
わ

は
掴つ
か

ま
ま
し
。

　
　
　
十
五
　
先さ
き

か
ら
先さ
き

へ
心こ
こ
ろづ
か
ら
の
勤つ
と

め

　
西さ

い
ご
く国
、
奥お
う

羽う

の
で
き
ふ
で
き

豊ほ
う
き
や
う
凶
を
謀は
か

り
、
二
百
十
日か

、
八は
つ

朔さ
く

を
あ
て
に
買か

い
込こ

み
て
待ま

ち

ぬ
る
は
、
大た

い
さ
う壮
な
る
商あ
き
な売
ひ
と
は
い
へ
ど
も
、
得と
く
し
つ失
を
掛か

け
合あ

わ
す
れ
ば
、
深ふ
か

し

き
利り

分ぶ
ん

も
有あ

る
ま
じ
き
に
、
裏う
ら
じ
や
く
や

借
屋
の
寡や
も
め
が
か婦の
一ひ
と

人り

子ご

を
洗あ
ら

い
粉こ

、
白お
し
ろ
い粉
に
物も
の

を

入い

れ
、
瀧た
き

の
下も
と

の
踊お
ど

り
講こ
う

を
闕か

か
さ
せ
ず
、「
天あ
つ

晴ぱ

れ
、
何な
ん
ま
ん
ご
く

万
石
の
母は
は
お
や親
に
せ
ん
」

と
育そ

だ

つ
る
社こ
そ

、
お
も
へ
ば
、
身し
ん
だ
い代
不ふ

相さ
う
あ
ふ応
の
胆た
ん

の
腑ふ

な
り
け
れ
。
成な

る
程ほ
ど

、
仕し

合あ

わ
せ
次し

第だ
い

に
て
、
匹ひ
つ

夫ぷ

よ
り
起お

こ
つ
て
大た
い
し
ん身
と
な
る
こ
と
、
倭わ

漢か
ん

に
そ
の
例れ
い

多お
お

く
、

喭こ
と
わ
ざに
も
「
女
は
氏う
ぢ

な
く
て
玉た
ま

の
輿こ
し

に
乗の

る
」
と
い
へ
ば
、
そ
れ
を
目め

当あ

て
の
策
は
か
り
ご
とと

は
見
え
た
り
。
先ま

づ
は
容み

儀め

も
十
人
並な

み
に
は
増ま

さ
り
て
、
三さ

味み

尺し
や
く
は
ち
八
も
相さ
う
あ
ふ応
に

仕し

習な
ら

ひ
、
去さ

る
御お

屋や

敷し

き
へ
さ
し
上あ

げ
た
る
に
、
し
ば
ら
く
御ぎ
よ

意い

に
叶
ひ
け
れ
ば
、

日
ま
し
に
奢お

ご

り
が
付つ

い
て
、人
を
芥あ
く
たの
ご
と
く
見み

下く
だ

し
、我が

慢ま
ん

嫉し
つ

妬と

の
角つ
の

ふ
り
た
て
、

夫そ
れ

が
俲か
う

じ
て
、
御お
さ
う
り
よ
う

惣
領
の
儲も
ふ

け
の
君き
み

を
害が
い

せ
ん
と
せ
し
こ
と
顕あ
ら
はれ
、
既す
で

に
死し

刑け
い

に

至い
た

り
し
に
、
御ご

隠ゐ
ん
き
よ居
様さ
ま

の
御お

詫わ

び
に
て
漸や
う
やう
宥な
だ

め
ら
れ
、
御ご

門も
ん
ぜ
ん前
よ
り
一い
ち
ぼ
う棒
の
下し
た

に
追お

ひ
放は
な

さ
れ
し
が
、
天む
ま
れ
つ
き性の
美び
し
よ
く色
、
い
ま
だ
残の
こ

り
け
れ
ば
、
人
も
捨す

て
が
た
く

世せ

話わ

し
て
、
か
し
こ
の
青せ
い
ろ
う楼
上じ
や
うへ
「
突つ

き
出だ

し
」
と
い
ふ
も
の
に
売う

ら
れ
行ゆ

け
ば
、

此こ

こ所
に
行ゆ

き
か
ふ
風た
わ
れ流
士お

の
、
め
づ
ら
し
き
も
の
に
思
ひ
て
、
こ
れ
ざ
し
き

が
宴ゑ
ん
せ
き席
に
杯
さ
か
づ
き

を
擲な
げ
うち
、是こ
れ

が
紅か
う
け
い閨
に
枕ま
く
らを
需も
と

め
て
、し
ば
ら
く
全ぜ
ん
せ
い盛
な
り
し
を
、か
の
徒
い
た
づ
ら
ご
こ
ろ
心
よ
り
、

日
ま
し
に
我わ

が
儘ま
ま

に
成な

り
、
私し

情ぜ
う

を
か
は
す
人
の
た
め
に
、
七な
な

重へ

の
白し
ろ
た
へ妙
も
脱ぬ

い

で
相あ

い
お
く送
り
、
昨き
の
ふ日
は
渠か
れ

を
あ
い
し
、
け
ふ
は
こ
れ
を
憎に
く

み
て
、
心
こ
こ
ろ

一ひ
と
す
じ筋
な
ら
ね
ば
、

家い
へ

主ぬ
し

も
こ
れ
を
怒い
か

り
て
、
楼ら
う

上じ
や
うを
お
ひ
卸お
ろ

し
た
る
よ
り
、
野の

上が
み

の
宿し
ゆ
く
に
草く
さ

枕ま
く
らの

亭て
い
し
ゆ主
と
成な

り
、
御ご

油ゆ

、
赤あ
か
さ
か阪
に
羇た
び
び
と客
の
情な
さ

け
を
待ま

ち
、
た
ま
た
ま
関せ
き

札ふ
だ

の
泊と

ま
り

を
迎む

か

へ
て
、
竪た
て
じ
ま縞
の
木も

綿め
ん

帯お

び
胸む
な
だ
か高
に
む
す

と
つ
な
ぎ
く
ゐ

び
、
繋け

馿ろ

橛け
つ

の
側
か
た
は
らに
彳た
た
ず
み
た
る
は
、

か
れ
が
一い

つ

世せ

の
勢い
き
ほ
ひ
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
中な
か
な
か々

田い
な
か舎
は
物も
の

ご
と
実じ
つ

め
な
れ
ば
、

反そ

り
が
あ
ひ
か
ね
て
、
此こ

の
あ
た
り
を
も
逃に

げ
出い

で
、
か
し
こ
や
こ
こ
の
小こ

宿や
ど

を

尋た
づ

ね
、
行ゆ

く
衛ゑ

さ
だ
め
ぬ
海あ

ま士
の
子こ

の
、
小お

舟ぶ
ね

よ
る
岸き
し

の
額ひ
た
いに
、
呉ご

座ざ

を
抱か
か

へ
て

た
ち
つ
く
し
、
水み

馴な

れ
棹ざ
ほ

み
な
れ
ぬ
人
に
交ま
じ

は
り
を
覔も
と

む
る
よ
り
、
雨あ
め

漏も

る
苫と
ま

の

う
ち
に
火ひ

鉢ば
ち

を
抱か
か

へ
て
粉ふ
ん
め
ん面
を
照て

ら
す
有あ

り
様さ
ま

、
覿ま
の
あ
た面
り
に
見み

る
も
耻は

づ
か
し
け

れ
ど
、
こ
れ
が
属た

ぐ

ひ
に
も
名め
う
も
ん聞
あ
り
て
、
我わ

が
妖よ
ふ

色し
よ
くに
ほ
こ
り
て
、
詞こ
と
ばみ
じ
か
く

悪わ
る
ぐ
ち口
の
応う
け
こ
た諾
へ
し
た
る
を
、
手て

柄が
ら

と
思
ふ
も
浅あ
さ

ま
し
や
。
か
く
成な

り
行ゆ

く
も
の
と

て
も
、
同お

な

じ
人
の
子こ

な
れ
ど
も
、
身
の
は
か
な
き
を
思
ひ
弁わ
き
まへ
ざ
る
よ
り
、
万ば
ん
ぽ
う法

唯ゆ
い
し
き識
の
心
の
筋す
じ

の
、
み
だ
れ
初そ

め
て
、
迷ま
よ

ひ
は
て
ぬ
る
こ
と
、
憐あ
は

れ
な
ら
ず
や
。

よ
し
、
そ
の
人
の
上う

へ

の
み
に
あ
ら
ず
。
女
は
、
我が

慢ま
ん

偏へ
ん
し
う執
の
心
が
ら
、
萬よ
ろ
づの
あ
し
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二

き
こ
と
の
み
出い

で
く
れ
ば
、
身
の
い
や
し
く
、
心
の
拙つ
た
なき
こ
と
共ど
も

を
、
明あ

け
暮く

れ

お
も
ひ
悲か

な

し
む
に
、
し
く
は
有あ

る
べ
か
ら
ず
。

松
間
悲
言
巻
之
三
終

童
女
教
訓
梥
間
鄙
言
巻
之
四

　
　
　
十
六
　
婿む

こ

の
心こ
こ
ろに
染そ

ま
る
白し
ろ

装せ
う
ぞ
く束

　「
婚こ

ん
れ
い礼
に
白し
ろ

装せ
う
ぞ
く束
を
用も
ち

ゆ
る
は
、
再ふ
た
た
び度
か
へ
ら
ぬ
祝い
わ

ひ
ご
と
に
葬そ
う
れ
い礼
の
式し
き

を
仮か

り

て
す
る
」
と
、
お
う
ば
殿
の
御
咄は

な

し
な
り
し
を
、「
奈な

ぜ
葬そ
う
れ
い礼
は
白
装せ
う
ぞ
く束
を
し
ま
す
」

と
問と

ひ
か
へ
し
け
れ
ば
、「
幽ゆ
う
れ
い霊
が
白
い
も
の
じ
や
か
ら
白
く
す
る
」
と
答こ
た

へ
ら
れ

し
。「
奈な

ぜ
ゆ
う
れ
い
は
白
い
も
の
じ
や
」
と
問と

ひ
か
へ
し
け
れ
ば
、「
葬
礼
が
白

い
か
ら
じ
や
」
と
答こ

た

へ
ら
れ
、
是こ
れ

か
ら
先さ
き

は
、
尽じ
ん

未み

来ら
い
さ
い際
を

い
つ
ま
で
か
か
つ
て
も

経へ

て
も
、
果は

て
の
つ

か
ぬ
問も
ん
ど
う答
に
は
成
り
け
ら
し
。
全ま
つ
たく
さ
や
う
の
小お
ぼ
ろ
げ縁
の
事こ
と

に
て
は
あ
り
そ
も
な
し
。

人
生む

ま
れ
て
産う
ぶ

屋や

の
式し
き

は
、
み
な
白
装せ
う
ぞ
く束
な
り
。
白
き
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
色
に

し
て
、
初し

よ
せ
い生
の

む
ま
れ
ご

お
ひ
さ
き
、
い
か
な
る
官く
は
ん
ゐ位
職し
よ
く
ろ
く禄に
も
染そ

め
つ
き
給
は
ん
こ
と
を

賀が

す
る
な
り
。
人
死し

し
て
葬そ
う
れ
い礼
の
時と
き

も
、
死し

生せ
い

始し

終じ
う

の
こ
と
は
り
に
任ま
か

せ
て
、
生む

ま
れ
た
る
時と
き

の
、
あ
り
の
儘ま
ま

の
色い
ろ

に
か
へ
し
、
行ゆ

く
さ
き
九く

品ほ
ん

蓮れ
ん
だ
い台
へ
望の
ぞ

み
次し

第だ
い

に
染そ

ま
る
べ
き
為
に
ぞ
あ
り
け
る
。
さ
れ
ば
、
昏こ
ん

礼
に
白
き
を
用も
ち

ゆ
る
も
、
女
の

心し
ん
り裏
に

こ
こ
ろ
の
う
ち

一い
ち
も
つ物
な
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
姿す
が
たな
る
こ
と
あ
ら
は

を
標ひ
や
うし
、
赤あ
か

く
と
も
、
青あ
を

く

と
も
、
夫お

つ
との
心
次し

第だ
い

に
染そ

み
付つ

き
ぬ
べ
き
た
め
な
る
と
か
や
。
そ
の
故ゆ
へ

に
、
色い
ろ

直な
を

し
の
小こ

袖そ
で

は
婿む
こ

の
か
た
よ
り
出
し
て
着き

す
る
も
、
同お
な

じ
訳わ
け

と
ぞ
思
は
る
る
。
凡お
よ

そ
、

女
は
男
の
詞こ

と
ばを
待
つ
も
の
な
れ
ば
、
女
の
か
た
よ
り
推を

し
て
男
の
か
た
へ
行ゆ

く
べ

き
に
あ
ら
ず
。
上お

お
む
か
し古は
、
先ま

づ
婿む
こ

の
か
た
よ
り
女
の
家い
ゑ

に
行ゆ

き
て
、
婚こ
ん
れ
い礼
を
と
と

の
へ
し
こ
と
な
り
と
ぞ
。
さ
れ
ば
、
そ
の
夜
、
女
の
両ふ

た

親お
や

、
聟む
こ

の
は
き
た
る
沓く
つ

を

懐
ふ
と
こ
ろに
し
て
寐ね

る
の
古こ

法ほ
ふ

あ
り
と
か
や
。
光ひ
か
る
げ
ん
じ

源
氏
の
君き
み

の
、
左さ

大だ
い
じ
ん臣
の
家い
ゑ

へ
わ
た
り

給
ひ
し
も
、入い

り
聟む
こ

に
は
あ
ら
ず
。
唯た
だ

此こ

の
式し
き

な
り
、と
見
れ
ば
、う
た
が
ひ
な
し
。

斯か

く
し
て
後の
ち

、
男
の
家
に
女
の
移う
つ

る
こ
と
、
陽よ
う

来き

た
つ
て
陰ゐ
ん

を
唱い
ざ
なふ
の
、
み
ち
な

る
べ
し
。
三さ

ん
さ
ん々

九く

度ど

の
盃
さ
か
づ
きを
嫁よ
め

の
方か
た

よ
り
肇は
じ

む
る
も
、
嫁よ
め

は
亭て
い
し
ゆ主
方が
た

な
れ
ば
、
夜や

酒し
ゆ

の
御お
こ

試こ
ろ

み
を
す
る
こ
と
と
見
え
た
り
。
王く

家げ

に
は
今
も
、
こ
の
式し
き

の
こ
れ
り
、

と
や
承
る
。
下
ざ
ま
に
は
、と
り
失う

し
なひ
て
、中な
か
む
か
し古に
は
嫁よ

め入
り
の
輿こ
し

を
早は
や

く
出だ

す
は
、

「
嫁よ

め

方が
た

の
負ま

け
な
り
」
と
云い

ひ
出だ

し
、
婿
方
に
は
、
片か
た

時と
き

も
早は
や

く
入い

る
る
を
手て

柄が
ら

と

せ
し
よ
り
、
輿こ

し

迎む
か

ひ
に
は
一い
ち
も
ん門
の
内
、
器き
り
や
う量
の
人
を
選え
ら

み
て
、
二
度ど

三
度ど

も
遣つ
か

は

す
躰て

い

の
こ
と
、
風な
ら
は
し俗
と
成な

り
し
と
か
や
。
是こ
れ

は
戦せ
ん
ご
く圀
の

み
だ
れ
し
く
に

餘よ

風ふ
う

に

し
く
せ

て
、
あ
じ
な
所
へ

我が

を
張は

つ
て
、
夫ふ
う

婦ふ

和わ
じ
ゆ
ん順
の
は
じ
め
に
争あ
ら
さふ
か
た
ち
を
な
せ
る
、
誠ま
こ
とに
い
ま
い
ま

し
き
こ
と
な
ら
ん
。
礼
は
和く

わ

を
貴た
つ

と
し
と
せ
る
こ
と
な
れ
ば
、
何ど

こ所
ま
で
も
温お
ん
く
わ和

ず
く
が
能よ

い
筈は
づ

な
り
。
ま
し
て
や
、
婦を
ん
なの
、
夫お
つ
との
許も
と

へ
行
く
を
、
い
さ
さ
か
も
い

な
ま
ん
こ
と
、
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。
果さ

て
こ
そ然
、
泰た
い
へ
い平
百ひ
や
く
ね
ん
ら
い

年
来
、
こ
の
風ふ
う

儀ぎ

は
止や

め
に
成
り
、
約や
く
だ
く諾
の
刻こ
く

を
違た
が

へ
ざ
る
こ
そ
妙め

で
度た

け
れ
。
さ
る
に
て
も
、
二
月
八

日
は
は
な
れ
月
、
三
月
は
桜さ

く
ら
ざ醒
め
、
十
月
は
神
な
月
、
往わ
う
も
う亡
、
申さ
る

の
日
、
不ふ

成ぜ
う
じ
ゆ就

日
な
ん
ど
の
、
か
わ
る
が
わ
る
に
て
、
き
は
ま
り
が
た
き
物も

の

は
、
嫁よ
め

娵と

り
の
日
柄が
ら

な
る
べ
し
。
た
と縦

よ
き

ひ

ひ
吉き
ち
に
ち日
良り
や
う
し
ん
辰
を

よ
き
と
き

選え
ら

び
た
り
と
も
、
夫ふ

妻せ
い

の
心
ざ
し
深ふ
か

か
ら
ず
ば
、

何な
に

の
し
る
し
か
あ
る
べ
き
。
富ふ

家か

の
女
は
嫁か

し
易や
す

し
。
嫁か

す
れ
ど
も
、
そ
の
夫お
つ
とを

軽か
ろ

ん
ず
。貧ひ
ん

家か

の
女
は
嫁か

し
難が
た

け
れ
ど
も
、嫁か

し
て
そ
の
姑
し
う
と
めに
孝こ
う

あ
り
と
作つ
く

り
し
も
、

貧ひ
ん

苦く

の
う
ち
に
育そ
だ

て
ら
れ
て
、
憂う
れ

ひ
を
忍し
の

ぶ
の
心こ
こ
ろよ
り
、
女
の
道
の
め
で
た
き
を

い
ふ
な
ら
め
。
譬た

と

ひとみ
ゆ
た
か
に

富ふ
に
や
う饒
高か
う

貴き

の

た
か
く
た
つ
と
き女
た
り
と
も
、
身み

の
い
や
し
き
を
お
も
ひ
し
み
、

嫁よ
め

御ご

の
心
に
白
無む

垢く

を
着き

て
、
夫お
つ
と
の
色い
ろ

に
染そ

ま
り
な
ば
、
申さ
る

の
月
、
申
の
日
も
、
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さ
る
と
は
少
し
も
か
ま
は
ざ
る
こ
と
な
ら
ん
。

　
　
　
十
七
　
生せ

う
ぜ
う々

の
御お
ふ
く
ろ袋
へ
諫か
ん
げ
ん言

　「
一い

つ
さ
い切
の
女に
よ
に
ん人
を
ば
生せ
う
ぜ
う々

の
母は
は

と
思
へ
」
と
説と

き
給
ふ
も
宣む
べ

な
る
か
な
。
生せ
う

死じ

流る

転て
ん

の
こ
の
身
な
れ
ば
、
今け

ふ日
は
「
き
た
な
し
」
と
見
る
乞こ

食じ
き

の
娘
の
腹は
ら

へ
も
、
翌あ
す

は
生む

ま
れ
か
は
り
て
、
は
ら
ま
れ
や
せ
ま
し
。
ま
た
、「
こ
は
穢け
が

ら
は
し
」
と
思
ふ

癩か
つ
た
い病
婆ば

ば々

も
、
前ぜ
ん

世ぜ

は
、

そ
の
腹は

ら

に
や
ど
り
し
も

し
れ
ず
。
斯か

う
気き

が
付

い
て
見み

れ
ば
お
か
し
く
、

旦だ
ん

那な

場ば

の
多お
お

き
心こ
こ

地ち

し

て
、
佗た

人に
ん

と
思
ふ
も
の

も
な
し
。
仏ほ

と
け
の
、
衆し
ゆ
ぜ
う生

を
一
子
と
お
ぼ
す
も
、

こ
の
や
う
な
あ
ん
ば
い

成
る
ら
し
。
さ
れ
ば
、

生せ
う
ぜ
う々

の
御お
ふ
く
ろ袋
達た
ち

に
申
す

べ
き
こ
と
あ
り
。「
老お

い

て
は
子
に
従し

た
が
ふ
」
の
習な
ら

ひ
な
れ
ば
、
心
を
し
づ

め
て
聞き

こ
し
め
せ
。
ま

づ
世せ

界か
い

に
は
種し
ゆ
じ
ゆ々

の
段だ
ん

が
あ
り
て
、
白し
ろ

よ
り

黒く
ろ

上
が
よ
く
、
上
よ
り

上

が
よ
く
、
夫そ
れ

か
ら
段だ
ん
だ
ん々

成な

り
登の
ぼ

り
て
、
極ご
く

大
上
上
吉
に
至い
た

る
如ご
と

く
成な

る
物も
の

あ

り
。
是こ

れ

を
「
十じ
つ
か
い界
」
と
い
ふ
。
そ
の
第だ
い

一
界
は
「
仏ほ
と
け」
に
て
お
は
し
ま
す
。「
仏
と

は
桜さ

く
らの
華は
な

に
月
夜よ

か
な
」
と
宝ほ
う
し
ん
さ
い

晋
斎
が
句く

の
如ご
と

く
、
何な
に

も
か
も
至し

極ご
く

な
も
の
な
り
。

其そ

の
次つ

ぎ
は
「
菩ぼ

薩さ
つ

」
に
て
ま
し
ま
す
。
是
も
結け
つ
こ
う構
な
物も
の

な
が
ら
、「
望も
ち

は
一ひ
と

夜よ

の

へ
だ
て
に
て
」
と
よ
み
て
、
未ま

だ

十ま
つ
よ
ひ

四
夜
の
月
の
ご
と
く
、
少す
こ

し
は
満み

ち
ぬ
と
こ
ろ

あ
り
。
そ
の
次
ぎ
を
「
声せ

う
も
ん聞
」
と
申
し
て
、
常つ
ね

に
仏ほ
と
けの
御
側そ
ば

に
ま
し
ま
し
、
御み

法の
り

の
声こ
ゑ

を
聞き

く
人
に
し
て
、
御
声こ
は

色い
ろ

を
も
真ま

似ね

給
へ
ど
も
、
劇し
ば
ゐ場
の
「
頼よ
り
と
も朝
」
の
如ご
と

く
に
し
て
、
誠ま
こ
と
の
も
の
と
は
い
ひ
が
た
し
。
ま
た
次つ

ぎ
を
「
縁ゑ
ん
が
く覚
」
と
申
し
て
、

こ
れ
も
大た

い
が
い概
同ど
う
や
う様
に
て
、仏
の
御
親し
ん
る
い類
と
云い

ふ
べ
し
。
是
を
「
四し

聖せ
う

」
と
申
す
な
り
。

其そ

の
次
ぎ
は
「
天
人
」
な
り
。
雲く
も

の
上う
へ

に
匍は
ら
ば匐
つ
て
ね
給
ふ
こ
と
は
、
御
寺て
ら

の
天

井じ
や
うに
て
慥た
し

か
に
し
り
ぬ
。
こ
の
御
人
達た
ち

は
、「
是
が
欲ほ

し
い
」
と
お
も
へ
ば
直ぢ
き

に
出で

来き

、「
何な
に

が
喰く

い
た
い
」
と
お
も
へ
ば
直ぢ
き

に
出で

来き

て
、
暑あ
つ

い
寒さ
む

い
の
苦く
る

し
み
も
な
く

御
暮く

ら
し
な
さ
る
る
よ
し
。
人
に
と
り
て
い
は
ば
、
御
大
名
の
様
な
物も
の

な
る
べ
し
。

併し
か

し
、御
大
名
も
、若も

し
お
手て

違ち
が

ひ
が
有あ

る
と
大お
お
ご
と事
に
成
り
て
、忽た
ち
まち
御お

家い
ゑ

没ぼ
つ
ら
く落
し
、

習な
ら

は
ぬ
賤し
づ

の
奴や
つ
こと
も
な
り
給
ふ
如ご
と

く
、天
人
も
、ひ
よ
つ
と
す
る
と
挿か
ざ
し枝
の
花は
な

凋し
ぼ

み
、

五ご

衰す
い

の
雲く
も

に
覆お
ふ

は
れ
て
、
大
き
に
憂う

き
目め

見
給
ふ
と
ぞ
。
上か
み

の
四
聖せ
う

は
、
そ
ん
な

気き

遣づ
か

ひ
な
い
お
く
ら
し
な
り
。
天
人
は
最も

早は
や

油ゆ

断だ
ん

の
成
り
か
ぬ
る
に
、
そ
の
次
ぎ

に
あ
た
る
「
人に

ん
が
い界
」
は
、
い
と
ど
苦く

労ら
う

は
多お
お

き
筈は
づ

な
り
。
さ
れ
ど
、
苦く

斗ば
か

り
に
て

も
な
く
、
楽ら

く

も
あ
れ
ど
も
、
楽ら
く

と
思
ふ
と
其そ

の
裏う
ら
か
た形
の
苦く

に
成な

る
事こ
と

、
居ゐ

続つ
づ

け
の

上あ

げ
句く

の
、
金
に
追お

は
る
る
に
異こ
と

な
ら
ず
。
そ
の
次
ぎ
は
「
修し
ゆ

羅ら

道ど
う

」
と
て
、
形
か
た
ち

は
人
の
あ
り
さ
ま
な
が
ら
、
あ
さ
ゆ
ふ
争あ
ら
そひ
闘た
た
かひ
て
、
憂う

き
目め

絶た

へ
ず
。
大お
お

か
た

は
「
八や

島し
ま

」「
箙ゑ
び
ら」「
清き
よ
つ
ね経
」「
兼か
ね
ひ
ら平
」
な
ど
の
諷う
た

ひ
に
て
も
き
き
給
は
め
。「
畜ち
く
せ
う生
」

と
は
、
目め

に
見
ゆ
る
犬い
ぬ

、
猫ね
こ

、
鼠ね
づ
み、
鳶と
び

、
か
ら
す
。
鯛た
い

も
鰹か
つ
をも
蛞な
め
く
じ蝓
も
、
家
造つ
く

る

こ
と
も
な
ら
ず
、
物も

の

着き

る
こ
と
も
叶か
な

は
で
、
角つ
の

あ
れ
ば
牙き
ば

な
く
、
牙き
ば

あ
る
も
の
は
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角つ
の

な
く
、
羽は

あ
れ
ば
足あ
し

を
二
つ
に
勘か
ん
り
や
く略せ
ら
れ
て
、
つ
ら
き
こ
と
云い

ふ
に
及お
よ

ば
ず
。

ま
た
、「
餓が

鬼き

界か
い

」
と
云い

ふ
は
、
人
の
姿す
が
た
は
あ
り
な
が
ら
、
物も
の

喰く

ふ
こ
と
叶
は
ぬ

而の

み已
か
、
思
ふ
こ
と
一
つ
と
し
て
成な

る
こ
と
な
し
。「「
水
を
飲の

ま
ん
」
と
よ
ろ
ぼ

ひ
く
れ
ば
、
水
は
忽た

ち
まち
火く
は
ゑ
ん炎
と
な
る
」
な
ん
ど
、
古ふ
る

き
諺
こ
と
は
ざに
云い

ひ
伝つ
た

え
、
目ま

の
あ

た
り
の
乞こ

つ
が
い丐
の
ご
と
く
成
る
べ
し
。
そ
の
次
ぎ
は
「
地ぢ

獄ご
く

」
に
て
、
是
が
第だ
い

一
の

わ
る
き
、
せ
つ
な
き
世せ

界か
い

に
て
、「
懼お
そ

ろ
し
き
事こ
と

詳つ
ま
び
らか
に
説と

か
ば
、
聴き

く
人
血ち

を
吐は

い
て
死し

な
ん
」
と
『
倶ぐ

舎し
や

論ろ
ん

』
に
説と

き
給
へ
り
。

有あ

ら
増ま

し
は
閻ゑ
ん

魔ま

堂ど
う

の

張は

り
付つ

け
に
あ
る
こ
と

な
れ
ば
、
爰こ

こ

に
は
洩も

ら

し
つ
。
抑

そ
も
そ
も、
上か
み

の
四し

聖せ
う

の
め
で
度
き
よ
り
、
下し
も

の
「
三さ
ん

悪あ
く
ど
う道
」
の
苦く
る

し

み
は
、
年と

し

を
同
じ
ふ
し

て
語か

た

ら
れ
ざ
る
な
れ
ど

も
、
人に

ん
げ
ん間
、
一
念ね
ん

の
迷ま
よ

ひ
に
し
て
地ぢ

獄ご
く

に
堕お

ち
、

一
念ね

ん

の
悟さ
と

り
に
し
て
仏
ほ
と
け

と
成
る
こ
と
な
れ
ば
、

行ゆ

く
先さ
き

、
萬ば
ん

里り

の
違た
が

ひ

も
、
初は

じ

め
は
一
刹せ
つ

那な

の

訳わ
け

合
ひ
な
り
。
扨
、
生せ
う

死じ

流る

転て
ん

し
て
、
犬い
ぬ

と
成な

り
、
猫ね
こ

と
な
り
、
大
名
と
な
り
、
乞こ

食じ
き

と
成
る
。
其そ

の
業ご
う

因
の
引
く
処と
こ
ろに
よ
る
ゆ

へ
に
、
仏
、
大
慈じ

の
道み
ち

を
垂た

れ
た
ま
ひ
、
悪あ
く

業ご
う

を
断た

ち
、
善ぜ
ん
ゐ
ん因
に
よ
ら
し
め
、
人

こ
と
ご
と
く
仏
果く

は

菩ぼ

提だ
い

に
到い
た

ら
し
め
ん
の
、
御
方
は
か
り
ご
と便
を
設も
ふ

け
給
ふ
。
泰
き
か
な
や
、

前ぜ
ん

世
い
か
な
る
積し
や
く
ぜ
ん善の
餘よ

報ほ
う

に
や
、
今
、
人に
ん
が
い界
に
生
を
得
て
、
こ
の
道
を
聞
く
こ

と
よ
。
是
を
悦よ

ろ
こび
と
し
て
、
こ
の
生
に
こ
の
生
死
を
出
離は
な

れ
、
無む
じ
や
う上
仏
果く
は

に
至い
た

ら

ず
ん
ば
、
い
つ
の
時
を
か
期ご

す
べ
き
。
一
念
迷ま
よ

ふ
時
は
、
ま
た
、
に
や
ん
に
や
ん
、

わ
ん
わ
ん
の
身
と
も
成な

り
、
そ
の
時
悔く

ゆ
る
と
も
証し
や
う
も
ん文の
出だ

し
後お
く

れ
な
る
べ
し
。

　
　
　
そ
の
二

　
如い

か何
に
生せ
う
ぜ
う々

の
御お
ふ
く
ろ袋
達た
ち

、は
や
ば
や
仏ぶ
つ

地ち

に
至い
た

り
給
ふ
御
心
は
な
き
や
。夫そ
れ

こ
そ
、

彼か

の
お
ふ
く
ろ
の
御
得え

て手
も
の
。
兼か

ね
て
四し

十じ
う

八は
ち

夜や

や
千せ
ん

部ぶ

で
坊ぼ
ん
さ
ま様
の
を
し
え
あ

れ
ば
、「
往わ

う
ぜ
う生
極ご
く
ら
く楽
、
成ぜ
う
ぶ
つ仏
得と
く
だ
つ脱
、
得え

た
り
や
あ
ふ
」
と
、
仏
の
こ
と
と
さ
へ
云
へ

ば
、
銭ぜ

に

を
出だ

し
、
米
を
や
り
、
金
の
な
る
木
を
一
本
ほ
し
や
、「「
鐘か
ね

供く

養よ
う

の
一
檀だ
ん

那な

」
と
仰あ
ふ

が
れ
ん
」
と
お
ぼ
し
召め

す
ら
め
。
爰こ
こ

を
小
松
の
「
重し
げ
も
り盛
」
風ふ
う

に
、
今
一

篇ぺ
ん

、
御ご

諫か
ん
げ
ん言
申
す
べ
し
。
元ぐ
は
ん
ら
い来「
仏
」
と
申
す
も
の
は
、
こ
の
世
界
を
離は
な

れ
て
、

十
万
億お

く

土ど

の
西に
し

の
方
に
お
は
し
ま
し
、御
寺て
ら

の
御ご

本ほ
ん
ぞ
ん尊
は
、そ
の
献こ
ん

立だ

て
紙が
み

な
れ
ば
、

そ
の
献こ

ん

立だ

て
紙が
み

へ
「
御ご

信し
ん
じ
ん心
」
迚と
て

、
金き
ん
ぎ
ん銀
を
擲な
げ
うた
せ
給
ふ
は
、
傾け
い
せ
い城
買か

は
る
る
息む
す

子こ

殿ど
の

よ
り
大
き
な
る
御ご

損そ
ん

な
り
。
仏
は
利り

欲よ
く

妄も
う
そ
う想
と
云
ふ
こ
と
、
努ゆ
め
ゆ
め々

お
わ
せ
ぬ

御
こ
と
な
れ
ば
、
何な

に

を
進し
ん

ぜ
て
も
、
な
に
を
振ふ

る
廻ま

ふ
て
も
、「
嬉う
れ

し
い
」
と
も
、

「
能よ

く
し
た
」
と
も
、
思
し
召
す
気
遣
ひ
は
な
し
。
上あ

げ
て
置
い
た
飯め
し

の
、
一
粒つ
ぶ

も

減へ

ら
ぬ
も
能よ

き
証し
や
う
こ拠
な
る
に
、
況い
わ

ん
や
何
を
上
げ
ん
か
を
、「
上
げ
ん
」
と
申
し
た

迚と
て

、
仏
の
賭そ
で
の
し
た賂を
請う

け
給
ふ
こ
と
あ
ら
ん
や
。
公こ
う

廰ぎ

の
官お
や
く
に
ん人で
さ
へ
、
そ
の
や
う

な
こ
と
は
合が

点て
ん

し
給
は
ず
、
却か
へ

つ
て
大
き
な
御
咎と
が

め
に
あ
ふ
を
、
ど
ふ
し
て
十じ
う
ほ
う方

無む

げ礙
の
仏
様
の
、
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
御
こ
と
な
り
。
夫そ
れ

よ
り
は
、
面め
ん
め
ん々

の
心
を
仏
さ
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ま
流り
う

に
し
て
、
同ど
う

気き

相あ
ひ
も
と求
む
れ
ば
、
十
万
億お
く

土ど

の
遥は
る
ば
る々

も
、
裏う
ら
み
ち道
か
ら
行ゆ

き
て
、

甚は
な
はだ
近ち
か

く
成
る
な
れ
ば
、「
此こ
こ

を
去さ

る
こ
と
遠と
を

か
ら
ず
」
と
説と

か
れ
し
御み

法の
り

も
嘘う
そ

な

ら
ず
。
若も

し
や
仏ほ
と
けに
な
ら
ず
共
、
声せ
う
も
ん聞
、
縁ゑ
ん
が
く覚
の
人に
ん
じ
ゆ数
へ
は
慥た
し

か
な
ら
ん
。
夫そ
れ

よ

り
「
用よ

ふ
じ
ん心
し
給
へ
」
と
云
ふ
は
、
一
念
迷ま
よ

ふ
時
は
地ぢ

獄ご
く

に
落お

つ
る
こ
と
矢や

の
如ご
と

し
。

餓が

き鬼
、
畜ち
く
せ
う生
も
い
や
な
ら
ず
や
。「
い
や
」
と
云
つ
て
も
、
断こ
と
はり
は
た
た
ぬ
こ
と
な

り
。
凡お

よ

そ
、
生せ
う

死じ

流る

転て
ん

し
て
、
生い

き
か
わ
り
、
死し

に
か
わ
り
、
六
道ど
う

を
廻め
ぐ

る
こ
と
は
、

種た
ね

の
こ
ぼ
れ
て
芽め

を
生せ
う

じ
、
そ
れ
が
長ち
や
うじ
て
花
咲さ

き
、
実み
の

り
、
ま
た
種た
ね

こ
ぼ
れ
て
、

生せ
う

ず
る
が
如
し
。
そ
の
内
に
も
、
孔く
じ
や
く雀
、
鳳ほ
う
わ
う凰
の
名な

あ
る
菊き
く

も
、
承じ
よ
う
わ和
の
色い
ろ

に
か

へ
り
た
が
り
、
絞し

ぼ
り、
更さ
ら

紗さ

の
瞿な
で
し
こ麦
も
、
ど
こ
へ
か
行ゆ

き
て
、
お
か
し
な
淡う
す
べ
に紅
ば
か

り
に
な
る
如
く
、
よ
き
物も

の

は
求も
と

め
が
た
く
し
て
、
あ
し
き
物
は
卓た
く
さ
ん山
な
れ
ば
、
油ゆ

断だ
ん

を
す
る
と
跡あ
と

へ
戻も
ど

り
て
、
ま
た
し
て
は
馬む
ま

と
生む

ま
れ
、
牛う
し

と
成な

り
、
地ぢ

獄ご
く

、

餓が

き鬼
へ
堕お

ち
ん
こ
と
、
自み
づ
から
警い
ま
しめ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
蒔ま

か
ぬ
種た
ね

は
は
へ
ざ

れ
ば
、
三
悪あ

く
ど
う道
の
種た
ね

を
蒔ま

か
ず
ば
、
三
悪
道
の
気き

遣づ
か

ひ
は
必か
な
らず
あ
る
ま
じ
。
仏
の

苗な
へ

を
稙う

へ
た
ら
ば
、
定さ
だ

め
て
仏
の
は
ゆ
る
筈は
づ

な
り
。
何な
に

を
か
「
胤た
ね

」
と
い
ふ
、

人に
ん
げ
ん間
念ね
ん
ね
ん々

の
妄も
う
そ
う想
な
り
。
こ
こ
ろ
に
順し
た
がふ
こ
と
は
喜う
れ

し
く
、
心
に
違た
が

ふ
こ
と
は
腹は
ら

が
立た

ち
、
よ
き
衣
、
よ
き
器
う
つ
は
も
の、
見
る
に
つ
け
、
聞
く
に
つ
け
、
欲ほ

し
く
成
り
、
人

の
う
へ
の
み
羨う

ら
や
ま
し敷
く
、
そ
れ
に
付
き
て
は
、
何な
に

も
か
も
心こ
こ
ろに
か
な
は
ず
愚ぐ

ち癡
お
こ

り
て
、こ
の
三み

つ

瀬せ

川
は
、心
の
う
ち
に
流な
が

れ
か
か
り
て
、時
の
ま
も
止
む
こ
と
な
し
。

さ
れ
ば
と
よ
、「
貪ど

ん
よ
く慾
」「
瞋し
ん

恚ゐ

」「
愚ぐ

ち癡
」
を
「
三　ん
毒ど
く

」
と
名
付
け
て
、
三
悪あ
く
ど
う道
の

胤た
ね

と
は
な
し
ぬ
。
何な
に
ご
と事
も
慾よ
く
ぶ
か深
く
、
目
に
は
色い
ろ

を
好こ
の

み
、
耳み
み

に
は
能よ

き
声こ
ゑ

を
の
み

聞き

き
た
く
、
口く
ち

は
猶な
を
さ
ら更
、
鼻は
な

に
も
か
ん
ば
し
き
匂に
ほ

ひ
を
願ね
が

ひ
、
身み

に
ふ
る
る
に
は
、

い
と
ど
な
を
心
の
猿さ

る

の
浅あ
さ

ま
し
や
。
思
ふ
こ
と
一
つ
か
な
へ
ば
、ま
た
二
つ
、三
つ
、

四
つ
、
い
つ
つ
、
六
つ
、
七
つ
。
や
る
せ
な
き
慾よ

く
し
ん心
は
、
た
だ
ち
に
餓が

き鬼
の
縁ゑ
ん

と

な
り
、
永な

が

き
苦く
る

し
み
を
受う

く
る
な
り
。
一い
つ

瞬し
ゆ
んの

め
ば
た
き

間ま

も
、「
お
し
き
」「
ほ
し
き
」
の

心
起お

こ
ら
ば
、「
一
瞬
の
餓が

鬼き

道ど
う

な
り
」
と
お
も
ひ
悟さ
と

り
お
わ
し
ま
せ
。
人
と
争あ
ら
さふ

心
お
こ
り
、「
渠か

れ

よ
り
は
勝ま
さ

ら
ん
」、「
此こ
れ

を
ば
取と

つ
て
落お

と
さ
ん
」
と
、
妬ね
た

み
、
そ

ね
み
の
、
そ
の
業ご

う

は
、
即す
な
は
ち
修し
ゆ

羅ら

道ど
う

へ
堕お

つ
る
と
ぞ
。
闇く
ら

き
心
の
は
か
な
き
は
、

畜ち
く
せ
う生
の
業ご
う

を
招ま
ね

く
、
と
し
ろ
し
め
せ
。
兎と

角か
く

、
一
念ね
ん

に
こ
れ
を
刈か

り
捐す

て
て
、
二

念
を
つ
が
せ
給
ふ
こ
と
な
か
れ
。
こ
の
三
つ
は
、
心
に
を
い
て
造つ

く

る
罪つ
み

な
れ
ば
、

「
無な

き
名な

ぞ
」
と
人
に
は
い
ひ
て
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
闇や
み

の
夜
に
蒔ま

く
種た
ね

も
、
生は

ゆ

る
味あ

じ

は
同お
な

じ
こ
と
に
て
、

其そ

の
業ご
う

を
ば
引ひ

く
な
れ

ば
、
心
に
と
ひ
て
警い

ま
し
め

給
ふ
よ
り
外ほ

か

は
な
し
。

妄も
う

語ご

、
綺き

ご語
、
悪あ
つ

口く

、

両り
や
う
ぜ
つ
舌
は
、
口
に
て
造つ
く

る

罪つ
み

な
り
。
殺せ
つ
せ
う生
、
偸ち
う
ど
う盗
、

邪じ
や
ゐ
ん婬
は
、
身み

に
て
作つ
く

る

罪つ
み

に
し
て
、
何い
づ

れ
も
地ぢ

獄ご
く

の
業ご
う

と
成
る
こ
と
、

恐お
そ

れ
て
も
亦ま
た

懼お
そ

る
べ
し
。

口
も
手て

脚あ
し

も
、
と
に
か

く
に
、
こ
こ
ろ
一
つ
の

主あ
る
じ人
な
れ
ば
、
心
の
罪つ
み

の
三　ん
毒ど
く

を
、
根ね

切き

り
、

葉は

切き

り
に
、
伐き

り
た
や

さ
ば
、
邪じ

や
ゐ
ん婬
、
妄も
う

語ご

の

小こ

枝え
だ

ま
で
、
か
れ
果は

て
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六

ん
こ
と
疑う
た
がひ
な
し
。
か
く
て
、
身し
ん

口く

意い

の
㆔　ん
業ご
う

を
滅め
つ

し
ぬ
れ
ば
、
直た
だ

ち
に
仏ほ
と
けと
同お
な

じ
胸け
う
ち
う中
に
成な

り
、仏
と
手て

を
連つ
ら

ね
て
行ゆ

き
、目
を
並な
ら

べ
て
見
る
こ
と
な
り
。
然し
か

ら
ば
、

火
の
燥か

は

け
る
に
つ
き
、
水
の
湿う
る
ほへ
る
に
流な
が

る
る
ご
と
く
、
十
万
億お
く

土ど

の
西に
し

に
お
わ

す
る
御
阿あ

み

だ
弥
陀
も
、
膝ひ
ざ

組ぐ

み
で
咄は
な

し
が
成
り
て
、
そ
の
時
、
ふ
り
顧か
へ

り
て
娑し
や

婆ば

を

見
た
ら
ば
、
六
道
に
迷ま

よ

ふ
者も
の

は
、
さ
ぞ
気き

の
毒ど
く

に
思
は
れ
ん
こ
と
、
大た

夫ゆ
ふ

桟さ

じ敷
き

か
ら
追お

ひ
込こ

み
を
見
る
如
く
な
ら
ん
。何
と
聴て
う
も
ん聞
の
児じ

女ぢ
よ

達た
ち

、御
散さ
ん
せ
ん銭
を
抛な

げ
給
へ
。

　
　
　
そ
の
三

　
大
夫
桟さ

じ敷
き
か
ら
見
れ
ば
、
追お

ひ
込こ

み
、
切き

り
落お

と
し
の
苦く
る

し
き
も
、
ま
た
、

そ
の
所と

こ
ろへ
居ゐ

て
見
れ
ば
、
外よ
そ

か
ら
見み

た
よ
り
、
中
々
に
て
、
茶
も
莨た
ば
こ菪
も
の
ま
れ
、

楽た
の

し
み
も
あ
る
か
ら
、
お
も
へ
ば
、
地ぢ

獄ご
く

も
落お

ち
着つ

き
た
ら
ば
、
ど
ふ
や
ら
か
ふ

や
ら
工く

面め
ん

が
出で

き来
て
、
折お

り
折お

り
、
活
く
は
つ
く
は
つ々と
い
ふ
声こ
ゑ

に
、
涼す
ず

し
い
風か
ぜ

が
吹ふ

き
な
ん

ど
す
る
は
、
成な

る
ほ
ど
、
面お
も
し
ろ白
い
こ
と
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
そ
ふ
お
ち
つ
く
と
、

一い
つ
こ
う向
先さ
き

行ゆ

き
は
な
ら
ず
、
油ゆ

断だ
ん

を
す
る
と
尻し
り

へ
下さ

が
る
な
り
。
地ぢ

獄ご
く

、
餓が

き鬼
、

畜ち
く
せ
う生
、
修し
ゆ

羅ら

の
か
な
し
み
は
旦し
ば
ら
く
を置
く
。
人に
ん
げ
ん間
に
生せ
う
ろ
う老
病び
や
う
し死
の
四し

苦く

有あ

り
て
、
生む

ま

る
る
時と

き

の
く
る
し
み
あ
り
。
そ
れ
か
ら
、
乳ち

が
呑の

み
た
く
て
も
物も
の

も
い
わ
れ
ず
、

蚊か

が
喰く

ふ
か
ら
啼な

け
ば
、「
虫
が
か
ぶ
る
」
と
灸や
い
とを
居す

へ
ら
れ
、
間ま

違ち
が

ひ
だ
ら
け
の

大
難な

ん

儀ぎ

。
漸や
う
やう
年と
し

も
取と

る
か
、
と
お
も
へ
ば
、
花
の
姿す
が
たは
春は
る

ご
と
に
萎し
ぼ

み
、
月
の

貌か
ほ

は
秋あ
き

毎ご
と

に
傾か
た
ぶき
、
昨き
の
ふ日
の
少し
よ
う
ね
ん年、
今け
ふ

の
白は
く
と
う頭
。
蛇へ
び

爺ぢ
い

、
猫ね
こ

ま
た
婆ば
ば

と
成
り
は
つ

る
こ
と
、隙ひ

ま

行ゆ

く
駒こ
ま

の
間あ
い
だな
る
に
、夫そ
れ

が
中
に
、物も
の

求も
と

め
て
も
得
ら
れ
ぬ
く
る
し
み
、

お
も
ふ
に
別わ

か

れ
、
お
も
は
ぬ
に
そ
ひ
、
憂う

い
に
つ
け
、
悲か
な

し
い
に
つ
け
、
苦
の
た

ゆ
る
こ
と
な
く
、
ま
し
て
、
女
は
、
物も

の

つ
つ
ま
し
け
れ
ば
、
心
一
つ
に
思
ひ
あ
ま

る
く
る
し
さ
、
男
に
十
倍ば

い

せ
り
。
さ
り
と
て
、
そ
の
ま
ま
あ
り
果は

つ
べ
き
や
。
頓や
が

て
此こ

の
世よ

の
御
暇い
と

出ま
い

で
て
、
鳥と
り

辺べ

、
舟ふ
な
お
か岡
の
煙け
ぶ

り
と
成な

る
こ
と
、
是
又
、
第だ
い

一
の

く
る
し
み
な
り
。
ま
た
、

生い

き
か
わ
り
、
死し

に
か

わ
り
、
此こ

の
苦く

を
せ
ん

よ
り
、
生せ

う

死じ

を
離は
な

れ
て

仏ぶ
つ
く
は果
を
得え

た
ら
ば
、
痩や
せ

身し
ん
だ
い代
を
娵よ
め

に
渡わ
た

し
た
よ

り
も
、
嬉う

れ

し
か
ら
ま
し
。

実げ

に
人に
ん
げ
ん間
の
身み

は
、
苦く
る

し
み
の
あ
る
も
尤も
つ
と
も
な

り
。
固も

と

が
清せ
い

浄じ
よ
うに
な
い

も
の
を
、
無む

理り

に
立り
つ

派ぱ

に
し
て
置を

く
故ゆ
へ

に
て
も

あ
る
べ
し
。
皮か

は

一ひ
と

重え

下し
た

に
は
膿の
ふ
け
つ血
み
ち
、
大
小

便べ
ん

利り

、目め

汁じ
る

、鼻は
な
じ
る汁
ま
で
、

身み

よ
り
い
づ
る
も
の
毎ご
と

に
、
奇き

麗れ
い

な
物も
の

は
一
つ

も
な
し
。
増ま

し
て
や
、

女
は
十
四
よ
り
天て

ん

癸き

下く
だ

り
て
経け
い
す
い水
に
な
り
、
あ
や
ま
つ
て
は
崩な
が
ち漏
、
白し
ら
ぢ帯
の
愁う
れ

い
、

人
に
か
た
る
も
耻は

づ
か
し
く
、神か
み

仏ほ
と
けも
是
を
忌い

み
給
ひ
、穢け
が

ら
は
し
き
こ
と
、ま
た
、

男
に
十
倍ば

い

せ
り
。
よ
し
、
そ
れ
迚と
て

も
、
さ
ま
で
な
歎な
げ

き
に
、
こ
の
身み

と
て
も
、
物も
の

好ず

き
に
か
や
う
に
出で

来き

た
る
に
て
も
な
し
。
地ち

水す
い

火く
は

風ふ
う

の
、
仮か
り

に
や
ど
り
て
形か
た

を

な
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
暖あ

た
たか
な
る
は
火ひ

な
り
。
う
る
ほ
へ
る
は
水み
づ

な
り
。
息い
き

は
風か
ぜ

な
り
。
形か
た
ちは
地ち

な
り
。
心
は
空く
う

の
躰た
い

な
れ
ば
、
皆
寄よ

せ
も
の
に
て
、
我わ
れ

と
云
ふ
べ
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き
も
の
し
な
け
れ
ば
、
穢け
が

れ
見
れ
ば
穢け
が

れ
な
が
ら
、
浄き
よ

む
べ
き
や
う
も
な
し
。
増ま

し
て
、
女
は
三
従じ
う

の
身
に
し
て
、
命い
の
ちは
夫お
つ
とに
ま
か
せ
置を

く
な
れ
ば
、
我
が
身
は
我わ
れ

で
居ゐ

な
が
ら
、
我
と
定さ
だ

む
べ
き
我
は
な
し
。
さ
う
仮か
り

合あ

は
せ
た
る
も
の
な
る
故ゆ
へ

に
、

朝あ
し
たに
は
紅こ
う
が
ん顔
有あ

れ
ど
も
、夕ゆ
う

べ
に
は
白は
つ
こ
つ骨
と
成
る
こ
と
、す
み
や
か
な
り
。
ま
し
て
、

女
は
年
も
早
く
ふ
け
、
譬た

と

ひ
無む
じ
よ
う常
の
敵か
た

来き
き

た
ら
ず
と
も
、
き
の
ふ
に
け
ふ
は
俤
お
も
か
げか

わ
り
、
柳や

な
ぎ
の
髪か
み

は
秋あ
き

を
ま
た
で
、
迅じ
ん
そ
く速
の
上
の
迅じ
ん
そ
く速
と
云
ふ
べ
し
。
誰た
れ

も
渠か
れ

も
、

か
ふ
云
ふ
わ
た
し
も
、不ふ

じ
よ
う浄
に
き
た
な
き
、苦く
る

し
み
お
ほ
き
地ち

水す
い

火く
は

風ふ
う

の
仮け

合が
ふ

に
て
、

無む
じ
よ
う常
迅じ
ん
そ
く速
の
身
な
る
も
の
を
、
浄
じ
よ
う
ら
く楽
我が
じ
よ
う常
と
お
も
ひ
く
ら
す
の
迷ま
よ

ひ
よ
り
、
千せ
ん
し
う秋

萬ば
ん
ぜ
い歳
、
万ば
ん
ば
ん々

歳ぜ
い

の
、
祝い
わ

ひ
ご
と
の
み
う
れ
し
く
て
、
暗く
ら

き
よ
り
暗く
ら

き
に
入
り
て
、

長な
が

く
仏
名め
う

を
聞き

か
ぬ
身
と
成
り
は
つ
る
は
、
浅あ
さ
ま
し猿
か
ら
ず
や
。
身
の
は
か
な
き
を

思
ひ
と
り
給
は
で
は
、
い
つ
か
生せ

う

死じ

を
は
な
れ
は
つ
べ
き
。
か
へ
す
が
へ
す
も
、

無む
じ
よ
う常
の
速す
み

や
か
に
、
地
水
火
風
の
か
り
な
る
身
を
観く
わ
んじ
、
苦く
る

敷し

き
こ
と
ど
も
お
も

ひ
し
み
て
、「
再ふ

た
たび
生
死
の
海う
み

に
漂た
だ
よ泊
は
ざ
る
や
う
に
」
と
、
明あ

け
て
も
暮く

れ
て
も
、

寐ね

て
も
寤さ

め
て
も
、
を
じ
か
の
角つ
の

の
、
つ
か
の
間
も
忘わ
す

れ
ず
、
女
は
、
ま
し
て
身

の
浅あ

さ

ま
し
き
を
し
り
て
、
生む

ま
れ
来き

に
け
る
宿す
ぐ

世せ

を
悔く

や
み
え
ず
ば
、
貞て
い
け
つ潔
の
道み
ち

も
立た

ち
が
た
く
、
変せ
ん
ぜ
う成
男な
ん

子し

の
願ね
が

ひ
も
叶
ふ
ま
じ
、
と
思
ひ
も
う
け
待ま

つ
れ
ば
、

女
の
か
な
し
き
数か

ず
か
ず々

書
き
出い
だ

し
て
、深し
ん
け
い閨
の
か
な
し
み
艸ぐ
さ

と
な
し
け
る
な
り
。も
し
、

こ
の
巻ま

き
を
開ひ
ら

き
給
は
ん
小せ
う
く
わ
ん
じ
じ
よ

鬟
児
女
、
心
を
と
め
て
操く

り
返か
へ

し
給

は

　ぢ

は

く
や
み

ば
、
慚ざ
ん

愧き

懺ざ
ん

悔げ

の
媒
な
か
だ
ちと
も

つ
み
ほ
ろ
ぼ
し

成
り
て
、
罪
ざ
い
し
や
う
せ
う
め
つ

障
消
滅
の
志
こ
こ
ろ
ざし
に
う
つ
り
給
ふ
な
ら
ば
、
す
す
む
る
功く

徳ど
く

、

と
も
に
成ぜ

う
ぶ
つ仏
し
て
、
吾わ

が
後の
ち

の
世よ

も
や
す
か
り
ぬ
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
、
髭ひ
げ

男お
と
この
、

年と
し

ご
ろ
女ぢ
よ
ら
う郎
達た
ち

に
憎に
く

ま
れ
て
、「
其そ

の
鬱う
つ
ぷ
ん忿
を
散さ
ん

ぜ
ん
」
と
、
さ
が
な
き
口く
ち

を
色い
ろ

彩ど
る

に
は
あ
ら
ず
。
只ひ
た
す
ら管
、
児じ

女じ
よ

の
教け
う
く
ん訓
を
思
ひ
立た

ち
、「
千ち

と
せ
の
末す
ゑ

ま
で
松
の
貞み
さ
ほ操

の
目め

出で

度た

く
お
わ
し
ま
し
、
猶な
を

春は
る

毎ご
と

に
緑み
ど
り
の
い
ろ
を
ま
し
給
へ
」
と
思
ふ
よ
り
、

「
松し

よ
う
か
ん閒」
の
二
字
を
冠く
わ
んせ
る
も
の
な
ら
し
。

松
閒
鄙
言
巻
之
四
終
大
尾

　
続
編

松
間
喜
言
　
嗣
出

明
和
四
年
丁
亥
六
月
吉
旦

京
都
書
林
　 

堀
川
通
高
辻
上
ル
町
伏
見
屋
藤
右
衛
門

江
戸
書
林
　 

日
本
橋
南
壱
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛

同
　
　
　
　 

牛
込
赤
城
明
神
前
　
松
本
屋
彦
七

大
坂
書
林
　 

順
慶
町
壱
丁
目
　
　
田
原
屋
平
兵
衛
板

　
春
の
夜
の
閨
は
あ
や
な
し
。
梅
の
花
、
色
こ
そ
み
え
ね
。
香
り
や
は
朧
ろ
に
、

深
き
窓
の
も
と
に
独
り
灯
に
む
か
ひ
て
、
い
つ
ぞ
や
、
梅
朧
舘
主
人
よ
り
、
こ
の

書
の
末
に
予
が
一
言
を
加
へ
て
世
に
弘
め
ん
と
、
贈
り
給
ひ
し
『
松
間
鄙
言
』
と

い
へ
る
ふ
み
を
、
く
り
か
へ
し
読
み
侍
る
に
、
恋
ひ
と
無
常
を
、
か
り
の
宿
り
の

隣
家
と
見
立
て
、
萬
法
一
如
の
円
理
を
始
め
と
し
て
、
女
の
掟
に
艶
し
き
誉
れ
を

つ
づ
け
、
身
を
脩
む
る
道
は
能
く
苦
労
に
堪
へ
忍
び
、
七
符
寂
し
き
、
お
斎
の
里

の
内
、
面
白
く
な
き
貞
女
の
習
ひ
な
れ
ば
、
人
の
中
に
も
人
ぞ
な
き
九
牛
が
一
毛
、

君
が
為
に
命
を
捨
て
う
ち
、
只
夫
を
思
ふ
が
天
下
晴
れ
て
の
正
し
き
恋
ひ
を
教
へ
、

し
か
は
い
へ
ど
、
世
降
り
、
俗
お
と
ろ
へ
て
、
歌
よ
む
恋
ひ
の
稀
な
る
を
歎
き
、

珍
敷
く
な
く
と
も
女
は
女
風
に
し
て
、「
河
た
け
の
流
れ
の
身
」
と
は
い
や
し
め
ど
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も
、
つ
ら
き
勤
め
よ
り
却
つ
て
悟
り
の
道
に
入
り
し
、
む
か
し
が
た
り
、
形
見
に

残
る
百
年
の
艶
名
を
う
ら
や
ま
せ
、
先
か
ら
先
へ
心
づ
か
ら
の
勤
め
し
て
、
女
の

身
は
只
、
我
が
ま
ま
の
心
を
退
け
、
赤
き
黒
き
も
、
ひ
と
へ
に
聟
の
心
に
染
め
な

す
べ
き
白
装
束
の
わ
り
く
ど
き
、
さ
て
は
子
に
従
ふ
べ
き
御
袋
達
へ
の
戒
め
、
そ

の
二
、
そ
の
三
と
、
残
る
と
こ
ろ
な
く
、
み
や
づ
か
へ
の
こ
と
繁
き
、
そ
の
中
に
も
、

人
を
ま
つ
間
の
折
り
折
り
に
、
鄙
し
か
ら
ぬ
言
の
葉
を
、
か
き
集
め
給
へ
る
志
し
、

ひ
と
へ
に
狂
言
綺
語
、
讃
仏
乗
の
因
み
な
る
べ
し
。
そ
も
そ
も
我
が
神
路
の
奥
を

尋
ぬ
る
に
は
露
違
へ
る
岐
も
侍
れ
ど
も
、是
も
教
へ
の
ふ
も
と
の
一
道
な
れ
ば
、「
同

じ
雲
井
の
月
を
詠
る
人
も
が
な
」
と
、
も
と
め
に
応
じ
て
筆
を
加
へ
侍
る
。

　
　
明
和
亥
年
き
さ
ら
ぎ
、
龍
雷
神
人
貫
道
、
書
す
。

注１
　
南
畝
に
よ
る
成
烈
関
連
資
料
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
篗
田
・
浜
田
泰
彦
「『
新

斎
夜
語
』
解
題
と
翻
刻
」（
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
『「
奇
談
」
書
を
手
が
か
り
と
す
る
近
世

中
期
仮
名
読
物
史
の
構
築
』、
平
成
十
九
年
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

に
、
蒹
葭
堂
邸
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
徳
田
武
「『
新
斎
夜
語
』
と
談
義
本
」

（『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』、
昭
和
六
十
二
年
、
青
裳
堂
書
店
）
に
報
告

が
あ
る
。
ま
た
、成
烈
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、篗
田
「（
新
斎
夜
語
）
解
説
」（
江

戸
怪
談
文
芸
名
作
選
第
二
巻
『
前
期
読
本
怪
談
集
』、
平
成
二
十
九
年
、
国
書

刊
行
会
）
に
記
述
が
あ
る
。

２
　
成
烈
書
簡
集
の
現
存
に
つ
い
て
は
、
市
古
夏
生
「
梅
朧
館
主
人
と
飛
檄
連
中

―
『
飛
檄
』『
飛
檄
随
筆
』
を
通
し
て
―
」（『
近
世
文
学
研
究
の
新
展
開
―
俳

諧
と
小
説
―
』、
平
成
十
六
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
に
報
告
が
あ
る
。

３
　『
新
斎
夜
語
』『
続
新
斎
夜
語
』
に
つ
い
て
は
、『
前
期
読
本
怪
談
集
』
に
翻
刻

が
あ
る
。

４
　
版
本
が
香
川
大
学
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
本
（
神か

ん
ば
ら原
甚じ
ん
ぞ
う造
旧
蔵
）・
国
立
国
会
図

書
館
蔵
甲
本
（
大だ

い
そ
う惣
旧
蔵
）・
同
乙
本
（
宮み
や

田た

脩し
ゆ
う旧
蔵
）・
内
藤
記
念
く
す
り

博
物
館
蔵
本
（
第
一
冊
欠
）、
写
本
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
賜し

蘆ろ

拾し
ゆ
う
よ
う
葉
』第
十
二
集
所
収
本（
新し
ん

見み

正ま
さ
み
ち路
筆
）。
以
上
は
原
本
を
確
認
。
ほ
か
、「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
大
橋
図
書
館
（
現
在
の
三
康
文

化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
）
蔵
本
の
登
録
が
あ
る
が
、
大
橋
本
は
関
東
大

震
災
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
。

５
　「
大
神
」
の
読
み
は
、一
説
に
「
お
お
が
」。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
生
か
、

安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
一
）
没
。
日
向
延
岡
の
人
。
延
享
年
間
（
一
七



― 132 ―

二
九

文
人
旗
本
三
橋
成
烈
の
女
訓
書
『
童
女
教
訓

松
間
鄙
言
』（
上
）
　（篗
田
将
樹
）

四
四
～
四
八
）
に
十
五
歳
で
上
京
、
宮
家
に
出
仕
す
る
が
、
宝
暦
（
一
七
五

一
～
六
四
）
初
年
に
夢
中
で
仙
道
を
感
得
、致
仕
。
遅
く
と
も
明
和
二
年
（
一

七
六
五
）
に
は
上
宮
の
神
主
と
な
る
。
姓
山や

ま
ぐ
ち口
。
通
称
日ひ
ゆ
う
が
の
か
み

向
守
。
字
貞て
い
け
い卿
。

号
龍り

よ
う
ら
い
し
ん
じ
ん

雷
神
人
・
蓬ほ
う
ら
い莱
真し
ん
じ
ん人
・
棲せ
い

霞か

観か
ん

主し
ゆ
じ
ん人
。
舎
号
雷ら
い
て
い亭
。
門
人
か
ら
は

延え
ん
り
よ
う
せ
ん
せ
い

陵
先
生
と
呼
ば
れ
る
。
著
述
に
宝
暦
十
年
刊
『
南な
ん
ゆ
う遊
集し
ゆ
う』、
明
和
四
年
刊

『
神し

ん
こ
く国
女じ
よ
く
ん訓
抄し
よ
う』、
同
四
年
刊
『
中
な
か
と
み
の
は
ら
え
き
ゆ
う
で
ん

臣
祓
旧
伝
』
等
。
ほ
か
数
種
の
道
教
経
典

の
和
刻
に
携
わ
る
。
大
神
貫
道
の
閲
歴
に
つ
い
て
は
、中
野
三
敏「
文
坡
仙
癖
」

（『
江
戸
狂
者
伝
』、
平
成
十
九
年
、
中
央
公
論
新
社
）
お
よ
び
同
校
注
『
成
仙

玉
一
口
玄
談
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
八
十
一
『
田
舎
荘
子
・
当
世
下
手
談

義
・
当
世
穴
さ
が
し
』、
平
成
二
年
、
岩
波
書
店
）
に
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

以
上
の
先
行
記
述
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
坂
出
祥
伸
「
摂
津
上
宮
の
神
官
・

大
神
貫
道
が
著
し
た
道
教
養
生
書
『
養
神
延
命
録
』
に
つ
い
て
―
道
教
内
丹

説
に
も
と
づ
く
神
道
的
養
生
法
―
」（『
江
戸
期
の
道
教
崇
拝
者
た
ち
―
谷
口

一
雲
・
大
江
文
坡
・
大
神
貫
道
・
中
山
城
山
・
平
田
篤
胤
―
』、
平
成
二
十
七

年
、
汲
古
書
院
）
に
事
蹟
の
整
理
が
あ
る
。
な
お
、『
神
国
女
訓
抄
』（
国
会

本
に
よ
る
）
の
巻
末
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
大
坂
の
書
肆
田
原
屋
平
兵
衛

に
よ
る
貫
道
関
連
書
の
広
告
が
載
る
。「
日
向
霊
社
大
神
貫
道
著
述
／
一
、
中

臣
祓
旧
伝
既
成
　
二
巻
／
一
、南
遊
集
既
成
　
二
巻
　

詩
集
也
／
一
、三
教
全
鼎
論
全
／
一
、

三
教
帰
神
抄
　
二
巻
／
一
、
天
書
紀
纂
註
　
三
巻
／
一
、
神
国
女
訓
抄
　
一
巻
既
成

／
一
、
神
武
紀
解
既
成
　
二
巻
／
一
、
古
語
拾
遺
註
　
五
巻
既
成
／
一
、
神
学
破
邪

論
／
一
、
浪
華
憑
談
前
編
近
刻
／
一
、
神
国
女
訓
抄
後
編
嗣
出
／
一
、 後
鳥
羽
院
勅
撰

和
論
語
　
十
巻 

一
百
八
神
之
託
及
聖
帝
親
王
公
卿
武

将
貴
女
釈
子
之
金
言
悉
以
記
録
之
　
　

／
一
、
同
評
註
　
嗣
出
」。

６
　『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
十
七
巻
（
平
成
四
年
、大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
）

に
よ
る
。

７
　『
割
印
帳 

東
博
本 

影
印
版
』
第
二
巻
（
平
成
十
九
年
、ゆ
ま
に
書
房
）
に
よ
る
。

〔
附
記
〕『
松
間
鄙
言
』序
文
の
訓
読
に
つ
い
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
住
谷
孝
之
氏
、

資
料
の
翻
刻
お
よ
び
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
香
川
大
学
図
書
館
、

資
料
の
閲
覧
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
香
川
大
学
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、

国
立
国
会
図
書
館
、
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館
、
内
藤
記
念
く
す
り
博

物
館
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、JSPS

科
研
費18K

12298

お
よ

び
愛
知
淑
徳
大
学
研
究
助
成
費18T

T
01

の
成
果
の
一
部
で
す
。




